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　　　プロローグ







　九月。

　穂ほ尾お付づき学園校舎三階、生徒会室にて。

「では」

　四角く並べられた長机の四面に、第三期後期生徒会役員の面々が着席し、生徒会長の言葉を待っている。

「来きたる九月二二日の土曜日……」

　生徒会長──琴こと宮みや遙はるかは、生徒会長になって初めての大仕事に対するゴーサインを、緊張と高こう揚ようの入り混じった声で力強く告げた。

「第一回穂尾付学園祭の開かい催さいを決定します！」

　わぁっ、と歓声の入り混じった拍手が響ひびく。

　穂尾付学園は、今年で創立三周年を迎える新設校。三期生を迎えた今年度でようやく三学年が揃そろったばかり。そういう事情もあり、一年目と二年目には学園祭を執り行わなかった。

　そして、今年度。記念すべき第一回の学園祭がついに開催されるのだ。

　学園祭を成功させる事。それが生徒会長としての評価を大きく高めるのは考えるまでもない事だ。遙は入学以来最大の本気でもってこの仕事に臨のぞんでいた。

「皆さんもご存知の通り、学園祭は『鬼灯ほおずき祭さい』との合同開催になります。一般のお客様がたくさん来られますので、トラブルが起きないよう最大限の配はい慮りよが必要とされます」

　鬼灯祭というのは、穂尾付町が古くから執り行ってきた町の祭りである。穂尾付学園が出来る前は現在学園のある敷地で、去年と一昨年おととしは学園の校庭で開催されており、そして今年は学園祭と同時に開催するという事になった。この試みが良い成果を挙げれば、以降は毎年合同開催にしようという話になっており、そういう意味でも学園祭の成功は重要な仕事であった。

「夏休みに決まった通り、原則として校内での現金の使用は禁止です。そのために校舎の入り口に受付を設けてそこで学祭券を発行する訳ですが……副会長、デザインの方は？」

「発注済みです。費用は特に発生してません」

「はい。締め切りに注意して下さい」

　学園祭の大まかな部分は夏休み中にすでに決まっていた。ここでは細部の確認と微調整、そして最終決定だけだ。話し合いはスムーズに進んでいく。

　出される意見や決定事項は、遙の妹である彼方かなたが板書する。その字は丁てい寧ねいで見み易やすく、生徒会書記としての役割を十分に果たしていた。

「委員長、いいですか」

「はい、どうぞ」

「学祭券の発行なんですけど、校舎の入り口だけだと途中で学祭券が切れた時にいちいちそこまで買いに戻るのってかなり面倒だと思うんですよ。だから二階と三階にも何箇か所しよかあった方がいいと思うんですけど」

「確かにそうですね……でも現金を扱う所には先生がいてほしいから……先生、当日対応可能な教員の人数を確認してもらってもいいですか？」

「はい、分かりました」

　一年一組のクラス担任、羽は柴しば野の志し津づ子こが微笑ほほえんで頷うなずく。

　身長一四三センチ、七二歳の小さなおばあちゃん先生は、学園祭の実行監督責任者という面倒な立場に嫌いやな顔一つする事なく、生徒達を優やさしく見守っている。

　その温厚な人柄と、決して生徒の事をないがしろにしない教師としての姿勢とで、学年クラス問わず生徒達に慕われている教師である。これ以上はない人選であった。

「学祭券の精算、及および設営にかかった費用の集計は、会計の仕事に……なる訳ですが……」

　そこで口ごもり、遙はるかは会計が座っている席に目を向ける。

　そこにいるのは、腕の中に日本人形を抱だき、大きな目を猫のように見開いて、黒板を見つめているようで実は天井の隅すみをじっと見ている小さな人影。

　生徒会会計、波は名な城しろアザミ。

『……………………』

　生徒会役員の面々が、皆一様に不安そうな面持ちでアザミに目を向ける。

　選挙にて遙と生徒会長の座を争ったとある生徒が、自分の持つ生徒ポイントをつぎ込んで会計に送り込んできた人物。しかし当の本人は遙に負け、生徒会にその席はない。

　この何を考えているか分からない子に、果たして金かね勘かん定じようを任せても良いものだろうか──？

「だ……大だい丈じよう夫ぶです！　僕がちゃんとやりますから！」

　もう一人の会計である二年生の男子が、皆の視線を受けて立ち上がる。アザミと組まされて最も困惑しているのが彼である事は言うまでもない。

「そ、そうですね……互いに協力し合って、間違いのないようにお願いします」

　しかし、もしこれで数字にずれが生じたら、その責任は問答無用で全部自分にかかってくるだろう──そう思うと震ふるえの止まらない会計（男）。

「……そんなに、心配する事はありませんよ」

　そこへ、耳にするだけで不安が解けていくような羽柴野教諭の声。

　助けてくれるんですか？　業務をフォローしてくれるんですか？　会計（男）はすがるような視線を向ける。

　そして羽柴野教諭が次に口にした言葉に、その場にいた全員が度ど肝ぎもを抜かれた。

「だって──波は名な城しろさんの数学の成績は、学年トップですよ？」

『ええええええええええっ!?』

　生徒会室を震ふるわせる驚きよう愕がくの声。

　アザミは猫のような無表情のまま、力強くＶサインを突き出した。




　あまりにも予想外の事実を知った衝しよう撃げきからなんとか立ち直り、さらに会議は続く。

　正式に決定した学園祭実施要項は、書面にまとめられて各クラスの学園祭実行委員の手に渡る。そこからいよいよ各クラス毎ごとの企画などを決めていく訳だ。

　遙はるかの淀よどみない進行によって会議は順調に進み、だいたいの要項がまとまった頃ころ。

「……さて」

　改まった様子で、遙が羽は柴しば野の教諭に向き直る。

「ところで羽柴野先生……例の件は、どうなったでしょうか」

　例の件。それは、学園祭を盛り上げるために遙が考えた、一つの腹案。

　学園側の協力がなければ実現し得ない、普通の学園祭には存在しない要素。

「……夏休みに生徒会から提出された例の案を、昨日の職員会議にかけた結果……」

　溜ためる羽柴野教諭。ごくりとつばを飲む遙。身を乗り出す生徒会役員達。

　そして、老教諭のその顔が──

「全面的に、許可されました」

　にっこりと微笑ほほえむと同時に、生徒会室は歓声に包まれた。

（やった……！　まずは一つ、ハードルクリア！）

　来きたるべき学園祭の賑にぎわいを予感し、遙は両手でガッツポーズを決める。

　そして自然と、その脳裏に一人の生徒の顔を思い浮かべた。

（さぁ……また私のために働いてもらうわよ、相あい上がみ君……！）
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　九月五日、水曜日。

　六限目のロングホームルームの時間から、学園祭の企画を決めるためのクラス会議が各クラスで一いつ斉せいに開始された。

　もちろんここ、一年一組でもそれは例外ではない。男女一人ずつの学園祭実行委員が教卓に立ち、第一回穂ほ尾お付づき学園祭の実施要項を説明している。

「今日はクラス企画の内容を決めますが、その前に個別企画に関して説明します。クラス企画とは別に、有志による個別企画を募集中です。クラスや学年、人数の規定はありません。団体毎ごとにリーダーを決めて、申込用紙に必要事項を記入して僕達まで持ってきて下さい。締め切りは一三日までです。体育館のステージは早い者勝ちで好きな時間を取れるそうですので、希望の方は早めに申込用紙を取りにきて下さい」

　教卓で意外にも真ま面じ目めに議事を進行している七三分けの実行委員──波は名な城しろアザミ親衛隊が一人、シチサンの言葉を、相あい上がみ櫻さくらはぼんやりと聞き流していた。

　櫻は、この学園祭にあまり情熱を持てていなかった。

　はっきり言えば、やる気が出ない。

（本来なら……この記念すべき第一回学園祭は、俺おれが生徒会長として仕切るはずだった……）

　一年生で生徒会長に就任し、最初の大仕事である第一回学園祭を大成功に導き、教師や生徒達のみならず、地域住民からも支持を集める。それが櫻の計画だった。

　しかし、琴こと宮みや遙はるかの奸かん計けいにより、相上櫻の栄光の道は遠回りを余よ儀ぎなくされた。

　学園祭の時にクラスを取りまとめるのは、委員長ではなく学園祭実行委員の仕事となる。必要であれば委員長として色々と助力はするが、生徒会役員ではない今の櫻は、学園祭に関しては基本的に一般の生徒達と同じ立場だ。

　で、あるならば。疲れないように、それでいて不真面目に見えないように。そこそこにこなす。個別企画など問題外。見返りのない行事に必要以上の労力を割さく事はない──それが相上櫻の、学園祭という行事に対する今現在の姿勢だった。

　とはいえ、それは決して珍しい事ではない。

　記念すべき第一回学園祭という事で情熱を燃やしている生徒ももちろんいるのだが、実際のところ、櫻のように考えている生徒達も少なくはない。

　高校時代のこういったイベントに全力を費やした想おもい出が、大人おとなになってからどれ程ほどの輝きを放つか。当の高校生達には、なかなか気付きにくい事だった。

「えー、クラス企画ですが、他ほかのクラスと内容が被かぶった時のために、第三候補まで決めて下さい。その内のどれになるかは、今日の放課後に行われる実行委員会で生徒会と各クラスの実行委員が協議した上で決定します」

　シチサンの声が、櫻さくらの耳を右から左へ通り抜ける。

「それと、クラス企画及および個別企画は、学園祭終了後に全校生徒による人気投票を行う事になりました」

　この時点でも、櫻の興味は傾かない。

「優秀な企画には副賞として、クラス企画で優勝したクラスの生徒全員に五〇〇ずつ、個別企画では、三位の団体に一〇〇〇、二位に五〇〇〇、一位に一〇〇〇〇の生徒ポイントが与えられるそうです」

　ここで、かっ、と櫻の両目が見開かれた。

　生徒ポイント。それはこの学園特有のシステムで、『学生として好ましい活動』をする度たびに貯たまっていくポイントである。

　遅刻をせずに登校し、その日の授業を全すべて受ければ一日五〇ポイント。定期試験の点数一点につき一ポイント。その他様々な活動に応じて獲かく得とく出来、貯まったポイントは学園内の購こう買ばい及び学食で一ポイントにつき一円分の値引きを受けられたり、生徒会役員選挙等の学生生活における様々な場面での投票で一ポイント一票として使えたり。学生生活を有意義に過ごすため、必ひつ須すではないが決してあって困るものではない。

　特に、一年生で生徒会長の座を狙ねらっているような生徒にとっては。

　予想外の知らせに、生徒達もさわさわとざわめき始める。

「人気投票だって。比べられちゃうんだ」

「えー、ちょっとやだなー。最下位とかなったらさー」

「クラス企画は、二位と三位はなんもなし？」

「一位でも一人五〇〇ポイントって少なくね？」

「学食のカツカレーがタダで食えるじゃん」

「そのために頑張るのはめんどくさいだろー」




「何言ってんのアンタ達は！」




　櫻が──否いな、『お母さん』が、立ち上がった。

　生徒達が一いつ斉せいに、驚おどろいて顔を向ける。

「いいかい、高校生の学園祭ってのはね、今しか楽しめないんだよ!?　しかも記念すべき第一回目じゃないか！　今全力でやらなかったら、大人おとなになって後こう悔かいするよ！」

　生徒ポイントという分かりやすい『見返り』に、櫻さくらの目の色はすっかり変わっていた。

　そしてそんな櫻に触発される生徒達。

「おお……お母さんが……燃えている！」

「本気ね！　学園行事にも本気で挑むのね！」

「俺おれが間違ってた……学園祭こそ青春だよな！」

「私、頑張るよお母さん！」

　ノリの良いクラスである。

　それを皮切りに、生徒達の間で活発な意見交換が始まった。

「学園祭の出し物と言えば？」

「私、お化け屋敷やりたい」

「いや、それは怖いのが苦手な人の票を得られない」

「そんな事言ったらなんにでも好き嫌いはあるわよ」

「だからこそ、最大公約数的な落としどころをだな」

「やっぱり王道で、メイド喫茶とか？」

「馬ば鹿か野郎、そんなありきたりなもので勝てる訳ないだろ！」

「常に一定の需要があるからこそありきたりなんだよ！」

「ちょっと男子！　それ私達が恥ずかしいだけじゃん！」

「お前の人生で唯ゆい一いつ輝ける瞬しゆん間かんかもしれないぞ!?」

「なんだとぅ!?」

「挙手を、発言は挙手をしてお願いします！」

　ヒートアップする話し合いは議論から口論へと変化し、あわや摑つかみ合いかと予感させる程ほどの一触即発の空気を、シチサンが声を張り上げ宥なだめている。

「だったら執事喫茶……は、ないか。あんたらじゃねぇ……」

「お体に触りますぞこのお嬢様が！」

「障るの漢字が違うのよ！」

「軍人喫茶を提案するであります！」

「黙ってろノイジー・マイノリティが！」

「えぇい、挙手をせよと言うのが分からんのかー！」

　その侃かん々かん諤がく々がくとした様子を尻しり目めに、櫻はこっそりと輪を抜け出して、おろおろと事態を眺ながめている女子の実行委員に声をかけた。

「なぁ」

「あ、相あい上がみ君～。これどうにかして～」

「やる気があって良いい事じゃないか。それより一つ聞きたいんだけど、企画の人気投票とか、ポイントがもらえるとかって、先生達の提案なのか？」

「ううん、違うよ。それは生徒会長の琴こと宮みや先せん輩ぱいの案」

「なるほど、やっぱりな……」

　こんな事を考え付くのはあの人だろう、という櫻さくらの推測は見事に的中していた。

（だとすれば、なおさら負けられないな……）

　遙はるかの用意した企画で優勝し、生徒ポイントを得る。そうすれば、生徒会長選挙ではめられた事の溜りゆう飲いんも少しは下がろうというものだ。

（個別企画に参加するつもりはなかったが、こうなるとむしろそっちが本命だな……少人数で組んで優勝すれば、一人数千ポイントは手に入る。とは言えクラス企画も馬ば鹿かには出来ない。優勝すれば一人五〇〇ポイントだから、一クラス三〇人で一五〇〇〇ポイントだ。上う手まくやればこの内の何割かは結果的に俺おれの物に出来る……）

　もちろん自分で使ってしまう生徒もいるが、使わずに取っておく生徒もいる。今後何らかの投票があればクラスメイトを説得して組織票とする事も出来るし、いつもの通り直接的にギャンブルで手に入れる事も出来るのだ。

（全学年六クラス。その中で優勝するためには、どんなクラス企画がいいか？　全校生徒の投票で決まるのであれば、男女問わずに楽しめるものでなければならない。見る人を選ぶ趣味的なものも駄だ目め……）

　クラスの喧けん騒そうをＢＧＭに、櫻は考える。

（優勝賞品がある以上、自分のクラスに投票する生徒も多いはずだ。それに縛しばられない浮動票をいかに多く得られるか……いや待てよ、浮動票？）

　そして櫻の脳裏に、ある考えが浮かんだ。

「なぁ、クラス企画って、最終的には今日の放課後に全部決まるんだよな？」

「ん？　うん、そうだよ」

「決まった後で変更する事って出来るのか？」

「ん～……基本的には無理なんじゃないかなぁ。だから第三候補まで挙げるんでしょ？」

「だよな」

　女子実行委員の返事を聞き、にやりと笑う櫻。

「あのさ、ちょっと提案があるんだけど……」

　そしてこそこそと耳打ちを続け、相手の了承を得ると、櫻は教卓で生徒達と一緒になってわめき散らしているシチサンの隣となりに立ち、ぱんぱんと手を叩たたきながら声を張り上げた。

「よーし、みんな聞いてくれ！」

　委員長としての信頼と実績により、生徒達は好き勝手に発言するのをやめ、大人おとなしく櫻へと向き直った。

　そして櫻は、自らが考えたクラス企画優勝のためのプランを披ひ露ろうするべく口を開く。

（さぁ……勝たせてもらいますよ、琴宮先輩……！）




　　　　　二




　放課後、生徒会室。

　生徒会の主導で執り行われる学園祭実行委員会で、各クラスの企画内容が決められている。

　まずは全クラスの希望を照らし合わせ、重複していない第一希望から内容を吟ぎん味み。問題がなければそのまま決定となる。穂ほ尾お付づき学園は全校で六クラスしかないため、第一希望は見事にばらけていた。

　書類を手に、生徒会長である遙はるかが議事を進めていく。

「えーと、分かりやすいのからいきますね。まず一年二組のお化け屋敷。一階の予備教室を使用希望ですね。これはＯＫです。教室を改造する場合、事前にレイアウトなどを提出して下さい。次に三年一組の舞台演劇。これもＯＫです。後日体育館を使用出来る時間をお知らせしますので、その中から希望する時間帯を選んで下さい」

　実行委員達が頷うなずくのを確認し、遙は続ける。

「次、二年一組のメイド喫茶と、二年二組の……」

　そこで一いつ瞬しゆん言い淀よどみ、少しだけ恥ずかしそうに顔を伏せる。

「ほ……ほおずき、まちゅり」

　嚙かんだ訳ではない。二年二組の提出したプリントにそう書かれているのだ。

　小声で呟つぶやかれた「まちゅり」という言葉と、自分の発言に恥じらう生徒会長の顔に、周りの生徒達の頰ほおも緩ゆるむ。

「……二年二組の実行委員さん、説明をお願いします」

　言いながら恨うらめしそうな視線を向ける。遙は二年二組なのでその内容を把は握あくしているが、クラスで話し合った時はそんな名前ではなかった。これは、遙の口から「まちゅり」と言わせたい実行委員のいたずらだった。

　満足げな顔で二年二組の実行委員が立ち上がり、内容を説明する。

「穂尾付学園のミニチュアを作って教室の中に展示して、小さい鬼灯ほおずき祭さいを再現します。ミニサイズのたこ焼きとか焼きそばも作るので、基本的には模も擬ぎ店てんになります」

「……両クラスとも、基本的には問題ありませんけど、当日は校舎内での火気使用は厳禁です。調理する場合はＩＨなどにして、火傷やけどや怪け我がにはくれぐれも注意して下さい」

　クラスメイトのいたずらにより「まちゅり」と言わされた恥ち辱じよくは後で晴らす事として、今は生徒会長としての責務を果たす。それを優先させた遙の姿勢は立派である。

「三年二組、脱出ゲーム。これも説明をお願いします」

「お客さんに鍵かぎのかかった教室から脱出してもらうゲームです。鍵は教室の中に隠されてて、暗号とか仕掛けを解いていけば見つかるようになってます」

「なるほど……いつまでやっても鍵かぎが見つからない場合は？」

「制限時間と、あといつでもギブアップ出来るようにするつもりです」

「分かりました。ＯＫです」

　これにて五クラス分の企画が滞とどこおりなく決まり、残るは一クラス。

「最後、一年一組……」

　相あい上がみ櫻さくらのクラスの企画の第一希望は。

「スマイルリンク」

　読み上げられたその言葉に、一年一組の生徒以外は全員頭に疑問符を浮かべた。

　それは遙はるかも例外ではない。聞き覚えのないその言葉と、それが櫻のクラスであるという事から、何やら一筋縄ではいかない雰ふん囲い気きを感じ取る。

「一年一組の実行委員さん、説明をお願いします」

「はい」

　言われて一年一組の男子実行委員、すなわちシチサンが立ち上がった。

　ここで説明すべき内容は、櫻からしっかりと言い含められている。

「スマイルリンクというのは、学園祭に参加した人全員に笑顔を届ける企画です」

「笑顔を届ける……どうやって？」

「簡単に言えば、学園祭当日、僕らのクラスの生徒が学園の色んなところで、そこにいる人を笑顔にするための色んなパフォーマンスをするんです」

　あまりにもアバウトなその説明に、流石さすがに即座にＯＫサインは出ない。

「……もう少し、具体的にお願い出来ますか？　例えばどこで、どんなパフォーマンスを？」

「本当に色々とやろうと思ってるんで、まだ全然決まってないんですけど……例えば廊下でですね、色んな人が歩いてますよね。その中に二、三人うちのクラスの生徒がいて、見えない壁かべに頭をぶつけるふりをするんですよ。それで他ほかの通行人に、え、ここ壁あんの？　みたいに思わせるパフォーマンスとかですね」

　その光景を想像し、何人かが小さな笑みを見せる。ある意味すでに企画成功である。

「へぇ……なるほど、なかなか面白いですね。それは誰だれが考えたんですか？」

「クラス委員長の相上君です」

　やっぱりね、と心の中で頷うなずく遙。だが正確に言うと、これは櫻が考えたという訳ではなく、海外のいわゆるドッキリ番組の流用である。

　ドッキリというのはその性質上、状況を選ばなければ相手を不愉快にさせたり時間の浪費による実害を負わせたりする可能性がある。最悪の場合、それで機嫌を損ねた相手に暴力による報復を受けたりもするのだ。

　だが、学園祭なら。その場にいるのは全員が遊びに来ている人間だ。そもそも「楽しもう」という心の準備が出来ている。ドッキリを仕掛けるにはうってつけの状況という訳だ。

（それにしても……誰だれよりも腹黒いくせに、どの面つら下げて『スマイルリンク』よ……）

　そう心の中で櫻さくらを笑うが、あまり人の事は言えない遙はるかであった。

「スマイルリンク……笑顔の連鎖、といったところですね。基本的には問題ないですけど、パフォーマンスの内容が決まったら一度生徒会の許可を取るようにして下さい。他ほかの生徒や、特に一般のお客さんに不愉快な思いを決してさせないように注意して下さいね」

「分かりました」

　頷うなずいて着席するシチサンを見ながら、遙は内心で首を傾かしげていた。

（……果たして優勝を狙ねらえる内容かしら？　上う手まい事やられたらそれは面白いかもしれないけど、周りで見てた人にはもう通じない。それに性質上ゲリラ的なものになるはずだから、他のクラスの企画と違ってそもそも全員が楽しむ事なんて不可能な気がするけど……）

　企画の人気投票を行い、優勝したクラスには生徒ポイントが与えられる。そうなれば、櫻なら絶対に優勝を狙ってくるはずだ……そんな確信が、スマイルリンクという企画に対する疑問を遙に抱いだかせる。

（中途半はん端ぱな事をされても困るのよ？　期待してるんだからね？）

　とは言え、それはそれ。

「これで全クラスの企画が決定しました。来週月曜の委員会までに各企画の詳細な計画と必要な予算をまとめて提出して下さい。個別企画の申請書も忘れないようにお願いします」

　では、本日の実行委員会はこれまで──と言いかけた時。

「あ、すいません！　一つ議題が！」

　声を上げたのは、再度シチサンだった。

「議題？　学園祭に関する事ですよね」

「はい。企画の人気投票の方法に関しまして」

　本来、この学園で何らかの投票が行われる際は生徒ポイントを用いる事になっている。だが今回の人気投票は、それで得られる賞品が生徒ポイントという事もあり、ごく普通に一人一票の紙投票という公平なものになっている。

　その人気投票の方法に対し、何やら議題があると言う。一年一組が。

（ううん……おそらく、相あい上がみ君が）

　その遙の予想は当たっている。

「では、提議をお願いします」

　促うながされ、シチサンは櫻の提案を代弁する。

　その内容は、ごく簡単なものだった。

　それを聞いて、遙は──

「……そう来たか」

　誰にも聞こえないよう、口の中だけで呟つぶやいた。
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　九月六日、木曜日。

「おはよう、アザミ様とその従者！」

『おはようございます！』

　学生坂に、ヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだまする。

「相あい上がみ君、今け朝さもアザミ様の送迎ご苦労。ささアザミ様、ここからは我らが輿こしへ……君達！」

『アイ・サー！』

　朝日を照り返して目にも眩まぶしい禿とく頭とうの高身長、ヒコ先輩こと御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼしの号令に応こたえ、シチサン、テンパー、イガグリ、カリアゲの『波は名な城しろアザミ親衛隊』四人が動いた。

　右にシチサン、左にテンパーが立つ。その間から顔を出し、並んだ二人の腰にしがみつくイガグリの足を、カリアゲが力強く両りよう脇わきに抱だく。

「さぁアザミ様！　イガグリの背中へ！」

　アザミの前で膝ひざを折る三人。その三人に持ち上げられている形のイガグリの背にアザミが座ると、彦星の再度の号令で立ち上がる。

「上げろ！」

『アイ・サー！』

　その瞬しゆん間かん、予想外の負荷を感じたイガグリが「ぐえっ」とヒキガエルのような呻うめき声を漏もらすが、情熱は止まらない。

「進め！」

「待って！　やっぱコレ無理！　背骨が、」

『えいさ！』『おいさ！』

『えいさ！』『おいさ！』

「ノォォォォォ～ッ！」

　走り出す人間輿。響ひびき渡る悲痛な叫び。

　哀あわれイガグリ、僅わずか一五歳であたら若い命を散らせるか……といったところで、アザミがその背からひらりと飛び降りた。

「おぅっ！」

「ノォッ！」

　バランスを崩し、四人がかりの人間輿はその場に崩れ落ちた。

「無理したら駄だ目め」

　そしてぴくぴくと震ふるえるイガグリの背中をアザミの小さい手が撫なでさする。

「いたいのいたいのとんでいけー」

「アザミちゃんっ！」

　ぶわぁ、とイガグリの両目から感激の涙が溢あふれ出した。

「アザミちゃん、俺おれも今突っ張った手が痛いよ!?」

「わしも膝ひざをすりむいたんじゃあ！」

「天パが、俺の天パが折れちまったよぉ！」

　次々に自らの負傷を訴える三人を、目を見開いた猫のような無表情でアザミが見つめる。

　だんだんといたたまれなくなってきた三人は、輪になってそれぞれの負傷箇か所しよを撫なで合った。

「ふぅむ、人間輿こし五七号は改良が必要、と……」

「よくアイデアが続きますね……そろそろ飽あきませんか」

「愚ぐ問もんであるな相あい上がみ君。アザミ様にお楽しみ頂くための創意工夫、我われ等らが知の泉が涸かれ果てるまで、続けてみせー!?」

『ますゆえー！』

「新パターン!?」

　やや語ご呂ろは悪かった。

「それにね相上君。我々は学園祭でこの人間輿を個別企画として披ひ露ろうするつもりなのだよ。お客様にお好きな輿の形態を指定して頂き、目的地まで運んで差し上げるのだ！　申し訳ないけど、個別企画の優勝はもらったね……」

「ああ、そうですか……」

　なんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい企画だ──という感想に、櫻さくらは自分で待ったをかけた。

　親衛隊の人間輿は、すっかり登校風景の名物となっている。もはや学園中に知らない者はいないだろう。であればその中には、乗ってみたい、と思っている者もいるのではないか？

　無論、平時であれば羞しゆう恥ちが勝まさりそんな事は出来ないだろう。だがそれが学園祭なら？

　一度体勢を崩した親衛隊は、違う形の人間輿を組み上げ再びアザミを乗せている。周囲を見回すと、それを見ている生徒達の表情は皆どこか楽しそうだ。

（もしかしたら……意外とイケるのか……？）

　大量の生徒ポイントを獲かく得とくするチャンスである個別企画で、まさか親衛隊などに負ける訳にはいかない、と微かすかな焦しよう燥そうを覚える櫻。

　しかし今のところ、何も良いアイデアは浮かんでいないのだった。




　放課後。

　本来ならば皆、部活に行くなり委員会活動をするなり帰宅するなりの時間なのだが、本日より学園祭のその日までは、可能な限りの時間をクラス企画の準備に充あてる事となる。

「ではまず昨日の実行委員会の結果報告ですが……相上君発案の『スマイルリンク』は、無事認可されました」

　おお～、と拍手と共に歓声が上がる。

「それと、もう一つの方も通りました」

　シチサンの報告を聞き、櫻さくらは満足げな笑みを浮かべた。

　クラス企画とは別に櫻が提出した、企画の人気投票の方法に関する案。

　学園生だけではなく、一般客からも投票を受け付ける。

　それが櫻の案だった。

　学園祭は、穂ほ尾お付づき町が毎年開かい催さいしてきた伝統の『鬼灯ほおずき祭さい』と同時開催だ。僅わずか二〇〇名足らずの学園生に加え、延べ数千人の一般客が来場するのは確実である。

　それら一般客の一人一人に、パンフレットと一緒に投票用紙を配る。そうして浮動票の母数を大幅に増やすというのが櫻の作戦だ。

　さらに言えば、昨日の実行委員会で決定された各クラスの企画は、人気投票が生徒のみを対象にしている事を前提に考えられたもの。それに対し櫻の『スマイルリンク』は、最初から大勢の一般客をターゲットに考えられたものだ。

　全すべてが上う手まくいきさえすれば、クラス企画での優勝は確実──櫻にはその自信があった。

「という訳で、企画の細部を詰めたいと思いますが……これに関しては、相あい上がみ君の主導でお願いしたいと思うのですが……」

　異議なーし、と複数の賛同の声。

「櫻、いいか？」

「分かった」

　頷うなずいて立ち上がり、歩み出る櫻。そしてシチサンと場所を代わり、教卓をばんと叩たたいた。

「基本的な事は昨日話した通りだ。少人数で簡単に出来る、平和的なドッキリだな。何も知らない客を騙だまして、驚おどろいてるとこにその場で種明かしをする訳だ」

　ドッキリで一番楽しいのは、やはり仕掛け人サイドだ。クラスメイト達はだんだんといたずらを企たくらむ子供の表情になっていく。

「ポイントは、簡単に出来る事。やられた方が笑える事。見ていて楽しい事。一番大事なのは、決して誰だれも不愉快にさせない事だ。エロやグロは当然なし。怪け我がなんかの実害を与える危険性のある事も論外だ。そんな感じの仕掛けをいくつか作る。それを数人ずつで担当して、当日の学園各所でランダムに客を引っ掛ける」

「昨日話してた、見えない壁かべもやるんだよな？」

「そうだな、あれはそのまま使えるだろ。じゃあこれからサンプルを配るから、それを見ながらみんなの意見を聞かせてほしい」

　動画サイトで見た海外のドッキリ番組から、条件に合うものをピックアップして文章にまとめたプリントを全員に配る。昨夜ゆうべ櫻が一人でこつこつと作成したものだ。腹黒さもさる事ながら、この辺のこまめな努力も櫻の地位を支える重要な要素である。

　簡単な説明はすでに昨日済ませていたため、すぐに意見交換が始まる。アレンジのアイデアも聞きながら、皆で話し合って練り上げていく。そうしている内に新しいアイデアを思いついた生徒がまた手を挙げる……

　学園祭の出し物を話し合うにあたり、ほぼ理想的な空気が教室に充満している。

　改めて、この企画は当たりだと自信を持つ櫻さくら。

　それはいいのだが──
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　話し合いが終わり、櫻は誰だれもいない屋上のペントハウスの上から校庭を見下ろしていた。

（なかなか良いい感じにまとまった……もう少し練って完成度を上げたら、小道具大道具の準備と、セッティングする場所の吟ぎん味み。後は何回か練習して……上う手まくやれれば、かなりの浮動票をかっさらえるはずだ……）

　スマイルリンクは、ただのドッキリ企画ではない。一般の票を得るために、さらに二重三重の仕掛けがある。しかもそれは、少ない労力で最大限の効果を発揮し得る、櫻にとってはある意味で群衆支配の予行練習も兼ねていた。

（クラス企画はそれで良いとして……問題は、個別企画だ……）

　なので、悩みの種はそれだった。

　優勝すれば一人五〇〇ポイントのクラス企画より、優勝すればチームに一〇〇〇〇ポイントの個別企画の方が一人一人の実入りは遥はるかに良い。櫻にとって、真に力を入れるべきはこちらなのだ。何をすれば優勝出来るか。それを真剣に考える櫻。

（人数は少なければ少ない程ほど良い。五人で組めば一人二〇〇〇ポイント。多くても一〇人程度に抑えたい。一人でやれれば最高だけど、いくらなんでも俺おれ一人で優勝ってのは無理があるよな……ミニッツを使って占いとか……いや、反動がキツすぎるか……）

　どうすれば学園祭の個別企画で優勝出来るか？　それは、高校入学以来ある意味で最も櫻を悩ませる難問だった。

（優勝するには、やはり派手さが必要か……となると、ステージ企画か？　演劇、演奏、合唱……でもなぁ。中途半はん端ぱな実力でやっても、優勝は無理だよなぁ……）

　芸術面での素養は、櫻にはあまりない。歌は下へ手たではないが特別上手くもなく、楽器演奏は授業で習った物しか出来ない。

　あえて言うなら、演技であれば日常的にこなしているようなものなので可能性はあるかもしれないが、仮に舞台上で見事に演じきってみせたとして、演技が上手い＝噓うそが上手い、というイメージを持たれる危険性を見過ごす訳にはいかなかった。

（なかなか難しいな……何かないか、何か……）

　──その時、屋上の扉が開き、一人の生徒が屋上へ足を踏み入れた。

（っと、お客さんか……）

　別にやましい事をしていた訳ではないし見つかっても問題なかったのだが、なんとなくその場に屈かがんで身を伏せる櫻さくら。

　現れた生徒の方は屋上中央のビオトープへと近付き、ペントハウスの方へ体を向けてベンチに腰を下ろす。櫻の存在には気付いていない。

　生徒はそのまましばらく生いけ簀すの金魚をぼんやりと眺ながめ。

　そして──おもむろに、ゆっくりと歌い始めた。





どんぐりころころ　どんぶりこ

お池にはまって　さぁ大変

どじょうが出てきて　こんにちは

ぼっちゃん　一緒に遊びましょう






　風に乗ってその歌声が耳に届いた瞬しゆん間かん、櫻の心が震ふるえた。

　その歌声は、聴きいた者の脳裏に鮮やかな情感を運んできた。

　山の斜面をなすすべもなく転がり落ちるどんぐりの焦あせりは動どう悸きを激しくさせ、池にはまってしまった時の絶望感に顔から血の気が引く。そこへ現れたどじょうの言葉には、泣きたくなる程ほどの安心と頼もしさを感じた。

（なんだ、これは……！）

　誰だれもが知っているなんでもない童謡。僅わずか三〇秒にも満たない時間で聴いた、何の演奏も伴わない歌声。それが、櫻の感情を激しく揺さぶった。

　さらに歌声は続く。





どんぐりころころ　喜んで

しばらく一緒に遊んだが

やっぱりお山が恋しいと

泣いてはどじょうを困らせた






（くっ……！）

　自分の手で口をふさぎ、思わず漏もれてしまいそうになる嗚お咽えつの声を櫻は必死に抑える。

　どじょうと楽しんで遊ぶ中、故郷のお山で待つ友人達や親兄弟を想おもい、だんだんと増していく郷きよう愁しゆう。自らの帰るべき場所、もう二度とそこへは戻れないのではないかというどんぐりの不安と、何もしてやれない不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみするどじょうの憤いきどおり。それらが櫻の感情を直接揺さぶり、どうしようもなく涙るい腺せんが圧迫される。

（どうなってるんだ……頭の中に、いや、心に直接響ひびいてくる……！）

　櫻さくらの知る限り、この歌は二番までしか存在しない。危ないところだったと、涙が溢あふれてしまわないように深呼吸して心を落ち着かせようとする櫻。

　しかし、歌声はさらに続いた。





どんぐりころころ　泣いてたら






（なんだと……この歌、三番なんかあったのか？）

　これ以上あんな歌声を聴きいていたら声を上げて泣いてしまう……そう思いながらも、聴いた事のない三番の歌詞に興味を引かれ、耳をふさぐ事が出来ない櫻。





仲良し子リスが　とんできて






（おお……もしかして、助けに来たのか？）

　池に浮かんで泣いているところへ、駆けつけて来てくれた仲良し子リス。その時のどんぐりの安あん堵ど感かんはいかばかりか、それを想像する櫻の口元が緩ゆるむ。





落ち葉にくるんで　おんぶして






（頑張れ子リス、どんぐりを助けてやってくれ！）

　濡ぬれた体に温かい、子リスの体温。その背に揺られながら、我が家であるお山へと帰る事の出来る喜びを思うと、櫻の胸も弾はずんでくる。

　そして歌声が、最後のワンフレーズを歌い終える。





お山でかじられ　息絶えた






「そんな悲しい話があるかぁぁぁぁぁっ！」

　思わず身を起こし、櫻は歌声の主ぬしを怒鳴りつけていた。

「えっ……」

「バッドエンドかよ！　仲良しなんだろ!?　そこはお山に帰ってめでたしめでたしだろ！　落として上げるならともかく、上げてから落とすのはやめろ！」

　誰だれもいないと思っていたのに、いきなり自分の歌に対する激しいだめ出しをくらい、驚おどろいて声のする方へ顔を向けた歌声の主と、櫻の目が合った。

「あ……相あい上がみ君？」

　女性にしてはやや低めの、しっとりとした声が櫻さくらの名を呼ぶ。

　そこでやっと、櫻はその歌声の主ぬしが自分の見知った相手である事に気付いた。

　後頭部で結い上げたシニヨンに、目にも鮮やかな紅くれないの一本挿ざし。

　そこにいたのは、クラスメイトの早さ乙女おとめ月つき緒おだった。

「早乙女……今歌ってたの、お前か？」

「え、あ、その……」

　いつもはしっとりと落ち着いた雰ふん囲い気きの月緒が、珍しく取り乱して赤面している。それも無理からぬ事、誰だれもいないと思い込んで歌っていたのに実は人がいて聴きかれていた、という時の恥ずかしさは名状し難がたいものがある。

「ご……ごめん！」

　何に対してか、謝罪の声を残して月緒は足早に校舎内へと戻っていった。

　後に残された櫻。

　揺さぶられた感情の余よ韻いんに、潤うるんだ瞳ひとみを大きく見開く。
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「早乙女……あいつ……あんなに歌が上う手まかったのか……？」

　自分が涙もろい、というのは確かにある。

　だがそれにしても、童謡のどんぐりころころでここまで感動させられるとは。

「もっとちゃんと歌ったら……どうなるんだ……？」

　櫻さくらは想像する。

　ステージで。演奏をつけて。大勢の客の前で。

　先さき程ほどの心に直接響ひびいてくる歌声で、感動的な歌を歌ったら──

「見つけた……！」

　学園祭個別企画。

　優勝を狙ねらえる歌声を、櫻は聴きいてしまったのだ。













　　　第二章　切手のないおくりもの




　　　　　一




　九月七日、金曜日。放課後。

　創作遊ゆう戯ぎ研究会、略して創そう遊ゆう研けんが部室と称して勝手に居座っている二階予備教室には、過去最高の一四人という人数が集まっていた。

　まずは創遊研正規メンバーの五人。

　田辺たなべ和かず貴たか、鬼灯ほおずきよもぎ、乾いぬい陣じん内ない、琴こと宮みや遙はるか、岸きし良ら夏か凪なぎ。

　それに加え、生徒会活動の終わった二人とそれを待っていた一人。

　琴宮彼方かなた、波は名な城しろアザミ、相あい上がみ櫻さくら。

　そして、櫻と遙に声をかけられた六人。

　相あいヶが瀬せ茉まつ莉り、御み幸ゆき院いん彦ひこ星ぼし、シチサン、カリアゲ、イガグリ、テンパー。

　この一四人は、創遊研部長である和貴の意向により招集された。和貴や創遊研に特に縁のない者達は首を傾かしげながらやって来たのだが、集まった顔ぶれを見てその意図に想像がつく。

　机が教室の後方に下げられ、教室内には椅い子すだけが並べられている。そこに思い思いに座った一三人の顔を一いち瞥べつし、教卓に一人立つ和貴が口を開いた。

「みんな、集まってくれてありがとう。こうして改まって顔を合わせるのは初めてだね」

　和貴の言う通り、このメンバーは以前ある状況下で一つ所に集まった事がある。

「まずは夏休みの件。守かみ垣がい内と明あき芳よしと芽明めいあが、多大なご迷惑をおかけしました。身内として、心よりお詫わび申し上げます」

　夏休み、突とつ如じよとして勃ぼつ発ぱつした学園生襲しゆう撃げき事件と、穂ほ尾お付づき図書館占拠事件。色々と事情は違えど、ここにいるのは皆その事件に関かかわった者達だった。

「あの二人の処分は、どうなったんですか？」

　一番気になっていた事を尋たずねる櫻。夏休みが明けて二学期が始まってから、とりあえず二人の姿は学園に無かった。

　和貴は言い辛づらそうに、その問いに答える。

「……一ヶ月の、自宅謹きん慎しん」

「自宅謹慎……？　それだけですか？　あれだけの事をしておいて？　刑事罰は？」

「みんな知ってると思うけど、あの事件は外国人窃せつ盗とう団だんの人ひと質じち立て籠こもり事件として処理された。明芳も芽明も、人質だったという事になってるんだ」

「それが分からないんですよ！　あの窃盗団はなんなんです？　ニュースとかで見る限り、本当に国際指名手配されてた窃せつ盗とう団だんらしいですけど……いくらなんでもタイミングが良すぎでしょう。あれは、明あき芳よし達をかばうために鬼灯ほおずき一族が用意したんじゃないですか？」

　力を持った組織が、身内の罪を被かぶせるために犯罪者等の動向を摑つかみながら泳がせている、というような話はフィクションによくある。鬼灯一族は、それが実際にあり得ると信じさせられる程度には巨大な存在だった。

　そしてそれは事実だった。それどころか、その絵を描かいたのは他ほかならぬ和かず貴たかなのである。

「……僕は分家だから、詳しい事までは分からないけど……」

　だが、和貴はぬけぬけと空そら惚とぼけながら、ちらりとよもぎの方を見た。

　鬼灯一族の直系であるよもぎは、相変わらずの無表情で口を開く。

「さーくんの、言う通りだと思います。過去にも似たような事がありました」

　自分の推測を補強するよもぎの言葉を聞いても、当然ながら櫻さくらの気持ちは晴れない。

「納なつ得とく出来ないとは思うけど……これ以上は、僕らには無理だ。二人には一族の内部で必ず何らかのペナルティが科せられてると思う。もちろん僕も、幼おさな馴な染じみとして二人にはきちんと言って聞かせるつもりだ。今回は僕に免じて、矛ほこを収めてもらえないだろうか」

　そして深々と頭を下げる和貴に、櫻は疑いを持てなかった。

「いや、田辺たなべ先せん輩ぱいが頭を下げる必要はないですよ！　それに、俺おれは実害を受けた訳でもないですし……ただ、他のやつらが……」

　人ひと質じちとして囚とらわれた彼方かなたとアザミ。巻き込まれた形の茉まつ莉り。陣じん内ないや夏か凪なぎ、彦ひこ星ぼしは戦闘で傷を負い、親衛隊は一方的な襲しゆう撃げきを受けて入院すらしている。

　それに対する治療費や慰い謝しや料は、すでに鬼灯の本家から相場を遥はるかに上回る額が支払われてはいる。だが、金の問題じゃないだろう……と、集まった顔ぶれを見回す櫻。

「……田辺先輩が言った通り、これ以上は私達が何かしても無む駄だでしょう」

　答えたのは遙はるか。腕を組み目を伏せ、静かに続ける。

「鬼灯一族の力は、とてつもなく大きい。個人で太た刀ち打うち出来るはずなんてないわ。もし本気で戦おうと思えば、もっと別のやり方が必要になるはずよ……」

　誰だれもが反論する言葉を持たない。それは櫻も例外ではなかった。

（琴こと宮みや先輩の言う通りだ……しかも今のままだと、数年後に明芳は鬼灯先輩と結婚して、鬼灯一族の次期後継者となる……あいつが穂ほ尾お付づき町のトップに？　悪い冗談だ……それに対抗する方法は三つ。一つはそれまでに成り上がり、鬼灯一族とは違う基盤の権力を手に入れる事。もう一つは──）

　よもぎを見て、続いて陣内の顔を盗み見る。

（鬼灯先輩と『特別な仲』になって、内部から攻撃する……まぁこっちは、望み薄か……）

　陣内は、見た目には何の興味もなさそうに文庫本のページをめくっている。

　あの巨大な力を前に、二人の仲がどんな結末を迎えるのか。それも櫻にとっては興味深い事であった。

（で、最後の一つ……）

　今度は彼方かなたにちらりと視線を送る。

　占拠事件の時、自分が誰だれにも相談せずに呼び出しに応じてしまった事をまだ少し気に病んでいる彼方は、話が始まってからずっと俯うつむいている。

（これは完全に未知数だが……ミニッツ能力で以もつて対抗する事）

　もしかしたら、それが最も可能性のある手段であるかもしれない、と櫻さくらは感じていた。




　ミニッツ、とは──

　母の命と引き換えにこの世に生まれ落ちた子供に宿る、一分間限定の特殊能力の事である。

　一分間だけ超常的な現象を起こせる代わりに、次の一分間はそれに応じた反動に襲おそわれる。櫻はその一分間の事を『絶対時間』と呼び、自らの能力に『ミニッツ』と名付けた。

　ここ穂ほ尾お付づき町では古くから似たような能力者の存在が確認されており、郷土史などの文ぶん献けんでは『鬼おに火び憑つき』の名で見つける事が出来る。

（俺おれの『心を読む』能力。彼方の『母親と会話して自然現象を操る』能力。『幸運』の能力を持つ芽明めいあも、やり方次第では仲間につける事が出来るかもしれない。そして鬼灯ほおずき先せん輩ぱい……これまでの事から想像すると、おそらく『他人の性格や能力をコピーする』能力……これらの人じん智ちを超えた能力の謎なぞを解き明かし、完かん璧ぺきに使いこなせば、あるいは……）

　そして見るのは茉まつ莉りの顔だ。

　夏休み、穂尾付図書館占拠事件の後、櫻は茉莉から現時点での『鬼火憑き』に対する推論のまとめを聞いた。

　まず、穂尾付町に昔から群生している鬼灯ほおずきは、生まれた時に母親のイザナミを焼き殺して父親のイザナギに斬きり殺された、ヒノカグツチの血しぶき（火の粉）の跡に生えたものである。

　カグツチの「自分など生まれてこなければ良かった」という後こう悔かいの念が、穂尾付町に子殺しの呪のろいをかけた。

　だが、鬼灯神社に祀まつられている『聖しよう母も』オキナガタラシヒメの力によって、その呪いは子から母へと移される。

　そうして呪いから守られた子供は、現あら人ひと神がみであるオキナガタラシヒメの奇跡の力をほんの一部その身に宿し、母の命と引き換えに生まれてくる。

　その奇跡の力が何かの拍子に目覚めたのが、鬼火憑き。明あき芳よし言うところの『人ひと神がみ』であり、櫻言うところの『ミニッツ能力者』である。

　能力が一分間限定で、次の一分間に反動が来るのは、現人神の力がほんの一部しか宿っていないからではないか。鬼火憑きが不完全な現人神だからではないのか──

　そんなところが、現時点での茉莉の推論の全すべてだった。

　無論、それが真実であるという証拠などどこにもない。

　だが、現時点でそれ以上に「それらしい」仮説も存在しなかった。

　明あき芳よしが『人ひと神がみ』云うん々ぬんと言い出した時には「何を馬ば鹿かな事を」としか思わなかった櫻さくらだが、古い文ぷん献けんの記述や異常な父子家庭率等の最新の資料、そして現実に確認出来ている事実に基づいた茉まつ莉りの筋道立った推論を聞く内に、だんだんと考えが変わってくる。

　自分達が、普通の人間には絶対に出来ない事をしているのは確かだ。それこそ、神の力の一部だとでも考えなければ説明がつかないような事を。

　だとしたら。もしそれが本当だとしたら。

（そんな力が集まれば、鬼灯ほおずき一族のような大きな権力にも対抗し得るんじゃないか……？）

　今や櫻の中で、その考えはかなりの現実味を帯びていた。

「……さて！　過ぎた話は終わりにしよう！」

　ぱん、と手を叩たたき、和かず貴たかが殊こと更さら明るい声を上げた。

「今日みんなに集まってもらった本題は別にあるんだ。実は、僕達創作遊ゆう戯ぎ研究会は、学園祭の個別企画でカジノをやるつもりなんだけどね」

「カジノ!?」

　唐とう突とつな話題の転換に、部員以外の面々は流石さすがに面食らった。

　いかにも創そう遊ゆう研けんらしい企画ではあるが、いくらなんでも高校の学園祭でカジノは生徒会からの許可が下りないのではないか……と考えたところで、櫻は気付く。

　鬼灯よもぎ。田辺たなべ和貴。琴こと宮みや遙はるか。

　よく考えると創遊研には、穂ほ尾お付づき学園創立以来の歴代生徒会長が全員所属しているのだ。

（恐ろしい……もしかして創遊研は、実質的な権力は生徒会より上なんじゃあ……）

　カジノという高校生らしくない企画も、創遊研なら問題なく通ってしまうのだろう。その潜在的な危険性を今更ながらに実感する櫻。

「カジノって言っても健全なものだよ。僕達が作ったゲームで遊んでもらうだけ。一応賭かけの真ま似ね事ごともするけど、ベットの上限は一〇〇まで。もちろん現金は禁止。学祭券か生徒ポイントのみで参加してもらうつもりだよ」

　学祭券とは、学園祭の当日に受付で購入し、校内で通貨として使える券の事だ。生徒に現金の管理をさせないよう、校内では学祭券か生徒ポイントでの買い物しか認められない。

　学祭券は学園祭での出し物でしか使えないし換金も出来ないため、カジノという企画も通りやすいという訳だ。

　だが、学祭券はそれでいいとして──

（生徒ポイントでの賭けも認めるって事は、人気投票で上位にならなくても、胴どう元もととしてポイントを稼かせげるって事だ……こんな事を考えるのは、どうせ……）

　櫻に睨にらまれ、遙は小さく舌を出した。

「でね、今日はそのカジノでやる予定のゲームのテストプレイをやってもらおうと思って、みんなに集まってもらったんだ。一応聞いておくけど、みんな時間は大だい丈じよう夫ぶ？　一回のプレイに一〇分もかからないとは思うけど」

　まぁそのくらいなら、という事で全員首を縦に振り、和かず貴たかは上機嫌で皆にゲームのルールが書かれたプリントを配り始めた。

「色々あるよ～。オセロを使う『カプリス』、将しよう棋ぎのコマを使う『鼎かなえ将棋』、引き分けのないじゃんけん『セトル』、多人数用の『カースト・チェア』……」

　そして、集まった面々はそれからしばしの時間を創そう遊ゆう研けんの創作ゲームに興じたのだった。




　　　　　二




　一通りゲームを楽しみ、じゃあ今日は解散するか、という話になり、ついでに櫻さくらは自分の用事も済ませておく事にした。

「あの、この中で、楽器が出来る人っていませんか？」

「楽器？　どうして？」

　興味深そうな視線が集中する中、櫻は核心は伏せつつ説明する。

「学園祭の個別企画で、まぁ……バンドみたいな事が出来ないかな、と思ってまして」

「えっ、櫻君なんか弾けるの!?　それとも歌？」

「いや、俺おれは何も！　俺はまぁその……プロデュースというか、マネージメントというか」

　実際のところ、櫻は月つき緒おの歌唱力を当て込んでいるだけだ。それに楽器が出来るメンバーを集めて自分自身は何もせずに優勝を狙ねらうというのは、都合の良すぎる話ではあった。

「それで、楽器を弾ける人を探してるんですけど……」

「それは何、年齢性別を問わず？」

　興味深そうに和貴が身を乗り出してくる。

「はい……琴こと宮みや先せん輩ぱい、個別企画はそれでいいんですよね？」

「ええ、大丈夫よ。でも……田辺たなべ先輩、何か出来るんですか？」

「ああいや、僕は出来ないけどね。面白そうだなーって。みんなはどう？」

　視線を巡らせる和貴。よもぎと陣じん内ないは首を振って否定。夏か凪なぎは何も答えない。

「琴宮さんは……」

「私も無理ですよ……ヒコ君達は？」

　遙はるかに言われ、目を閉じ顎あごに指を当てて考える彦ひこ星ぼし。

　ややあって。

「……木もく魚ぎよなら」

「ハゲは黙ってなさい」

　ぺしりと茉まつ莉りに頭を叩たたかれた。

「あたし、木もつ琴きんなら叩けるよん」

「私は……リコーダーくらいなら吹けるけど……」

「ピアニカ」

　茉莉、彼方かなた、アザミと、櫻さくらが概おおむね予想していた通りの答えを返してくる。やはり授業で習ったようなものしか無理か、と嘆たん息そくする。

「トライアングルなら任せろ」

「情熱のカスタネットを、君に」

「タンバリンはワシのもんじゃあ！」

「はいはい」

　親衛隊の反応はもっと分かりやすい。そのくらいなら自分にも出来る、と軽くあしらう櫻。もちろんそれらの楽器も極めようと思えば奥が深いものなのだが、親衛隊がその域に達しているという訳ではなかった。

「あ……」

「ん？」

　イガグリが、一いつ瞬しゆん何か言いたそうに口を開きかけた。

「なんだイガグリ、マラカスでも振れるのか？」

「あーいや、なんでもないよ、うん」

「……？」

　その反応が気になって追及しようとしたところへ、遙はるかの言葉が聞こえてきた。

「夏か凪なぎ君、ギター弾けたんじゃなかったっけ？」

　櫻と夏凪の表情が、ぴしりと凍りついた。

　ぎぎぎ、と音が聞こえるようなぎこちなさで首を回し、二人の目線が合う。

　ギター。コードで演奏全体を支えるも良し、単音で格好良く彩いろどるも良し、アルペジオでしっとりと奏かなでるも良し。やりようによっては、ギターさえいればそれで十分な場合もある。櫻としても、ギターを仲間に入れられるならばそれ以上の事はない。

　だが、しかし。

「……ギター、弾けるのか？」

「……ああ、まぁな」

「そうか……」

「ああ……」

「…………」

「…………」

　櫻と夏凪。二人が犬けん猿えんの仲である事は、少なくとも今ここに集まっている者達の間では周知の事実であると言ってもいい。

　ギターはほしい。しかし櫻さくらは夏か凪なぎに頼み事などしたくない。もちろん夏凪も櫻からの頼み事など聞きたくない。

　謎なぞの緊張感が、二人を中心に広まってゆく。

「……アザミ、帰るぞ」

　結局櫻は、夏凪に対してそれ以上何も言わなかった。

「ふんならなー」

　手を振って櫻と共に出て行くアザミの後を、彼方かなたと遙はるかが追う。

「お姉ちゃん、私達も帰ろう。あの、それじゃあ失礼します」

「お先に失礼します。みんな、また来週」

　それを皮切りに、三々五々皆解散していった。




　帰り道。

　生徒会活動がある日は遙、彼方、アザミの三人が同じ時間になるため、アザミを待っている櫻と四人で帰る事が増えている。

　基本は櫻とアザミ、遙と彼方で手を繫つないでいるのだが、その日の気分で櫻と彼方、遙とアザミになったり、彼方とアザミになったり。櫻と遙は、まだ手を繫いだ事はない。

　今日は櫻と彼方、遙とアザミの組み合わせだった。

「学園祭、琴こと宮みやのクラスは何やるんだ？」

「お化け屋敷だよ」

「定番だな。でも教室ってそんなに広くないから難しくないか？」

「うん、だから怖いっていうより驚おどろかせるのが中心になるかも」

「まぁ、お化け屋敷って大体そんなもんだよな……琴宮もお化けやるのか？」

「背が高いから化け猫やれって言われてるんだけど……意味分かんないよね」

「猫耳つけるのか？　見てみたいな」

「そ……そう？　櫻君がそう言うなら、やってみようかな……」

　櫻と彼方が二人でいると、そこには決まってふんわりとしたどこか甘い空気が流れた。それは決して恋人同士のそれではなかったが、二人はその空気が気に入っていた。

　前を歩いていた遙が、肩越しに振り返る。

「相あい上がみ君はまた面白い事を考えついたわね。スマイルリンク？　だっけ」

「詳細は秘密です。当日は驚かせてあげますよ」

「秘密って言うけど、パフォーマンスの概がい要ようは事前に生徒会に報告してもらうからね。危険な事とかは絶対に駄だ目めよ」

「分かってますよ、大だい丈じよう夫ぶですって。で、先せん輩ぱいのクラスは？」

「穂ほ尾お付づき学園のミニチュアとか作って、小さい鬼灯ほおずき祭さいをやるわ。小さい屋台で小さいフランクフルトとか作るのよ」

「むぅ、女子供に人気がありそうだ」

　それを聞いて、遙はるかの手をくぴくぴと引っ張るアザミ。

「ちっちゃいたこ焼きもある？」

「あるわよ。アザミちゃん、たこ焼き好き？」

「好き」

　四人が揃そろうと、その空気はまるで仲なか睦むつまじい家族のそれに変わる。

　四人を結ぶ絆きずなは言葉ではとても表せない程ほどに複雑で、歪ゆがんでいるけれど、それぞれがそれぞれにその繫つながりを愛いとおしく感じていた。

「先せん輩ぱいは、個別企画は？」

「とりあえず、創そう遊ゆう研けんのカジノだけね。私は生徒会の仕事もあるから、あんまり色々とはやれないと思うわ」

「そんな事でいいんですか？　優勝のポイント、全部頂きますよ？」

　挑発的な、しかし探るような目つきで言う櫻さくらに、遙は余裕の笑みを返す。

「もちろんよ、遠えん慮りよなくもらっちゃって。相あい上がみ君は私を生徒会長にするためにたくさん頑張ってくれたから、これはほんのお返しよ」

「……お返しなんてそんな、俺おれは先輩の生徒会長姿が見られただけで胸がいっぱいですよ」

「そんな事言わないで頑張ってよ。相上君が優勝するために楽しい企画をしてくれれば、それだけ学園祭も楽しくなって生徒会長としての私の評価が上がるんだから」

（……やっぱり、そういう事か）

　遙の言葉を聞き、薄々感付いていた事を確信する櫻。

　優秀な企画に与えられる今回のポイントそのものを、遙は狙ねらっていない。

　生徒達に「他ほかの企画に勝つためにより良い企画を」という競争心を起こさせ、相乗効果で学園祭が盛り上がり、生徒会長としての自分の評価を上げる事。それが遙の狙いだった。

（そして俺は、優勝するために『スマイルリンク』を企画した……この企画は、上う手まくいけば一般客も巻き込んで盛り上がる。そうすれば確かにその学園祭を主導した生徒会長である先輩の評価も高まるだろう……長い目で見れば、優勝のポイントくらいくれてやってもすぐ巻き返せるって訳か……）

　日々の学園生活で得られるポイントは、一般生徒が一ヶ月で約一〇〇〇ポイントであるのに対し、生徒会長はきちんと役目を果たせばその三倍にも及ぶ。

　仮に五人のグループで個別企画に優勝したとして、得られるポイントは一人頭二〇〇〇。そのくらいなら任期中に余裕で逆転出来る計算だ。

（結局のところ、また俺は先輩に良いいように踊らされてるという事……そうはいくか）

　のうのうとした笑みを浮かべている遙はるかに、櫻さくらが挑戦的な笑みを向けた。

「……先せん輩ぱい。企画とは別に、俺おれとサシで勝負しませんか？」

「……勝負？」

　遙が、ぴたりと立ち止まって振り向いた。

「学園祭の最中、俺は先輩を騙だましてみせますよ。まんまと騙されたら先輩の負け。騙されなかったら先輩の勝ちです」

「へぇ……で、何を賭かけるの？」

「そうですね……夏休みのお弁当勝負と同じでいいでしょう。負けた方は勝った方の言う事を何でも一つ聞く……どうですか？」

　二人の視線がぶつかり合う。

　櫻の申し出を、遙は慎重に吟ぎん味みする。

（……学園祭中に、私を騙す？　相あい上がみ君のクラスの企画……スマイルリンクは確か、いわゆるドッキリだったわね。それで私を引っ掛けるつもりかしら？　でも、私は生徒会長として事前に企画の概がい要ようを知る事が出来る……それを利用して裏をかいてくる？）

　夏休みのお弁当勝負で得た命令権を、櫻はまだ行使していない。ここで遙が勝って命令権を得たなら、二人の立場はまた対等に戻る。

　そして何より、櫻と遙の関係上──

「……面白そうじゃない。受けて立つわ」

　相手に売られたケンカを買わないという選せん択たく肢しは、存在しなかった。

「流石さすがは先輩、そうこないとですよ」

「いつも私のために頑張ってくれる相上君に、ご褒ほう美びくらいはあげないとね」

「わぁい、嬉うれしいなぁ。より一層やる気が出るってもんです」

「……やっぱり私の期待した通り、学園祭を盛り上げてくれそうね」

「もちろんですよ。先輩のために頑張れるんだから、これ程ほど嬉しい事はありません」

「いえいえそんな」

「いやいやそんな」

「ふふ、うふふ、うふふふふふふふふふふ」

「はは、うはは、うはははははははははは」
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　今日も今日とて二人はいつも通り。しかし、生徒会長の座を勝ち取った分、やや遙の方に余裕が見て取れる。

（むー……またいちゃいちゃして……）

　二人の様子に軽い嫉しつ妬とを覚えた彼方かなたが、櫻と繫つないだ左手に少し力を込めた。

「櫻君は個別企画、バンドをやるって言ってたよね？」

「ん？　ああ……そっちはまだ、どうなるか分からないけどな」

　彼方かなたの問いに答えながら、櫻さくらは思考を個別企画の事へと切り替える。

　目下のところ、それが櫻の悩みだった。

　早さ乙女おとめ月つき緒お。彼女の歌声があれば、演奏などは多少拙つたなくても問題はない。それ程ほどまでに櫻は月緒の歌声に衝しよう撃げきを受けていた。

　だが現在、歌っているところを見られたのがよほど恥ずかしかったのか、月緒に声をかけようとするとそれだけで逃げられてしまう状態である。

（……演奏も何の目め処ども立ってないもんな……いっその事ＣＤのカラオケトラックで……いや、それだとステージ企画のカラオケ大会と変わらないか……）

　真剣な顔で考え込む櫻の手を、アザミがくぴくぴと引っ張る。

「ん？」

「ピアニカ、吹く？」

　目を見開いた猫のような無表情で、あどけなくそんな事を言ってくる。

「そうだな、いざとなったら頼むな」

　その小さな頭を優やさしく撫なでながら、櫻は少しだけ本気でそんな返事を返す。

（そう……いざとなったら、ピアニカとかリコーダーとか木もつ琴きんとか、素そ朴ぼくな楽器で素朴な演奏をして、ノスタルジックな感動を狙ねらう手もあるよな……それなら俺おれも何かの楽器で参加出来そうだしな……いやでも、流石さすがにそれじゃあ優勝は……）

　ああでもないこうでもないと、人を感動させる策を巡らせる。

　櫻さくらの個別企画優勝への道は、まだ遠い。
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　九月九日、日曜日。

　流行の歌を聴ききながら、櫻は溜ため息いきをついていた。

（いい歌ではあるけど……これもなんか違うな……）

　櫻は今、学園祭で月つき緒おに歌ってもらう歌を探している。とりあえず自分のパソコンに保存されている歌を片っ端から聴いているのだが、どうにもピンとこない。

（今風の派手な歌とかかわいい歌とか、なんとなく早さ乙女おとめのイメージじゃないんだよな……まぁ、普段おしとやかな子が学園祭でいきなりアイドルソングとかロックとか歌う、なんてのも面白いとは思うが……多分、恥ずかしがってＯＫしてくれないだろ……）

　ちなみに、櫻は未いまだ月緒に学園祭で歌ってくれという依頼すら出来ていない。説得以前の問題だ。だがそこは、いざとなったら多少強引な手を使ってでも、と考えている。

　月緒にとって櫻は、月緒が学校に行けるように校則の改善までしてのけた恩人だ。

（あいつは誠実だから、俺おれが本気で頼めば人情として断れないだろう）

　もともとは自分の生徒ポイントのために行った善行にさらに見返りを期待するあたり、櫻もまだまだ人として大切な何かが欠けている。

（だからとりあえず、歌だ。早乙女が歌ってくれそうな歌。感動的な歌……）

　結局のところ、楽器の奏者の当ても全くないままである。穂ほ尾お付づき学園には軽音楽部は存在せず、小規模な吹すい奏そう楽がく部やほんの数人確認出来た趣味で楽器を嗜たしなむ者達も、当然ながら自分達の企画を組んでいた。

　まともなバンドは組めそうにない。しかしカラオケという手段は採とりたくない。そうなると最悪、学校の授業レベルの素人しろうと演奏で挑む事になる。

（自分達で演奏するとしたら、なるべく簡単な歌がいいな……それでいて盛り上がる……いや、そんな都合の良いい歌がある訳ないか……そうすると演出の勝負か……？）

「櫻ー、飯食い行くぞー」

「あーすぐ行くー」

　階下から届く父の声に返事をする。今日は隣となりの波は名な城しろ家で食事をする日だ。

　パソコンの電源を落とし、櫻は部屋を出た。




　波名城家の茶の間は畳たたみ敷じきの和室である。裸の掘り炬ご燵たつがちゃぶ台代わりで、楽な姿勢で食事を取る事が出来る。

『いただきます』

　櫻さくらとその父の豊ゆたか、アザミとその母の夕ゆう楓か。いつものように四人揃そろって手を合わせ、丁てい寧ねいに頭を下げてから食事が始まる。

　メニューは焼き鮭ざけと野菜の煮に物もの、ほうれん草のおひたし。基本的に、相あい上がみ・波は名な城しろ両家の食卓は質素なもので、昼の残りがそのまま晩のおかずになったりもする。

　煮物は大きな皿にまとめて盛られており、好き好きに直じか箸ばしで口へ運ぶ。

「……今日の煮物は、どっちが？」

「……私でーす」

　さといもを食べた豊の微妙な反応に、夕楓がおずおずと手を挙げる。

「味、ちょっと濃くない？」

「おかーさん、くしゃみしておしょーゆ入れすぎた」

「アザミ～それは内緒～」

　夕楓は調味料を量らずにビン等から直接入れる。普段はそれで概おおむね間違う事はないのだが、たまにこういうミスをやらかす事もあった。

「まぁ、少ないおかずでご飯がたくさん食べられると思えば」

「良いい子。櫻君良い子。にんじんあげる」

「自分で食べて下さい」

　和わ気き藹あい々あいと食事が進む中、ふと思いつき、櫻は豊と夕楓に質問を投げた。

「あのさ、なんか、覚えやすくて感動出来る歌とか、知らない？」

「ん？　なんだ急に」

「学園祭で、バンドみたいな事やろうかと思って」

「えっ、なになに、櫻君が歌うの!?」

「いや、歌うのは俺おれじゃないよ。俺はまぁ……演奏？」

「……櫻君、楽器なんて弾けないでしょ？」

「だからまぁ、簡単に演奏出来そうなやつをさ」

「童謡とか？」

「出来たらもうちょっと、感動的な歌が良いんだけど」

「簡単で感動的、ねぇ……」

　首をひねる二人。若い頃ころのように積極的に音楽を聴きく事がなくなってしまったため、それぞれ自らの学生時代に思いを馳はせる。

「……あの歌なんかどうだ、みんなのうたでやってたやつ」

「懐なつかしいわねみんなのうた。今もやってるけど。どの歌？」

「なんだっけな……私か～ら～あなたへ～♪　っての」

「ああ！　懐かしい！　あの歌いいねぇ」

　豊ゆたかと夕ゆう楓かは声を揃そろえて歌い出す。素そ朴ぼくなメロディと歌詞は、世代の差も関係なく櫻さくらの耳にも心地好よく届いた。

「それって簡単な歌？」

「おお、簡単も簡単。確か二つのメロディを繰り返すだけだったよな？」

「そーね。一番が短くて、五番とか六番とかそのくらいまであったと思う」

　流石さすがに少し地味過ぎるか、と思ったものの、他ほかに心当たりもないのだからとりあえず聴きいてみて損はない。櫻は携帯を取り出しメモ機能を開く。

「その歌、なんてタイトル？」

「タイトル……タイトルはー……なんだっけ？」

「なんだったっけ……歌詞は覚えてるんだけど、うーん……」

「歌詞でもいいよ。調べれば分かると思うし」

　夕楓から一番の歌詞を聞いてメモする櫻。最近の歌だとＡメロぐらいにしかならないのではないか、と思える程ほどに短い歌詞だった。

「んじゃ、ごちそうさま」

「さま」

「アザミも俺おれの部屋来るか？」

「ん」

　頷うなずくアザミと共に食器を下げ、洗面所で並んで歯を磨みがき、食後のお茶をすする豊と夕楓を置いて二人は仲良く相あい上がみ家へと戻った。

　自室で再びパソコンを立ち上げる櫻。アザミは襦じゆ袢ばん姿で櫻のベッドに寝転がる。アザミの襦袢は要するに寝巻きで、昼まで寝巻き姿というのは少々だらしないが、その姿で日本人形の依より子こと見つめ合っているのも、いつもの事だった。

　ちなみに、希少価値のある人形のレプリカらしいという事を知っても、櫻やアザミの依子に対する扱いは大して変わらなかった。所しよ詮せん複製は複製である。

　櫻はインターネットの検索サイトで先程聞いた歌詞を検索する。『わたしから』と入力した時点で検索ワードの候補に該がい当とうする歌詞が挙がり、タイトルが判明する。

「切手のないおくりもの、か」

　同じタイトルでたくさんの歌手にカバーされており、それだけでも名曲である事が分かる。

　櫻はその中からオリジナルと思われる一曲を探し出す。一曲二〇〇円で配信されていたので、ダウンロードして実際に聴いてみる事にした。




　──およそ三分後。

「ぐっ……うぐぅっ……」

　歯を食いしばって嗚お咽えつを漏もらす櫻の頭を、アザミがよしよしと撫なでている。

「めちゃくちゃ良いい歌だなこれ……！」

　切手のないおくりもの。作詞作曲は財ざい津つ和かず夫お。櫻さくらがダウンロードしたのは本人による弾き語りで、演奏はアコースティックギター一本という素そ朴ぼくなものだった。

　豊ゆたか達が言っていたように、メロディも実に単純。歌詞も分かりやすい言葉ばかりで、それでいて胸に染しみ込んでくる温かさがある。

（これなら演奏も何とかなりそうだし、むしろ素人しろうとが頑張って練習して一生懸命演奏してる感じで好印象を与える事も出来そうだ。気になるのは、学園祭でやるには流石さすがに派手さが足りない点だが……いや、それもあいつの歌声なら……）

　屋上で聴きいた歌声を思い出す。直接脳内に歌い手の感情が流れ込んでくるかのような、あの神秘的な歌声。

（あいつが、この歌を歌えば……！）

　想像するだけで、震ふるえがくる感覚。

「……アザミ。俺おれ、ちょっと出てくるわ」

「どこ行く？」

　着替える時間も惜しい、と言うように、櫻は手早く部屋着を脱ぎ捨て適当な服を引っ張り出して身につける。

「早さ乙女おとめを、口説き落としてくる」
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　櫻が月つき緒おの家を訪れるのは、これが都合三度目となる。

　入学してすぐの頃ころ。祖母の形見である紅あかいかんざしを髪に挿さして登校していた月緒は、それは校則違反だから外すように、と注意された。

　月緒にとって祖母は母よりもずっと大切な存在で、祖母がこの世を去ってから、その形見のかんざしを入浴時と就寝時以外は常に身に着けていた程ほどだ。それを禁止され、かんざしを外す事も校則を破る事も出来ず、月緒は数日間学校を休んでいた。

　その問題を解決したのが、他ほかでもない櫻である。

　櫻は委員長として月緒の家を訪ね、ミニッツ能力を駆使しながらその悩みを巧たくみに聞き出すと、生徒総会で校則を改正して月緒のかんざしを合法化したのだ。

　櫻にとってこれは、不登校の生徒を登校させる事と、そのために校則を改正する事によって教師と生徒の両方から評価を得ようという思おも惑わくがあったのだが、その時から月緒は櫻に対して深い感謝の念を抱いだいている。

　そんな訳で、事情を聞くために一回、校則が改正された事を伝えるために一回。そして今回が三回目の訪問となる。

「おお、久しぶりだな相あい上がみ君！　いらっしゃい！」

　扉を開けて櫻さくらを出迎えたのは、月つき緒おの父の早さ乙女おとめ武たけ雄おだった。月緒が学校へ行けるようになったのは櫻の働きによるという事を知っており、ある意味では月緒以上に櫻に感謝しているため、突然の訪問にも手放しの歓迎を見せる。

「すいません急に。今日はお休みなんですね」

　武雄は警察官であり、穂ほ尾お付づき駐在所の巡査部長だ。夏休みの図書館占拠事件の時にも世話になっている。

「たまたまなぁ。ほら、上がって上がって」

「お邪じや魔まします」

「月緒ー！　相上君が来てくれたぞー！」

　武雄が家の奥に声をかけると、少し間が空あいた後で廊下の奥のふすまがゆっくりと開き、そこからおずおずと月緒が顔を出した。

「あ……相上君……？」

「よぉ。悪いないきなり。ちょっと、用があってさ」

「そこが月緒の部屋だから入りな。すぐお茶を持って、」

「だ、駄だ目めだ！　私の部屋は、その、散らかってるから……！　お父さん、茶の間で待ってもらって。すぐ行くから……」

「おぅおぅ、らしくもなく顔を赤くしてやがる」

「うるさいっ！　……相上君、ごめん、ちょっと待っててくれないか？」

「あ、おう。別に急がなくていいぞ」

　ごめんね、ともう一度呟つぶやき、月緒の顔が部屋の中へ引っ込む。学校では、口調こそ男らしいものの淑しとやかな所作を見せる月緒だが、やはり家と学校では違うものだ。

（まぁ、早乙女は剣道の大会で優勝したりするからな……夏休みも、男共相手に竹刀しない振るってたし……その辺は父親譲ゆずりなんだろうな）

「相上君、そっちの部屋に適当に座ってな。今お茶の準備するから」

「あ、おかまいなく」

　茶の間に入ると中央にはこたつテーブル。向かい側と左側に一枚ずつ座ざ布ぶ団とんが敷かれているのを見て、座布団のない所へ座りながら、櫻は小さな違和感を覚える。

（……二枚しかない？）

　その違和感は、手て馴なれた様子でお茶を用意してきた武雄に話しかけられた事で意識の外へと消える。「彼女はいるのか」というような事をしつこく聞かれ、曖あい昧まいな笑顔で流しているとやがて月緒がやって来た。

「お父さん、相上君が困ってるだろ、全く……ああもう、座布団も出さないで。ごめんね相上君、これ使って」

　茶の間の壁かべに埋め込まれている戸と棚だなを開け、来客用の座ざ布ぶ団とんを櫻さくらに手渡す月つき緒お。

「それで、用事って？」

　櫻の斜め前に座った月緒は、きちんと正座をしてすらりと背筋を伸ばしている。だらしなく胡坐あぐらをかいたままなのが恥ずかしくなり、櫻もまた姿勢を正して月緒に向き直る。

「お父さんが邪じや魔まなら、席を外させるけど」

「ああ、いや、別にいいよ」

　月緒に「歌ってくれ」と頼んだら、きっと最初は拒否されるだろう。それを説得する時に、父親がいれば味方をしてくれるかもしれない──櫻はそう計算した。

「実は、早さ乙女おとめに頼みがあって……もうすぐ学園祭だろ？　良かったら、俺おれと一緒に個別企画をやってくれないか？」

「私が、相あい上がみ君と……？」

　完全に予想外な櫻の申し出に、驚おどろいた顔を見せる月緒。その表情には、どこか嬉うれしそうな色が見て取れる。

「おお、いいないいな！　二人仲良く何かすればいいじゃないか！」

「お父さんは黙ってて。相上君、私は相上君の頼みなら可能な限り聞きたいと思ってる。だから個別企画も、別に構わないんだけど……でも、何をやるんだ？」

　しかし、話すにつれて月緒の表情は、だんだんと硬いものに変わっていく。櫻が自分に何を求めているのか、それを薄々察知して。

「……ものすごく、良いい歌があるんだ。演奏する人は俺が探すから……早乙女、ステージで、歌ってくれないか？」

　ごめん、恥ずかしいから。

　拒否されるなら、きっとそういう理由だと櫻は思っていた。

　だが、月緒は。

「……ごめん、相上君。それは出来ない」

　ひどく思いつめた、悲しそうな顔で、しかしはっきりとそれを拒絶した。

「他ほかの事なら、頑張るよ。でも、歌うのは無理だ」

「なんで……だってお前、あんなに……」

「そうだぞ月緒！」

　そして父の武たけ雄おも、櫻の期待していた以上に真剣な表情で月緒に詰め寄る。

「お前、いつまで気にしてるんだ。良い機会じゃないか！　またみんなの前で歌ってみろよ。せっかくお前は、お母さんに似て──」

「やめてくれ！」

　悲ひ壮そうな声が、武雄の言葉を遮さえぎる。

「……私は、お母さんとは違う……お父さんは……私はもう歌えないって、何度言ったら分かってくれるんだ……！」

　言って部屋を駆け出ていく月つき緒お。

　その目め尻じりの端で透明な雫しずくが光っていた事に、櫻さくらは気付いた。

「……まだ、駄だ目めなのか……」

　額に手を当て、武たけ雄おが深い溜ため息いきをつく。

「あの……月緒さん、何かあったんですか？　もう歌えないって……」

「ああ……」

　問いかける櫻の声に、武雄はゆっくりと向き直った。

　月緒が不登校になった時、助けてやれたのは櫻だった。自分ではどうしようも出来なかった。だったら今回も、もしかしたら……そんな想おもいが、武雄の口を開かせる。

「月緒は元々、小さい頃ころはよく歌ってたんだ。小学生の頃は合唱団にも入ってた。六年生の時に少し大きなコンクールがあってな。その時歌った曲の中にソロから始まる曲があって、そのソロを月緒が歌う事になったんだよ」

「へぇ……」

　あれだけ人の心に届く歌声なのだ、それも頷うなずける話だ。幼い頃の月緒の歌声も聴きいてみたいな、などと思う櫻。

「本番を見に行って、驚おどろいたよ。月緒のソロは、今までに聴いた事がないくらい素晴らしかった。本当に、感情が直接心に響ひびいてくるみたいだったんだ。親おや馬ば鹿かと言われるかもしれないけど、周りの観客も驚いてたような気がするよ」

　大おお袈げ裟さだと、櫻は思わなかった。何せ櫻もその耳で聴いているのだ。

「けど……その後少し歌ったところで、月緒は急に調子を崩したんだ」

「音を外したんですか？」

「いや……音は完かん璧ぺきだった。でも、なんて言えばいいのか……歌声から、急に感情が抜け落ちたみたいな……」

「……急に、感情が？」

「ああ……正直言って、ひどいものだった。最初はあれだけ見事に歌ってたのに、途中からいきなり、ただ楽譜をなぞるだけのロボットみたいな歌い方になってなぁ」

「…………」

　唐とう突とつに、櫻の脳裏に先さき程ほどの違和感が蘇よみがえる。

「それ以来、月緒は人前で歌わなくなった。合唱団も辞めたよ。きっとプレッシャーだったんだろうな……でもなぁ、もったいないと思うんだよ。うちのカミさんな、売れてた訳じゃないけど一応歌手だったんだぞ。ＣＤも一枚だけ出してる。月緒の歌声は母親譲ゆずりだよ。なのに、子供の頃の失敗で歌わなくなるなんて……なぁ相あい上がみ君、これは本当に良いい機会だと思うんだ。前みたいに、月緒を助けてやってくれないか？」

　合唱団。突然披ひ露ろうされた素晴らしいソロ。その後の急変。歌わなくなった少女。

　そして、元歌手だった母親と、一つの違和感。

「親の俺おれが言うのもなんだけど、月つき緒おはなかなか器量良しだと思うんだよな。でも男の影はないし、相あい上がみ君も彼女はいないらしいし……どうせなら二人、くっついちまっても」

「あの」

　櫻さくらの中で、その推測が形を持つ。ちなみに武たけ雄おの言っていた事は耳に入っていない。

　発言を遮さえぎられてきょとんとする武雄に、櫻は遠えん慮りよがちに問いを投げた。

「不ぶ躾しつけな質問ですいません。もしかして、月緒さんのお母さんは──」




　純和風の造りの家は、大たい抵ていの場合個室に鍵かぎがついていない。

　早さ乙女おとめ家もそれは例外ではなく、ふすまで廊下と仕切られているだけの部屋に籠ろう城じようする事は難しい。

　だがそれは、侵入が容易であるという意味ではない。鍵がない、入ろうと思えばいつでも入る事が出来るという状況は、むしろ精神的には不可侵性をより増しているとも言える。

　櫻はそのふすまの外から、中にいるはずの月緒に向かって声をかけた。

「早乙女。少し、いいか」

「……うん」

　返事があった事に、少し胸を撫なで下ろす櫻。以前、似たような状況で無人の部屋に向かって延々と喋しやべり続け恥をかいた事を思い出しかけるが、頭を振ってそれをかき消す。

「お前のお父さんに、色々と話を聞いたよ。お前が歌えなくなった理由も」

「……多分お父さんは、正しい意味では分かってないよ」

　月緒と話がしたいと言うと、武雄は「頼むよ」と言い残し、出かけていった。今この家には櫻と月緒の二人だけだ。

　誰だれにも話を聞かれないという安心感が、櫻を少し強気にする。

「そうだな。俺も、そう思う」

「え……？」

「お前のお父さんは、お前が歌えなくなった理由を分かってない」

　櫻のその言葉は、月緒が予想だにしていないものだった。

「プレッシャーとか、コンクールで失敗したトラウマとか……そんなんじゃないよな」

「…………」

　その通り。そんな事ではない。自分が歌えなくなった理由は、自分以外には決して理解し得ないものだ──そう、月緒は思っている。

　では、櫻は一体どう思っているのか？

　それが気になり、部屋の中で少しふすまに近付き耳を澄ませる月緒。

「……今から、少し変な事言うぞ。的外れだったり、意味が分からなかったりしたら俺おれの勘かん違ちがいだから、忘れてくれ」

　そして櫻さくらはふすま越しに、最も重要なキーワードを口にした。




「お前……一分間しか歌えないんじゃないのか？」




　ふすまの向こうから、返事はない。

　ただ、何やらがさごそという音だけが櫻の耳に届く。

　そのまま一分。二分。三分。

　再び櫻が声をかけようとしたその時、ふすまが静かに横に動いた。

「……入って、いいよ」

「……お邪じや魔ま、します」

　ためらいがちに、部屋の中へ足を踏み入れる櫻。

　廊下の空気よりも、少しだけとろりと柔らかい空気が櫻を包む。

　後ろ手にふすまを閉めながら、盗み見るように櫻に向けられる月つき緒おの瞳ひとみは、まだ少し、涙で揺れているようだった。

「座って」

　畳たたみの上に、小さな丸いテーブルが一つ。それを挟はさむように置かれた二つのクッション。その内の一つに櫻が腰を下ろすと、月緒もその向かいに足を崩して座った。

「えっと……何から話せばいいかな……いや、聞けばいいのかな」

「まず、俺から確認させてもらってもいいか？」

「うん」

「早さ乙女おとめ、お前は……一分間だけ、歌声に感情を込められる代わりに、次の一分間はロボットみたいにしか歌えなくなる……違うか？」

「……違わない。どうして、分かったの……？」

「どうして、か。そうだな……」

　何をどこまで説明するべきか。非常に難しいところではある。自らの能力の事を言う訳にはいかない。しかし、ある程度の事は説明しなければ、全すべて納なつ得とくの上で学園祭で歌ってもらう事など出来ない。

「……鬼おに火び憑つき、って知ってるか？」

　結局櫻は、茉まつ莉りが調べた事とそれに基づく仮説までを説明する事にした。




「……そんな事ある訳ない……とは、言えそうにないね」

　櫻の説明を聞き終えた月緒は、半ば放心したような顔でそう答えた。

「お前、生まれた時にお母さんが亡なくなってたんだな。知らなかったよ」

　月つき緒おが、どうして母よりも祖母を大切に思っていたのか。形見のかんざしを常に身につける程ほどに。その理由が、やっと櫻さくらは分かった。

　月緒には母親がいなかったのだ。ずっと、祖母が母親代わりだったのだ。

「それが鬼おに火び憑つき達の共通点である事は間違いないんだ。まぁ、現あら人ひと神がみがどうのって話は、どこまで信しん憑ぴよう性せいがあるか怪しいもんだけど……」

「一分間の奇跡と、一分間の反動……正直な話、全部を全部信じる事は出来ないけど……でも、実際自分の身に起きてる事なんだから、仕方ないね」

　意外にも月緒は柔軟な思考の持ち主で、櫻の説明で受け入れられる部分はすんなりと受け入れた。自らの身に起こる奇妙な現象に長年悩んでいたのだから、胡う散さん臭くさくとも一通りの説明がつけられれば、それを受け入れようとするのも自然な事ではある。

「でも早さ乙女おとめ、そういう事情なら学園祭で歌う事、問題ないだろ？　要するに、一分間歌った後に一分間の間奏を挟はさめばいいんだ。自分達で演奏するならそれも出来る」

　問題ない、どころではなかった。月緒の歌声の秘密がミニッツ能力だったとなれば、それは聴きいた人全員を確実に感動させられるという事だ。

「お前も本当は、歌う事が好きなんだろ？　お母さんみたいに歌いたいんじゃないのか？」

　だが、月緒の表情は晴れない。

「……私はやっぱり、お母さんとは違うよ。今の話が本当だとしたら、私の歌がみんなを感動させられるのは、鬼火憑きの能力であって私の実力じゃない。それに、お祖ば母あちゃんは生きてたんだから、お母さんは鬼火憑きじゃないって事だ。お母さんはちゃんと、自分の声で歌ってたんだ。でも私は……」

　そう言って、俯うつむいてしまう。月緒が何を悩んでいるのか、櫻は推測する。

「……なぁ早乙女。鬼火憑きの能力って、母親がいない子供なら誰だれでも使えるってものじゃないんだよ。じゃあその条件が何なのかって言うと、俺おれは多分、その子供が何かを本気で願う事なんじゃないかと思ってる」

「何かを……本気で願う……？」

「そう。例えば俺が文献で見た鬼火憑き達は、他人の心を読めたり、死んだ人と会話出来たり、人を幸運にしたり出来るんだけど……その人達ってさ、本気で、心の底から、それを願ったから能力に目覚めたと思うんだ」

　これはまだ茉まつ莉りにも話した事のない、櫻なりの仮説である。

「つまりさ。早乙女も本気で、心の底から、歌いたい、歌で気持ちを伝えたいって願ったんじゃないのか？」

「でも……小学校のコンクールの時、客席にお父さんがいるのを見て……私はむしろ、歌いたくないって思ったんだ。お父さんが、私の事をお母さんの代わりみたいに思ってるような気がして……」

（……え？）

　月つき緒おのその告白は、櫻さくらにとって完全に予想外のものだった。

　櫻は、父親の心が知りたいと願った。

　彼方かなたは、死んだ母親と話したいと願った。

　芽明めいあは、兄を幸運にしたいと願った。

（なのに……早さ乙女おとめは、歌いたくないと願った……？）

　その事実は、櫻の仮説のミニッツ能力に目覚める条件に反している。

　しかし、少し考えてみればすぐに答えは出た。

「……だからこそ、お母さんより上う手まく歌いたい、って願ったんじゃないのか？」

　そう考えれば、辻つじ褄つまは合う。

「……私は……本当は歌いたかったのかな……そう、思ってたのかな……？」

「そのはずだ。じゃないと、鬼おに火び憑つきの能力には目覚めないはずだ」

　櫻の熱心な説得に、月緒の頑かたくなな拒絶もだんだんと和やわらいでくる。

「鬼火憑きの能力って、勉強が出来るとか、絵が上手いとか、スポーツが得意とか……そういう事と同じなんじゃないかと思う。で、それは偶然手に入れた訳じゃない。本気で、心の底から願ったから手に入ったんだ。だったら、その能力を使う事は、俺おれは悪い事だとは思わない」

　もう一息だ。櫻は頭を切り替える。

（早乙女は基本的に、俺に深い感謝の念を抱いだいてる。俺の頼みなら可能な限り聞こうとするはずだ。なら、早乙女にとっての動機付けはここまでで良いい。ここからは、俺のエゴを見せてやれば……）

「早乙女。俺はさ、学園祭で感動したいんだよ。人を感動させたいってのももちろんあるけど、やっぱり一番は自分が感動したいんだ。人を感動させる事で、俺が感動したいんだ。結局これは、そんな身勝手な話なんだけど……お前となら、それが出来ると思ってる」

　個別企画で優勝して、一〇〇〇〇ポイントがほしいんだ……そこまで曝さらけ出してはいけないが、一番の目的が身勝手な自己満足であると伝える事で、逆に相手からの好感や信用を得られる場合がある。げにをかしきは人の心である。

「頼む。俺を感動させてくれないか？」

　誰だれかのためではなく。自分のためでもなく。俺のために。

　その言い方が、月緒の心を少しずつ動かしてゆく。

「……どうしても、歌じゃないと、駄だ目めかな」

　その言葉に、拒絶の色はすでに薄い。

（よし。ここまできたら、少し引いてみせる……）

「お前の歌を、みんなにも聴きいてほしいんだ。お前の歌に惚ほれたんだよ。……でも、こんなの俺おれの我わが儘ままでしかないよな。もちろん、どうしても嫌いやだって言うなら、諦あきらめる」

　こんな風に言われると、断れば「そうだ、お前は我儘だ」と言っているという事にもなる。自分から一歩引く事で逆に断り辛づらい雰ふん囲い気きを作るのは交こう渉しよう事ごとの基本テクニックだ。

　しかし月つき緒おに効果的だったのは、その小細工よりもむしろ「惚ほれた」という言葉だった。

　月緒は、ほんのりと熱を帯びる自分の頰ほおを見られないよう櫻さくらから顔を逸そらしながら、色々な思いをひとまず吞のみ込んで、ついに一つ頷うなずいた。

　それを見て顔に喜色を浮かべる櫻に、月緒が小さな声で続ける。

「……一つだけ、お願いが」

「なんだ？　もちろん、出来る事なら礼はするぞ」

「そんなんじゃないよ……むしろ、これが私からのお礼のつもりなんだ。ただ、やっぱりその、みんなの前で歌うのが、少し怖くて……」

「そうか……大だい丈じよう夫ぶ、当日は俺も演奏で一緒に舞台に上がるからな。他ほかにも何人か誘うつもりだし、お前一人じゃないぞ」

「そっか……じゃあ、ちょうどいいのかな」

「うん？　お願いってやつか？　なんだ？」

「うん、その……」

　そして櫻は、全く予想だにしていなかったその『お願い』を聞く事となる。

「相あい上がみ君も、一緒に歌ってくれないか……？」

「…………はい？」




　　　　　五




　九月一〇日、月曜日。

　相上櫻は悩んでいた。

（演奏はどうするか……ギターは魅み力りよくだが、岸きし良らに頼み事をするのは癪しやくだし、あいつだって引き受けないだろう……結局のところ、頼めそうなのはアザミに彼方かなたに茉まつ莉り先せん輩ぱい……でも、冷静に考えれば学校の授業レベルの楽器に演奏じゃ、やっぱり弱いか……？　かといって、原曲を流しながら一緒に歌うってんじゃただのカラオケだし……）

　昼休みである。アザミ達と弁当を食べ終わった後、いつもの賭かけ事もせずに櫻は自分の机でひたすら個別企画の事を考えている。

（ステージ企画では、演劇、カラオケ大会、吹すい奏そう楽がく部の演奏、バンドがあるらしい。それらに勝つためには、やっぱり素人しろうと演奏じゃ弱いかもしれない……いや待て、それならいっそアカペラって手も……いや、無理か……）

　演奏なしで、月緒の歌声だけで勝負する。櫻の中では、それでも優勝出来るのではないかという思いはあった。何せ、月つき緒おの歌はミニッツ能力なのだ。それは、聴きいた者全すべてを強制的に感動させる歌と言っていい。

　しかし、それは一分間限定だ。次の一分間は完全な棒読みならぬ棒歌になってしまうため、いくら何でも演奏も無しでごまかす事は不可能である。

　それより何より──

（……早さ乙女おとめはともかく……俺おれがアカペラで歌うとか、絶対に無理だ……！）

　あの後。結局櫻さくらは月緒の『お願い』を聞き入れ、二人で一緒に歌う事になってしまった。

　櫻は決して音おん痴ちではない。上う手まいか下へ手たかで言えば上手い部類に入る。だが、だからといってステージ上に立ち大勢の観客の前で歌えるかというと、それはもう全くの別問題だ。

（早乙女はいいさ……そもそも能力がなくたって十分に上手いし、合唱団に入ってたんだから大勢の前で歌う事も経験済みだ。けど俺は……クラス委員長として人の前に立つ事はよくあるけど、歌うなんて……）

　人の上に立つ者には度胸も必要だ。学園祭のステージで歌うという事は、度胸をつけるためのよい訓練になるのではないか。そう考えて月緒のお願いに首を縦に振った櫻だったが、一晩経たった今、脳裏には不安と後こう悔かいが渦巻いていた。

（……何を今いま更さらぐちぐちと。歌うさ。歌ってみせる。その腹はもう括くくったが……流石さすがにアカペラは無理だ……ごまかせるだけの演奏がほしい。出来たら、ピアニカだのリコーダーだのじゃなくてそれなりに派手な……でも、当てがない……吹すい奏そう楽がく部に頼み込んでみるか？　しかしそれだと人数が増えすぎてポイントの取り分が減る……いっその事、岸きし良らに……いやいや、あいつの手を借りるなんて……）

　机に両ひじを突いて顔を伏せ、ぶつぶつと近寄り難がたいオーラを醸かもし出している櫻。

　そこに、そろりそろりと近付く人影があった。

「……あのさ、櫻」

「でも、ギターってのはいいよな……誰だれかピアノ弾けないかな……先生に頼んでみるか……？　個別企画って、生徒じゃなくても参加出来たっけ……」

「……櫻？　おーい」

「……うん？　あ、おう。なんだイガグリ、どうかしたか」

　波は名な城しろアザミ親衛隊が一人、チビのイガグリ。彼は自分のイガグリ頭をじょりじょりと撫なでさすりながら、さり気なさを装よそおって櫻に問う。

「やー、お前さ、なんかその……バンド？　みたいな事やるんだろ？　メンバーっていうか、演奏する人とか、決まったの？」

「いや、まだだけど……え、もしかしてお前、何か出来るのか!?」

「いやいやいや！　そういう訳じゃないよ！　そうじゃないけど」

　慌あわてて両手を振って否定するイガグリ。しかしその目には、いかにも何か言いたそうな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

（……こいつ、創そう遊ゆう研けんの部室で楽器出来る人を探した時も、何か言いたそうにしてたっけ？）

「けど？　何か言いたい事があるんだろ？」

　藁わらにもすがる思いでイガグリを促うながす櫻さくら。イガグリとしても「言いたいけれど自分からは言い出しにくい」という状態だったので、素直にそれに乗って口を開く。

「櫻さ……ＤＴＭって知ってるか？」

「ＤＴＭ……？」




　ＤＴＭ、とは──

　デスクトップミュージックという和製英語の略で、簡単に言えばパソコンを使った音楽制作行為の事である。

　弦楽器、管楽器、打楽器……実際の楽器からサンプリングされた音源や電子的に作成された音源を使い、幅広い楽器の音色をパソコン上で演奏する事が出来る。インターネットやショップでは様々な作曲ソフトや音源が配布・販売されており、やろうと思えばフリーソフトのみでも一人で楽曲を作成する事が可能である。

　ＤＴＭは一九九〇年代にブームのピークを迎え一いつ旦たん収束していたが、二〇〇七年にヤマハより発売されたボーカル用ソフトウェア・シンセサイザー『VOCALOID2 初はつ音ねミク』が動画投稿サイトを中心に爆発的な人気となり、細々と活動していたアマチュア達や興味を持った素人しろうと達が次々と作品を発表し始めた。これを第二次ＤＴＭブームとする意見もある。

　そして──イガグリもまた、そういった『興味を持った素人』の一人であった。

「つまり……お前、パソコンを使えば演奏が出来るのか？」

「いや、出来るって言っても、全然素人だし、独学だし、相当クオリティ低いんだけど……でもまぁ、その、一応……」

「…………」

「だからその、なんていうか……もし、何かさ？　バンドとかやるなら、もしかしたら役に立てない事もないかも、みたいな……」

「…………」

　煮にえ切らない様子でなよなよと体をよじるイガグリを尻しり目めに、櫻の頭の中には急速にとある一つのビジョンが浮かびつつあった。

（俺おれの歌は確実に早さ乙女おとめの足を引っ張る。それをごまかすようなバックバンドの当てもない。だからと言ってカラオケ大会に参加するんじゃあ個別企画にならない……でも、ＤＴＭ。そんな手段があるなら。もちろん生演奏には及ばないだろう。ならばそこを埋めるのはそう、演出だ。そして──）

　まるで予あらかじめそのために誂あつらえていたかのように。

（──スマイルリンク）

　櫻さくらの中で、自分の考えた二つの企画が融ゆう合ごうした。

　それは、クラス企画と個別企画をリンクさせ、互いの企画をさらに盛り上げると同時に、遙はるかを騙だますという目的をも達成へと導く、画期的なアイデアだった。

「なぁイガグリ……お前、『切手のないおくりもの』って歌、知ってるか？」

「え？　いやー……分かんね」

「そうか。だったら帰ったら探して聴きいてくれ。それで……」

　今、自分の中に生まれた企画優勝への道。

　その重要な礎いしずえを、櫻はイガグリに託す事にした。

「その歌みたいな、オリジナル曲を作ってほしい」













　　　第三章　ステージを探して
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　九月一三日、木曜日。

　朝の学生坂を、櫻さくらとアザミ、遙はるかと彼方かなたの四人組が歩いている。

「相あい上がみ君、まだ個別企画の申込用紙を受け取ってないけど、今日が締め切りよ？」

「あー、はい。今日中には必ず提出します」

　櫻の個別企画は、イガグリが作ったオリジナル曲を月つき緒おと櫻の二人で歌う、という形にまとまった。これなら既き存そんのＣＤ音源を使うカラオケとは違う企画になるし、他ほかにも色々と計画している。

　ただし、それには兎とにも角かくにもイガグリの曲が完成する事が絶対条件である。

　作曲の依頼をしてから、締め切りである今日まで僅わずか三日。イガグリがせめてメロディラインだけでも完成させなければ、また計画の修正が必要となってくる。そのため櫻はギリギリまで申し込みを待つつもりなのだ。

　どうせもうすぐ愉快な仲間達と共に現れるだろう……そう思っていた櫻の前に現れたのは、イガグリではなく茉まつ莉りだった。

「おはよー、櫻君ハーレムのみんな！」

「ハーレムじゃないわよ」

「はーれむって何？」

「アザミちゃんはまだ知らなくていいんだよー」

「茉莉先せん輩ぱい……大声で悪質なデマを流すのはやめて下さい」

「朝っぱらから綺き麗れいどころを四人も引き連れたこの状態がハーレムじゃないなんて……櫻君は贅ぜい沢たくだなぁ」

　全く以もつてその通りである。

　茉莉は後ろからアザミに抱だきつきながら櫻の顔を覗のぞき込む。

「ねーねー櫻君、なんかこの前さ、バンドやるとか言ってたじゃない？　あれってどうなったの？　あたしの力はいるかな？」

「えっと、まだ分からないんですけど、今のところは大だい丈じよう夫ぶそうです」

「なんだそっかー。櫻君と一緒に何かしたかったから、ちょっと残念」

　そんな事を言いながら無む邪じや気きに笑われては、櫻としてもちょっとどころではなく大いに後ろ髪を引かれる思いである。

「あの……演奏は必要ないかもしれないんですけど、それ以外の事でちょっとお願いするかもしれません」

「そなの？　あたしに出来る事なら何でも言ってね」

「ありがとうございます。その時は声をかけますよ……そうだ、もし良ければ、琴こと宮みやも手伝ってくれるか？　アザミもな」

「え、わ、私も？」

「おー」

「…………」

　盛り上がる四人を、すました顔で見ている遙はるか。

　櫻さくらの計画が全すべて上う手まくいくためには、第三者の協力が必要になってくる。そしてその計画には遙を騙だます事も含まれているため、当然ながらここで遙に声はかけない。

　そういう事だろうとは遙にも分かっている。分かってはいるのだが──

（……なんか……ものすっごく不愉快だわ……）

　それは、自分だけ仲間外れになっているからなのか、彼方かなたが櫻に手を貸す事が分かりきっているからなのか、それとも──櫻が他ほかの女の子とばかり仲良くするからなのか。

（……最後のはないわね。うん。ないない）

　即座にそれを否定する遙。本気でそう思っているか否いなかは、本人にも分からない。

「おはよう、アザミ様とその従者達！」

『おはようございます！』

　そんな遙のもやもやを吹き飛ばすように、学生坂にヒコ先せん輩ぱいと愉快な仲間達の元気な挨あい拶さつがこだました。

「おはようみんな」

「あ……おはようございます」

「ます」

　女子達の挨拶に続き、やっと来たか、と櫻も顔を向ける。

　が、そこに待ち人の顔はなかった。

「……あれ？　イガグリは？」

「知らん。いつまで待っても来ないから諦あきらめた。遅刻か休みじゃないか？」

「なんだと……」

　あっけらかんとしたシチサンの答えに、櫻の眉み間けんに皺しわが寄る。

（まさかイガグリのやつ……曲を作れなかったのか……？）

　櫻は、作曲にどの程度の時間がかかるかという事は知らない。だが、イガグリには「まずは三日でメロディラインだけでも」という風に依頼をしている。それだけなら三日あれば出来るだろうと踏んでいたのだ。

（無理……だったのか？　くそっ、だとしたらまた計画は変更になる。やっぱりイガグリなんかに任せるんじゃ……）

　そこまで考えて、しかし櫻さくらは思いとどまる。

　そして思い出す。自分自身の知る、イガグリの姿を。親衛隊達の姿を。
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　五月。彼方かなたのミニッツ能力により二酸化炭素濃度が上昇した大気の中、彼らは苦しみながらアザミのために動いた。夏休みには、暴漢に受けた暴力の恐怖を打ち倒し、彼らは傷つきながらアザミのために戦った。

　それはもちろんアザミのためにという大義あっての事かもしれないが、それでもそんな彼らの一人が、友人との約束を破って逃げ出すような事をするだろうか？

（……まだ、時間はある。代案は考えつつ、ギリギリまで待つ）

　クラスメイトを信じる事。

　それは、ほんの数ヶ月前の櫻にはあり得ない事だった。

「相あい上がみ君、今け朝さもアザミ様の送迎ご苦労。ささアザミ様、ここからは我らが輿こしへ……君達！」

『アイ・サー！』

「ねぇアザミちゃん、これ楽しい？」

「ん」

「ふーん……ねぇ、ちょっとあたしも乗せてよ」

「……ふっ、馬ば鹿かも休み休み言うんだな相あいヶが瀬せ茉まつ莉り。我らが輿はアザミ様専用！　お前を乗せるためにあるのではない！」

「ヒコ先せん輩ぱい、自分は問題ないっす！」

「たまには違う女子の臀でん部ぶを堪たん能のうするのも悪くないんじゃあ！」

「俺おれの天パは浮気性！」

「喝かぁぁぁぁぁつ！　言語道断んんん！」

「あれ、でもヒコ先輩、学園祭で人間タクシーやるんでしょ？」

「……それはそれ、これはこれ！」

「けちー。はげー」

「これはハゲではなぁぁぁぁぁい！」

　茉莉がいる事で、一行はいつにも増して賑にぎやかに学生坂を登っていった。




　そして昼休み。

　教室内で昼食を取っている生徒達の喧けん騒そうが、勢いよく開かれたドアの音でぴたりと止やんだ。

　ただならぬ雰ふん囲い気きを身にまとい、そこに現れたのは……

「よぉ……待たせたな、櫻……」

「イ、イガグリ！」

　悪鬼にでも取り憑つかれたかのような表情で、ゆらりと立つイガグリだった。

「違うな……間違っているぞ櫻さくら」

「!?」

「今の俺おれは、アザミちゃん親衛隊のイガグリじゃない……アーティスト、今いま蓋ふた清せい太た！　誰だれも覚えてないかもしれないけど、それが俺の名だ！」

　誰も覚えていなかった。

「ごふぅっ！」

　足をもつれさせて倒れたイガグリを、櫻が抱だきかかえる。

「イガグリ！　しっかりしろイガグリ！」

「清太だ……ご注文の品……完成したぜ……」

　言って、手に持ったＵＳＢメモリを櫻の方へ差し出す。

「おお、そうか……メロディライン、出来たんだな……」

　受け取りながら言う櫻に、イガグリの目がギラリと光る。

「櫻……俺は『完成した』と言ったんだぜ……？」

「……ま、まさか……」

「そう、そのまさかさ……こいつは、もうこのままカラオケに使える完成した楽曲データ！　ついでにうちのミクさんで仮歌も入れておいた……！」

「イガグリ……！　お前ってやつは！」

「清せい太ただ……意外と頼れる男、今いま蓋ふた清太をよろしく……！」

　ちらっ、ちらっとアザミに視線を送るイガグリ。

　するとアザミが駆け寄ってきて、よく頑張った、と言うようにその頭を撫なでた。それだけで天にも昇るような幸せそうな笑みを浮かべるイガグリ。

「すまねぇ、後は頼む……なんだかすごく、眠いんだ……もう……三日間、寝て……な……」

「イガグリ……イガグリ────っっっ！」

「……………………せ、い、た……………………」

　最後にそう呟つぶやき、イガグリは櫻さくらの腕の中で眠りについた。

「無茶しやがって……」

　ぐい、と自分の目をこする櫻。その手の中には、イガグリに託されたＵＳＢメモリ。

「イガグリ……お前の犠ぎ牲せい、無む駄だにはしないぜ……！」

　力強く顔を上げた櫻に、全く事情を理解していない周りの生徒達から拍手が巻き起こる。

「イガグリ……やる時はやるじゃねぇか！」

「イガグリ君、私見直したわ！」

「イガグリのためにも、頑張ろうぜ！」

　そして、イガグリの本名は再び忘れられた。




　　　　　二




　一難去ってまた一難。次なる問題が起きたのは、早速放課後の事だった。

「どういう事ですか、俺おれ達がステージを使えないっていうのは」

　イガグリからオリジナル楽曲を受け取った櫻は、昼休みの内に個別企画の申込書を書いて、学園祭実行委員であるシチサンに渡した。

　その日の実行委員会で最終的な個別企画の演目が決定したのだが、会議が終わるのを創そう遊ゆう研けんの部室で待っていた櫻は、遙はるかから直接「相あい上がみ君の個別企画は、ステージ使用枠を得られませんでした」という言葉を突きつけられたのだ。

「……ごめんなさい。何とかしてあげたかったんだけど」

「謝罪を聞きたいんじゃありません。理由を教えて下さい」

　今、創遊研の部室には櫻の他ほかに、遙、彼方かなた、アザミ、そして和かず貴たかと夏か凪なぎがいる。しかし誰だれもが櫻と遙のやり取りを黙って見守っている。

「……鬼灯ほおずき祭さい側の催もよおし物に、予定のなかった町内楽団の演奏が急に追加されたの。今回の合同祭は、もともと毎年の行事だった鬼灯祭にうちが穂ほ尾お付づき学園祭を無理に被かぶせた形だから、どうしても向こう側のイベントを邪じや魔まする訳にはいかなくて……」

「……で、でも、鬼灯ほおずき祭さいのイベントは校庭でしょう？　俺おれ達は体育館ステージなんだから、関係ないんじゃ……」

「校庭と体育館ステージでイベントの時間が重なると観客が割れてしまうわ。そうなると同時開かい催さいである事が弊へい害がいにしかならない。だから、体育館ステージは校庭で何もしてない時間だけなの。それで各個別企画の希望するステージ使用時間を見ながら、なるべく希望に沿えるように割り振っていったんだけど……どうしても、相あい上がみ君の企画を入れられる時間がなかったの」

　学園理事長である鬼灯ほおずき鉤かぎ之の丞じようは、元々学園祭の開催に乗り気ではなかった。それを和かず貴たかやよもぎなどの元生徒会メンバーが、生徒達と一部の教師達の署名を集めて陳情した結果、三年目にやっと、こうして鬼灯祭と合同という形で認められた訳である。

　この立場上、学園祭を優先した結果として鬼灯祭のイベントが割を食うような形になれば、来年の学園祭の開催が危ぶまれる事にもなりかねない。そのための苦く渋じゆうの決断だった。

「……事情は分かりましたけど、それでどうして俺の企画がはじかれたんですか？　どれかの企画が無理って言うなら、代表同士で話し合うとか……」

　そこでまた、遙はるかが決まりの悪そうな顔をする。

「……早い者勝ち、っていう決まりにしちゃってたから」

　初めての学園祭、しかも町の祭りと同時開催という事で、実際には様々な点で考こう慮りよが足りていなかった。全校生徒数が少ない事もあり、早い者勝ちでまさか時間が足りなくなるなどとは思いもしていなかったのだ。

「早い者勝ち!?　そんなの聞いてませんよ！」

「いや、それはちゃんと各クラスの実行委員から通達があったはずよ！　相上君のとこは……シチサン君よね。彼が言ってなかった？」

「そんな事一言も……」

「言ってた」

　少し感情的に言い返そうとしていた櫻を、アザミの小さな声が止めた。

「……言ってた？」

「言ってた。最初のクラス会議の時。でも櫻、ぼーっとしてて聞いてなかった」

「…………」

　アザミに言われて、記憶を辿たどる櫻。

　最初にシチサンが学園祭の要項に関して説明している時、右から左に通り抜けていたその言葉の中に、確かにそんな文もん言ごんがあった事を思い出す。




『体育館のステージは早い者勝ちで好きな時間を取れるそうですので』




　櫻は最初、この学園祭自体にあまりやる気を持っていなかった。真ま面じ目めに話を聞き始めたのはポイントがもらえるという話が出てからで、それ以前の説明をろくに意識に留とどめていなかったのだ。これは流石さすがに、櫻さくらの自じ業ごう自じ得とくだった。

「……どうしても、無理なんですか」

「……厳密に言うと、無理ではないわ。でも、もう校庭で神楽かぐらや獅し子し舞まいをやっている時間帯しか体育館のステージが空あいてないの。その時間に使ってもらってもいいんだけど、かなりのお客さんが校庭の方に流れると思うわ……」

「…………」

　櫻の本命は、個別企画で優勝する事だ。月つき緒おの歌声さえ聴きいてもらえればそれだけでもかなりの票を集める事が出来るとは思っているが、このままではそもそも十分な人数に聴いてもらう事が不可能だ。

（ちくしょう……それじゃあどうすればいいんだ……!?）

　歯は嚙がみする櫻を中心に、重苦しい沈黙が落ちる。

　この件は遙はるかとしても意地悪で言っている訳ではなく、心の底から申し訳なく思っていた。しかし生徒会長として、一度決まった事を簡単に覆くつがえす訳にもいかない。せいぜいが、この失敗を次の学園祭に活いかせるよう次代に伝えるくらいだ。

　そんな中、ただ一人涼しい顔をしているのが、元生徒会長の和かず貴たかである。

（……さて、二人共どうする？）

　顔には出さないように、心の中だけで楽しそうに笑う。

　鬼灯ほおずき祭さい実行委員に連絡を取り、町内楽団の出演枠を無理矢理ねじ込んだ張本人が。

（やりようはいくらでもあるよ。ヒントがいるかな？）

　和貴にとって、他人が悩み苦しむ姿は歓迎すべきものだった。

「先せん輩ぱい、なんとか枠を作ってもらえないんですか？」

「私も、かなり考えたのよ。でも、どうしてもどこか一チームは諦あきらめてもらわなきゃならない状態で……最初に、早い者勝ちって決めちゃったし……」

「でもそれはそっちの……っ！　くそっ、何か方法は……」

　責め立てたい気持ちを堪こらえ、考え込む櫻。申し訳なさに黙り込む遙。アザミと彼方かなたは口を挟はさめず、和貴はあえて口を開かない。

　結局、次に口を開いたのは。

「……相あい上がみよぉ。お前結局、何やるんだ？」

　夏か凪なぎだった。

「バンドやる、みてぇな事言ってたけど、メンバー揃そろったのか？」

　珍しく喧けん嘩か腰ごしでない夏凪からの言葉に驚おどろく櫻。

　顔を出せば睨にらまれ無視され、全身から「さっさと失うせろ」というオーラを常に浴びせてくる相手が、普通に質問をしてきている。その事に興味を引かれ、櫻は素直に返事をする。

「いや……ＤＴＭってのをやれる奴やつがいて、パソコンで曲を作ってもらった。それを流して、もう一人のメンバーと歌う事にした」

「歌う？　お前が？」

「……まぁ、一応……それがどうした」

　訝いぶかしげに問い返す櫻さくらには答えず、夏か凪なぎは遙はるかに近付いていって何事かを耳打ちした。

「先せん輩ぱい、…………」

「……え？　それはまぁ、…………」

「じゃあ、…………」

「えっ!?　そ、それは……えーと、…………」

「そりゃもちろん、…………」

「え～……うーん……じゃあ、…………」

「……ＯＫ、決まりっすね」

　ひそひそと遙と耳打ちをし合った後、夏凪は創そう遊ゆう研けんがゲーム道具をしまっている箱の中をあさって三枚のカードを取り出す。

　そして机の上にそのカードを伏せ、椅い子すに座って櫻に目を向けた。

「なぁ相あい上がみ。俺おれがなんとかしてやろうか」

「……なに？」

　突然の言葉に、櫻の瞳ひとみに警戒の色が灯ともる。

「俺もステージでバンドやるんだけどよ……枠、譲ゆずってやってもいいぜ」

　渡りに船のその言葉。しかし当然、櫻はそれを信用しない。

（岸きし良らが、俺のためになる事なんてするはずがない。何を企たくらんでる？）

　案の定、夏凪は挑発的な視線を櫻にぶつけ、続けた。

「ただし、俺とのゲームに勝ったらな」

　それは櫻にとっては望むところ。だが、夏凪が何を考えているのかがまだ分からない。

「……いいのか？　勝手にそんな事。バンドって事はお前一人でやる訳じゃないだろ？」

「構わねーよ。なんとなく集まっただけだし、元々そんなにやる気もねーしな」

　なるほど、やる気がないというのであれば是ぜ非ひ譲って頂きたい──などとは、もちろん思わない。ただ枠を譲るというのではなく、ゲームを仕掛けてきた意味を考える櫻。

「……もし、俺が負けたら？」

「その時は、潔いさぎよくステージを諦あきらめろ。これ以上先輩を困らせるな」

「……それだけか？　お前に何のメリットがある？」

「特にねぇよ。ただ、お前が先輩を困らせてんのがむかつくだけだ」

「…………」

（どう見る？　岸良が琴こと宮みや先輩に気があるのは確かだ。思えば初めて会った時も、こいつは先せん輩ぱいのために俺おれにゲームで挑もうとした。本当にそれだけなのか……？）

　ありそうでもあり、なさそうでもある。櫻さくらはまだ、夏か凪なぎという人間の事をよく知らない。

　しかし、ゲームに勝てばステージ出場枠を譲ゆずる。夏凪がそう言った事だけは確かだ。

（これだけギャラリーがいる前で賭かけの内容を明言してるんだから、勝っても負けても後からゴネる事は無理だ……そしてこのままなら、どうせステージは諦あきらめる事になる……だったら）

　決断し、櫻は夏凪と向かい合って椅い子すに座った。

「……何のゲームでやる？」

　それに応こたえ、夏凪は机の上の三枚のカードを指で示し、にやりと笑う。

「あいこのないじゃんけん……『セトル』で一発勝負だ」




　　　　　三




「お前、この前『セトル』はやったか？」

「いや……確か、鬼灯ほおずき先輩がやってたような気がするけど」

「ああ、こいつは鬼灯先輩が考えたゲームだ。この三枚のカードは、白紙のトランプにグー、チョキ、パーの絵を描かいたもんだ。こうやって伏せてると、お前はどれがなんのカードか分からないだろ？」

「当たり前だ」

「俺はどれがなんのカードか、全部分かってる。俺が伏せたからな。さて、じゃあ相あい上がみ。まずはこの中から一枚選んで開け」

（……どれがどのカードか分からない以上、あれこれ悩んでも仕方がない。それにこれだけギャラリーがいればあからさまに不公平なゲームは出来ないはず。そもそも、鬼灯先輩の作ったゲームだからな……）

　深く考えずに、櫻は真ん中の一枚を選んで開く。絵柄はチョキだった。

「ＯＫ、お前の手札はチョキだな。さて、当然ながら俺はこの残った二枚の内、どっちがグーでどっちがパーか分かってる」

　言って、夏凪は左右に残ったカードの右側を自分の手元に引き寄せる。

「俺は、こっちのカードを選ぶ。後は俺のカードを開いて、普通にじゃんけんで勝敗を決める訳だが……」

　それだけでは、夏凪が一〇〇％勝ってしまう。そんなものはゲームとして成立しない。だから櫻は黙って続きを待つ。

「勝負の前に、お前は自分の手札を最後に残った一枚と交換する事が出来る」

（だろうな）

　そのルールは、櫻が予想した通りのものだった。

「もちろんそのままチョキで勝負してもいい。俺おれがどっちを選んだか、よく考えるんだな」

　非常に単純なルールである。

　例えば今回、櫻さくらが選んだのはチョキだ。

　夏か凪なぎはそれを知った上で、グーかパーを選ぶ。

　櫻は、夏凪がグーを選んだと思えば交換し、パーを選んだと思えば交換しなければ良い。

　単純明快な心理戦。相手の心理を読み切った方の勝ち。

　それがあいこのないじゃんけん、『セトル』である。

　そのゲームルールを聞いて、櫻はある問題の事を思い出していた。

（これは……モンティ・ホール問題の改変だな……）




　モンティ・ホール問題、とは──

　一九九〇年、アメリカのニュース雑誌『パレード』にて連載されていたコラムに投稿された事で大論争を巻き起こした、確率論の問題である。

　元々はアメリカのゲームショー番組で行われたゲームで、ルールは次のようなものだ。

　プレイヤーの前に三つのドアがある。一つのドアには景品の車が、残り二つのドアには外れを示すヤギが入っている。まず、プレイヤーが三つのドアの内一つを選ぶ。次に司会者のモンティが、残った二つのドアの内、外れのドアを一つ開く（モンティはどのドアが当たりかを知っている）。その後、プレイヤーに選んだドアを変更するチャンスが与えられる──

　問題となったのは、この時プレイヤーは選んだドアを変更するべきか、という点だった。読者よりパレード誌に投稿されたその疑問に、コラムの筆者であるマリリンは「変更すれば当たる確率は三分の一から三分の二に上がる。よって変更するべきである」と返答、これに大量の反論が寄せられたのだ。

　残った二枚のドアからどちらか選ぶのだから、当たる確率は三分の二ではなく二分の一だ。それが反論の趣旨であった。

　しかし、見方を変えればマリリンの答えこそが正しかったという事が分かる。

　例えば、ゲームでは三枚だったドアが一〇〇枚になったと考える。プレイヤーは最初にその中の一枚を選び、選ばれなかった九九枚のドアの内、外れのドア九八枚をモンティが次々に開けていく。そして二枚のドアが残った時、プレイヤーは選んだドアを変更すべきか否いなか──こう考えれば当たりの確率は、プレイヤーが最初に選んだドアが一〇〇分の一で、もう一つのドアが一〇〇分の九九だという事がすぐに分かるだろう。

　要するに、この条件下で選んだドアを変更するという事は「最初に選ばなかったドアを全すべてまとめて選ぶ」という事になるのだ。

　この問題は、直感的正しさと論理的正しさの乖かい離りを考察するのに適した例題として、様々な場面で引き合いに出される問題である。

　さて、ではその理屈で『セトル』を考察するとどうなるか？

　モンティ・ホール問題とセトルの最大の違いは、前者は純粋に運と確率の勝負であるのに対し、後者は相手の意思が介在するという点だ。

　なのでこの場合、単純に選んだカードを変更すれば勝つ確率が上がる、という事には決してならない。

（これは確率のゲームじゃない。相手の心理を読むゲームだ。岸きし良らはどう考える？　俺おれはチョキだが、こいつの性格上素直にグーを選ぶか？　裏をかいてパーを選ぶんじゃないか？　だったら交換せずにチョキで勝負すれば勝つ……と思わせておいて、グーを選ぶ？　だったら俺はさらにその裏をかいて交換する……いや、そこまで考えて交換した上で負ける俺の顔を、こいつなら見たがるかも……）

　思考は堂々巡りを続ける。結局のところ、確実な答えなど出せるはずもない。

　で、あるならば──

「随ずい分ぶんと長考だな。そうやって睨にらんでりゃ透けて見えんのか？」

　からかうような夏か凪なぎの声。

　顔を上げた櫻さくらは、夏凪の目を真正面から見返し、にやりと唇くちびるの端を吊つり上げる。

「ああそうさ……透けて見えるんだよ」

　そして、心の中で呟つぶやいた。




（ミニッツ）




　ミニッツ──それは櫻が支配する、一分間の絶対時間。一分間だけ相手の心の声を聞く事が出来るという、上う手まく利用すればあらゆる状況を支配する事の出来る能力。

　瞬しゆん間かん、櫻の頭の中に夏凪の心の声が聞こえてくる。

『交換するな……交換するな……交換するな……』

　それが決着の瞬間だった。

（交換するな、と思っているという事は、岸良はグーを選んだという事。だったら俺は交換して、パーで勝ちだ）

　櫻は迷わずに手を動かし、自分の選んだチョキと残された一枚のカードを交換した。

「交換する」

「……本当に、透けて見えたのかよ？」

「俺の目は特別製でね。たまに相手の心まで見抜いちまうんだよ」

「ああそうかい……」

　櫻の軽口に、夏凪はしかめっ面つらで自分のカードを開く。

「だったら──その目が腐くさってんだろ」

　パー。

　夏か凪なぎの選んだカードは、パーだった。

「なっ……！」

　慌あわてて櫻さくらは自分が交換したカードを開く。

　グー。

　グーとパーで、当然ながらグーの負け。櫻の負けだ。

（なんだと……そんな馬ば鹿かな！　どうしてパーなんだ!?　こいつの心の声は間違いなく『交換するな』と言っていた！　心の声は噓うそをつかない……交換すれば俺おれが勝てるはずだ。なのにどうして!?）

「俺の目は特別製で？　たまに相手の心まで見抜いちまうんだ？」

「くっ……」

　羞しゆう恥ちと悔かい恨こんと混乱と疑問と……それらが複雑に交じり合った目で、櫻は再び夏凪の目を見て心を読む。
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『でかい口叩たたいたと思えば負けるのかよ……使えない奴だな……』

（……使えない？　どういう事だ？　それじゃあまるで、俺に勝ってほしかったみたいな……待てよ、そういえばこいつ、琴こと宮みや先せん輩ぱいと何をこそこそ話してたんだ？）

　ミニッツ発動よりまだ二〇秒。時間は十分に残っている。櫻は目線を巡らせ、心を読む対象を遙はるかへと切り替える。

『……相あい上がみ君、負けちゃったか……これで問題は解決しないまま……でもとりあえず、負けてくれて良かったかな。別に、夏凪君とのデートが嫌って訳じゃないんだけど……』

　その遙の心の声を聞いて、やっと櫻さくらは理解した。

（岸きし良ら、こいつ……琴こと宮みや先せん輩ぱいに、負けたらステージ出場枠を譲ゆずる代わりにデートしてくれって頼んだのか！　勝ったら俺おれがステージを諦あきらめる。負けたら先輩とデート出来る。勝っても負けても良し……いやむしろ、負けてデートしたいと思っていた……！）

　むしろ、どころではない。夏か凪なぎははっきりと、負けたいと思っていたのだ。

　これは本人以外は誰だれも知らない事だが、そもそも今回のバンド出演、夏凪は本当にやる気がなかった。

　ならば何な故ぜ出演を決めたのかというと、櫻が楽器を演奏出来る人を探しているという話を聞き、もしかしたら自分に話が回ってくるかもしれない、と思ったからだ。

　もちろん、櫻から直接頼まれても断ればいいだけだ。しかし、遙から頼まれる可能性もない訳ではない。そうなると遙を慕う夏凪としてはどうにも断りにくい。

　だからそうなる前に、誘われていたが断っていた別口のバンドへ、櫻と組む事になるよりはマシだと考えて参加する事にしたのだ。

　だが先さき程ほど、櫻はもうバックバンドを必要としていない事が分かった。なのでもう、夏凪がバンドに参加する理由もなくなったという訳だ。

　しかし流石さすがに、参加しない→やっぱり参加する→やっぱり参加しないというのはいくら夏凪でも言い辛づらい。そこで、今回の件を利用して「申し込みが遅かった」と偽いつわってバンドの出場枠を潰つぶし、しかもそれに便乗して遙とのデートまで実現させようとしたのである。

　そんな裏事情までは分からないものの、自分が完全に読み違えた事だけは分かった櫻。

（くそっ、最初から負けたいと思ってたんなら、心の声が逆になるのも当然だ……こんな事でミニッツの裏をかかれるとは……岸良夏凪、やはり侮あなどれない奴やつ……というか琴宮先輩、岸良とデートするの嫌いやじゃないのかよ……）

　最後は何故か勝負と関係ないところで少しだけ不愉快になる。

　そうこうする内に、ミニッツ発動より四〇秒が経過。そろそろ逃げるべき時間だ。

「……アザミ、帰るぞ」

　アザミの手を握り、そのまま教室を出て行く。この流れなら、大口を叩たたいて負けた事でいたたまれなくなり帰った、という演出が自然になる。情けない事この上ないが、反動を見られるよりはマシと言える。

「相上君！　あの、今週いっぱいくらいは待てるから、今からでも他ほかの企画をするなら、私に直接言ってね……ごめんね！」

　珍しくしおらしい遙の声を背中に聞きながら、しかし櫻は返事もしない。

　いつもなら、一緒に帰ろうと遙はるかの手を引いて櫻さくらの後をついていく彼方かなたも、今日ばかりは黙ってその背中を見送るのみだった。




　　　　　四




　その日の夜。

「……そうか。そんな事があったのか……」

　再び月つき緒おの家を訪れた櫻は、このままではステージが使えそうにない、という話を正直に月緒に打ち明けていた。

「どうするんだ？　ステージが使えないんじゃあ……」

「ああ……今、何か良いい方法はないか考えてる。それは絶対に俺おれがなんとかするから、とりあえず早さ乙女おとめは、歌の方に集中してくれないか」

「うん、分かった」

　基本的には歌う事に乗り気ではないはずの月緒だが、そんな事情を聞いても「じゃあ止やめようか」とは言わなかった。一度やると決めた以上は最後までやり通す。それは、幼い頃ころに歌から逃げ出してしまった自分への戒いましめでもあった。

「それじゃあ、とりあえず曲を聴きいてみよう。パソコン使えるか？」

「ああ、ちょっと待って」

　月緒がマウスを動かすと真っ暗だったモニタの電源が点ついた。壁かべ紙がみは田舎いなかの駅のホームで電車を待っている風ふ情ぜいの猫の写真だ。櫻はなんとなく、早乙女らしいな、と思う。

　櫻からＵＳＢメモリを受け取りポートに差し込む。フォルダを開き、まずテキストファイルを読んでから、複数のＭＰ３ファイルの内『仮歌入り』とファイル名に入っているものをダブルクリックして再生。

　イガグリの作った曲が、スピーカーから再生される。

　依頼した時、櫻はかなり好き勝手な注文をつけた。

　覚えやすいのがいい。『切手のないおくりもの』みたいな感じがいい。ただし中盤から最後に向けてだんだん盛り上がっていくように。聴いている人が一緒に歌いたくなる感じで。一分刻みで歌が途切れるとベスト。等々。

　約五分で楽曲は終わる。聴き終えて、櫻は本気で感かん嘆たんの息を吐ついた。

「……イガグリ、やるなぁ」

「この曲、イガグリ君が作ったのか？　すごいな……」

　櫻の注文を、僅わずか三日で、イガグリは実によく形にしていた。

「こっちは仮歌だけのファイルか……聴いてみる？」

「そうだな、それでだいたいのパート分けをしてしまおう」

　イガグリの作った仮歌ファイルは、例のボーカロイドというソフトによるハミングだ。それを聴ききながら時間を計り、おおまかなパート分けをしていく。

「……ここまででちょうど一分くらいだな。ここは早さ乙女おとめでいいよな？」

「ああ。頑張る」

「じゃあここから一分……二番の頭までが俺おれの担当か……結構長いな～」

「相あい上がみ君が歌ってる間は、私は何もしなくていいのか？」

「……反動の間も、全く歌えない訳じゃないんだろ？」

「歌えるのは歌えるよ。ただ、全く感情を込められないだけで」

「そうか。じゃあ一応、バックコーラスみたいな感じで小さく歌っててくれると助かるかな。やっぱり完全に一人で歌うってのは、どうも……」

「……ふふ。相上君、意外と小心者だったりするのか？」

「……専門分野が違うだけだ」

　そんなゆるりとしたやり取りを繰り返しながら、一つの曲をどう一緒に歌うかという事を話し合う二人。

　同じ画面を見ながらのその肩は、自然と少しずつ近付いていく。

「ここから二番の最後までは早乙女、と。で、ここからイガグリがかなり良いい感じに盛り上げてくれてるから、この辺でちょっとした仕込みをしようと思う」

「仕込み？」

「ああ。まだ細部は詰めてないけど……クラス企画で『スマイルリンク』ってやるだろ？　あれを利用する」

「どういう事……？」

「つまり……」

　まだ誰だれにも言っていない自分が考えている企たくらみを、初めて月つき緒おに打ち明ける櫻さくら。話している内に自分の中でもだんだんとそれが素晴らしい『いたずら』に思えてくる。

「……って感じなんだけど……どうだ？　上う手まくいけば盛り上がると思わないか？」

「ふふ、いいね……それは『スマイルリンク』だ」

　いたずらの秘密を共有する子供の顔で、二人は笑い合う。

「なんだかちょっと詐さ欺ぎっぽいけど」

「その通り、これは詐欺だ。みんなを笑顔にする詐欺なんだよ」

「……前から思ってたんだけど、相上君はたまに恥ずかしい事を平気で言うな」

「ほっとけ……まぁそんな感じで大サビまで一分時間を稼かせぐとして、問題はここなんだよな。ここだけはどうしても、時間的に早乙女が歌えない。けど、俺じゃあここを盛り上げるには役者不足だ。どうするか……」

「……ここと同じような感じじゃ駄だ目めなのか？」

「それでもいいけど……出来ればここは、少しずつ盛り上がる感じにしたいから……」

「じゃあ、ここでもう少し時間を稼かせいで私が歌おうか？」

「いや、それだとこの辺で一分間過ぎるだろ？　最後は絶対早さ乙女おとめに歌ってほしいから、やっぱりここは俺おれが歌うしか……いや、待てよ……そうだ！　良いい事思いついた……！」

　パソコンのモニタを睨にらみながら、顔を顰しかめたり急に笑顔になったり。そんな櫻さくらを、月つき緒おがたおやかな笑みですぐ隣となりから見つめている。

　なんだか心がぽわぽわしてくる。月緒にとってそれは、そんな温かい時間だった。




「……よし！　パート分けはこんな感じでいいな。後は、とりあえず明日までにメロディを覚えよう。覚えたら……歌詞も作らないとな……」

「歌詞……歌詞かぁ」

　イガグリの作った仮歌は、全すべてハミングになっている。だから歌詞を自分達で作らねばならないのだが、櫻にも月緒にも作詞の経験などない。

「俺達だけじゃ上う手まく書けないだろうからな……色んな人に少しずつ意見を聞いてみて、それを繫つなぎ合わせる感じでいいんじゃないか？」

「そうだね、それがいいと思う」

「全体的なイメージは、感謝とか、未来とか、そういう前向きな感じがいいよな」

「私は……直接的に、これはこういう歌なんだよって歌詞がいいかな」

「それもいいな、『切手のないおくりもの』みたいな感じで。じゃあ、明日までに一応お互い簡単に考えてみるか」

「だね」

　一通り話がまとまったところで時計を見てみると、すでに夜八時を過ぎている。

　ちなみに月緒の父は穂ほ尾お付づき駐在所にて勤務中である。朝まで帰ってこないため、今この家には櫻と月緒の二人きり。流石さすがにこの状況でこれ以上長なが居いをする気は櫻にはない。

「もうこんな時間か……俺、そろそろ帰るな」

「ああ、うん。お疲れ様。気をつけて」

　部屋を出ようとする櫻。月緒も玄関まで見送ろうと椅い子すから立ち上がり、パソコンにＵＳＢメモリが挿ささったままである事に気付いた。

「あ……」

　慌あわててそれを引き抜き、櫻の後を追いかけようと勢い良く振り向いて一歩踏み出す。

　それと全く同時に、ＵＳＢメモリを忘れた事に気付いた櫻もまた、無防備に振り向いた。

　結果──

「きゃっ!?」

「うわっ!?」

　どすん、と部屋を震ふるわせる衝しよう撃げき。

　ぶつかってきた月つき緒おを支えきれず、後ろへ倒れ込んでしまう櫻さくら。そしてその上に覆おおいかぶさる形に膝ひざをつく月緒。

「ててて……っ!?」

「ご、ごめん相あい上がみく……っ」

　二人の視線が、あと少しで唇くちびるが触れ合ってしまいそうな程ほどの至近距離でぶつかった。

「…………」

「…………」

「……悪い、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、こっちこそ、ごめん……」

「…………」

「…………」

　短い謝罪の言葉を交わし合うと、二人は再び沈黙してしまう。

　そのまま数秒。だんだんとその頰ほおが赤くなってきた頃ころ、やっと櫻が口を開く。

「……あのー、早さ乙女おとめ？　そろそろどいてくれないか？」

「あ……」

　言われてやっと気付いたように、月緒が体を起こそうとして……止まる。

「……早乙女？」

「…………」

　紅潮した頰。僅わずかに濡ぬれた瞳ひとみ。唇を震わせ、小さく息を吸い込み、意を決したかのように口を引き結んでから、しかしおずおずと口を開く。

「あ……相上君」

「……はい」

　何な故ぜか敬語になる櫻。

「相上君は……その……………………か、」

　逡しゆん巡じゆんに打ち勝ち、月緒が何事かを言おうとしたその瞬しゆん間かん──櫻のポケットの中で、携帯電話が着信のメロディを奏かなでた。

「かのうひゃあっ！」

　珍妙な叫び声を上げ、櫻の上から飛び退すさる月緒。

　色々な理由で激しく脈打つ心臓を押さえながら、救いを求めるように櫻は電話に出た。

「もっ、もしもし!?」

『もしもし、相上君？　田辺たなべだけど』

「た……田辺先せん輩ぱい？」

　電話してきたのは、元生徒会長の和かず貴たかだった。

『どうしたの？　なんか息あがってない？　取り込み中だった？』

「あ、い、いえ！　大だい丈じよう夫ぶです！　何か用ですか？」

『うん。実は相あい上がみ君にプレゼントがあってね。パソコンのメールアドレス教えてくれない？』

「はぁ、構いませんけど……」

　櫻さくらが普段使っているフリーメールのアドレスを教えると、和かず貴たかは今からすぐに添付ファイルを送ると言う。月つき緒おに、もう一度パソコン借りていいか、と目と指で聞く櫻。

「プレゼントって、何をくれるんですか？」

『いいもの。相上君ならきっと有効活用出来るんじゃないかな』

「はぁ……」

　通話しながら机を借り、フリーメールへログインする。

『あのね、相上君。相上君の今の状況、僕ならラッキーだと思うね』

「今の状況って……学園祭の事ですか？　……あ、これかな」

『あ、ちゃんと届いた？　そうそう、学園祭の事だよ。ピンチはチャンスってよく言うじゃない。男なら、小さくまとまっちゃ駄だ目めだよ』

「はぁ……」

　和貴が何を言いたいのか、櫻はいまいちよく分からない。

『添付ファイルはちゃんと開ける？』

「ＰＤＦですね。はい、問題なく。これって……」

『使い方は相上君次第だよ。じゃ、頑張って』

　そして一方的に通話は切れてしまった。

「相上君、それは何？」

「えーと……学園祭当日の、校庭と体育館ステージの出し物の、タイムスケジュールだな」

　添付されていたＰＤＦファイルには、縦に並んだ時間割に、左側に校庭の、右側に体育館ステージの出し物が分かりやすくまとめられていた。

「見み易やすいなこれ。田辺たなべ先せん輩ぱいが作ったのかな……校庭の出し物は獅し子し舞まいやらなんやらが一一時で一いつ旦たん終わって、そこから体育館ステージで一二時まで演劇。ここから校庭で神楽かぐらの奉ほう納のう。餅もちまき、子供神楽、子供太だい鼓こ、町内楽団の演奏が……三時まで。三時から五時までが体育館でカラオケ大会とバンドか。で、五時から校庭で夜神楽。七時に花火。七時半からまた獅子舞、八時半から焼くべ送り、と……」

　大まかなタイムスケジュールの下には、さらに細かく持ち時間が書かれている。それを見ながら眉み間けんに皺しわを寄せる櫻。

「……確かにこれは、もう入る余地はないな……校庭でイベントがある時間は体育館はがら空あきなんだろうけど、そこでやったってな……」

　しかしそこで、先さき程ほどの和貴の言葉を思い出す。

『有効活用出来るんじゃないかな』

『今の状況、僕ならラッキーだと思うね』

『小さくまとまっちゃ駄だ目めだよ』

（……田辺たなべ先せん輩ぱいには、何か見えてるんだ。それはきっと、このタイムスケジュールの中にある。諦あきらめるな。先入観を捨てろ。利用出来るものを探せ。ルールの穴を見つけろ……）

　食い入るように、画面を凝ぎよう視しする櫻さくら。細かなタイムスケジュールをもう一度頭から見返していく。今度は脳内で、実際にどのようにイベントが進み、どのように人が流れるのかをシミュレートしながら。

　そして──一つの祭事が目に留まる。

（……一八時半。還かん御ぎよ祭さい）




　還御祭、とは──

　祭事において、神社で神輿みこしに神を降ろし、それを御お旅たび所しよまで担かついで行き奉ほう納のうする往路の事を神しん幸こう祭さいと言い、逆の行程を辿たどる復路の事を還御祭と言う。

　鬼灯ほおずき祭では、神輿を奉納した後と還御する前に各神社の氏うじ子こ代表や神かん主ぬし達が集まり、要するに簡単な開会、閉会の挨あい拶さつをする時間が設けられている。

　朝に二〇分。夜に二〇分。タイムスケジュールに書かれているのはその事だ。

　さて、この還御祭だが──当然ながら、祭りを見に来た一般の客には何の関係もない。

（……夜や神楽かぐらが一八時半まで。花火は一九時から。その間にある還御祭は、一般客には何の関係もない……さらに校内の出展時間は一六時まで。体育館のステージは一七時まで。つまり、一八時半～一九時の三〇分間、学園生も一般客も、ほとんどが祭り屋台を冷やかしながら花火を待って校庭にいると考えて良いい……そして、神楽が終わっているという事は……）

　毎年穂ほ尾お付づき学園の校庭で催もよおされている鬼灯祭の様子を思い出す。

　校庭の一角に、幕つきのテントが控え室として並ぶ。そこから神楽の舞い手達が通るための道みち板いたを経て、その先にあるものは──木組みの、神楽舞台。

「……なぁ、早さ乙女おとめ」

「うん……？」

「見つけたぞ、俺おれ達のステージ」

　小首を傾かしげる月つき緒おに、櫻は会心の笑みを向けた。
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　九月二一日、金曜日。

　いよいよ学園祭を明日に控えたこの日、穂ほ尾お付づき学園では全すべての授業を休止し、丸一日を学園祭の準備に充あてている。

　なお、校庭の方でも町の人々がテントを組んだり舞台を組んだり神輿みこしの安置台を組んだりと、鬼灯ほおずき祭さいの準備を着々と進めている。

　祭りは準備している時が一番楽しい、などと言う。なるほど確かに、今日の穂尾付学園は今までにない高こう揚ようした雰ふん囲い気きに包まれているようだった。

　櫻さくら達の一年一組も『スマイルリンク』のための準備で忙しい。

　まずは大道具。ダンボールやベニヤを切ったり貼はったり、教卓に祭りらしい飾りをつけたり。スマイルリンクの大事な土台を作っている。

　続いて小道具。魔法のステッキを用意したり、トランプを透明なテープで貼り合わせたり、謎なぞの薬ビンに水を入れたり、バケツを上げ底にしたり……スマイルリンクの最も大事な要素が小道具と言っても良い。櫻の監修の下もと、完成度を追求している。

　最後に衣い裳しよう。お姫様のドレスだったり。魔法使いだったり。全身着ぐるみだったり。華はなやかさもまた重要だという事で、最も予算がかかっている。

　さらに、教室の外でも色々と準備が進められている。ある者は二階の窓からロープをたらし、ある者はバケツに石を詰め、ある者はウサ耳で写真を撮り……一体あいつらは何をやってるんだ、と妙な目で見られる事もしばしば。

　それで良し、まるで問題ない。それすらも含めて生徒達は楽しんでいた。




　校内には朝から音楽が流れっぱなしだ。放送委員達が持ち寄った曲を、作業用ＢＧＭとしてリピートでずっと流している。

　そして、とある曲が流れ始めると。

「お、今日もきたな」

「私この歌、ちょっと覚えちゃった」

「良いい歌だよね～。声も綺き麗れいだし」

「結局、これって誰だれの歌か分かんねーの？」

　校内のあちこちで、その曲に対する反応が上がる。

　三日前から、毎日休み時間等に流れるようになった曲だ。覚えやすいメロディラインと柔らかな歌詞、そして心地好よい歌声が割と人気で、毎日何度も流されているという事もあって、ある程度覚えてしまった生徒が一緒に口ずさむ声も聞こえたりする。

　放送委員へ、あれは誰だれの何という曲かと問い合わせが何度もあったのだが、曲名もアーティスト名もノーコメント。

　今、穂ほ尾お付づき学園で小さな話題となっているその曲の真実を知っているのは、ここ、一年一組の生徒達だけだった。

「本当に、一日も欠かさずかけてくれたんだな。感謝する」

　櫻さくらが、近くにいる放送委員のテンパーへ声をかける。

「へっ。俺おれは友情を裏切らないと、この天パに誓ったのさ」

「しかし、誰も気付かないもんだな……」

「そりゃそうだろ。早さ乙女おとめさんがこんなに歌が上う手まいなんて、思ってもみなかったぜ」

　衣い裳しよう班で作業中の月つき緒おは、他ほかのクラスメイトからも感かん嘆たんの声を向けられ恐縮している。この歌が流れる度たびに毎回だ。

　そう。三日前から毎日流れている謎なぞの歌は、イガグリが作曲し、月緒が歌った歌なのだ。

　あの後、クラスメイトを中心に彼方かなたやアザミといった親しい人達の意見を取り入れて歌詞を完成させた櫻達は、イガグリの協力で連休中に月緒の歌声を録音し、曲データとミキシングして、連休明けからテンパーに頼んで校内放送で流してもらう事にしたのだ。

　一年一組の生徒にだけは、誰にも言うなと念を押して楽曲データと歌詞を配ってある。この謎の歌手の正体は、学園祭で明らかになるという訳だ。

　なので一年一組の生徒達は、この歌をほとんど覚えてしまっている。

　そして学園祭では、月緒達が歌う時に、櫻の合図で客席から一いつ斉せいに合唱を始めるという事になっている。そうなれば、他のクラスの生徒達にも一緒に歌う者が出てくるだろう。

　花火の前。校庭の神楽かぐら舞台にて、全校生徒自由参加の大合唱。

　それが、櫻が個別企画優勝のために作り上げた計画の一部だった。

　この企画を提出した時は、流石さすがの遙はるかも驚おどろきを隠せなかった。

　櫻は父親を経由して鬼灯ほおずき祭さいの実行本部と連絡を取り、神楽舞台の使用許可まできちんと得てから改めて企画書を提出した。その概がい要ようを聞き、櫻達の体育館ステージ枠を確保出来なかった事に対する遙の罪悪感は、きれいさっぱり消えてしまった。

　その時の遙の台詞せりふがこうだ。

『なんかむしろ、ステージ使えなくて良かったくらいじゃない？』

　実際、今となっては櫻は感謝したい気持ちだった。

　体育館に比べてキャパシティが段違いの校庭の神楽舞台。祭りの参加者が皆集まる時間帯。夜空の下の開放感。そして、歌い終わった直後に打ち上げられる花火。

　最初の企画が問題なく通り、普通に体育館ステージで歌う事になっていたら、こんな演出は絶対にあり得なかった。

　今、櫻さくらは確信している。個別企画で優勝するのは自分達だと。

「いやー、楽しみだなぁ。他ほかのクラスの早さ乙女おとめさんを知ってる奴やつら、どんな顔するかな！」

「それは確かに楽しみだけど……それよりテンパー、お前にはまだ明日、大事な仕事があるんだぞ。そっちは大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「心配すんなって。俺おれの天パに抜かりはない」

　個別企画にもスマイルリンクにも、櫻はまだまだ仕掛けを仕込んでいる。その内のかなり大事な役割を、テンパーに任せているのだ。

（それにしても……イガグリといいテンパーといい、こいつらをこんなに頼るようになるなんてな……大丈夫かよ、俺）

　そんな風に思いながらも──不思議と、それが悪い気分ではない櫻だった。
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「おーい、この大量のクラッカーなんだ？　こんなの小道具リストにないぞ？」

「あー悪い相あい上がみ、それは個人的なヤツだ。こっちにくれ」

「何に使うんだよこんなにたくさん……」

「あの……相上君、ちょっといいか？」

　続く作業の合間を見計らい、月つき緒おが遠えん慮りよがちに櫻に声をかけた。

「どうした？」

「うん、あの……例の四人は、今日は学校に泊まるのか？」

「例の四人って……」

「波は名な城しろさんと、琴こと宮みやさんと、相あいヶが瀬せ先せん輩ぱいと、鬼灯ほおずき先輩」

「ああ、その四人か」

　アザミと彼方かなたと茉まつ莉りとよもぎ。これが一体どういう四人組なのかと言うと、まず一つには件くだんのオリジナル曲の歌詞の一部を考えてもらったという事、そしてもう一つは、明日の学園祭本番でとある協力を要よう請せいしているという共通点が挙げられる。

　曲中の一部分に、どうしても月緒が歌えないが、櫻では盛り上がりに欠けるというパートがある。そこで櫻が舞台から下りてこの四人にマイクを向け、ワンフレーズずつ歌ってもらうという演出を考えたのだ。そうすれば合唱にも繫つなげ易やすい流れになる。

　そのため四人は楽曲データのコピーを受け取っており、各おの々おのが歌を覚えるために聴きき込んでいるし、当然ながら謎なぞの歌手の正体が月緒である事も知っている。協力を要請する事を決めてすぐ、全員を集めて月緒との顔合わせも済ませてあった。

　ちなみに、歌詞の事も本番の事も、遙はるかには協力を要よう請せいしていない。この個別企画には櫻さくらが遙を騙だますための作戦も含まれているので、声をかける訳にはいかなかった。仲間外れにしているようで心苦しくはあったが、櫻の目的のためには仕方のない事なのだ。

「アザミは泊まる事になるだろうけど、他ほかの三人は知らないな……でも、どうして？」

「明日の件で、ちょっと確認しておきたい事があって……もしみんな泊まるんなら今日の夜でもいいんだけど、帰る人がいるなら今の内に話をしておきたいと思って」

「そっか。じゃあ、ちょっと聞いてみよう」

　茉まつ莉りとよもぎにメールを送り、彼方かなたは隣となりのクラスなので直接聞きに行く。

　彼方に返事をもらって帰ってくる頃ころには、他の二人からもメールが届いていた。

「琴こと宮みやと茉莉先せん輩ぱいは泊まるつもりらしいけど、鬼灯ほおずき先輩は帰るって言ってるな」

「そうか……じゃあ、悪いんだけど、今からちょっと集まれないかな」

「今からか……うーん、でも俺おれがこっちを抜けるとな……」

「ああ、いや、相あい上がみ君は残ってくれてていいんだ。本当に流れを確認したいだけだから」

「そうか……？　じゃあまぁ、食堂にでも集まるようにするか」

　関係者全員と連絡方法を確立しているのは櫻しかいない。再びメールで月つき緒おの意向を皆に伝え、一〇分後に食堂で集まる事になった。

　月緒はアザミと彼方と連れ立って食堂へと向かう。

「琴宮さん、そっちはどんな感じだ？」

「とりあえず、問題ない感じかな。そっちは？」

「私は、とにかく歌うだけだから……」

「そっか。早さ乙女おとめさんの本気の歌、早く聴きいてみたいなぁ」

　もちろん、彼方達は校内で流れている歌が月緒の歌だという事を知っている。

　だが、試してみた結果、月緒のミニッツ能力は録音した歌声では効果がないという事が分かった。そのため櫻は、これは月緒の本気じゃない、という事を彼方達に言っていたのだ。

「櫻君、早乙女の生歌はこんなもんじゃない！　ってすごく褒ほめてたんだよ」

「う……そ、そうか……」

　櫻が褒めているのが自分の鬼おに火び憑つきの力なのだと思うと、喜んでいいのか悲しんでいいのか分からなくなる月緒。

　ちなみに月緒と彼方は、互いに相手が能力者である事を知らない。櫻の判断で伏せている。

「アザミちゃんはもう覚えた？」

「ん。歌は得意」

「そっか、夕ゆう楓かさんと歌ってたもんね」

「夕楓さんって？」

「おかーさん」

「とっても素敵な人なんだよ～」

「へえ……いいなぁ」

　とりとめもない事を話しながら食堂へと到着する。穂ほ尾お付づき学園の食堂は一般にも開放されているためいつでも開いており、今も生徒や一般客の姿がちらほらと見える。

「お～い、こっちこっち」

　明るい声に目を向けると、そこには残りのメンバーがすでに集まっていた。

「すいません、お待たせしましたか？」

「んーん、別に～。アザミちゃーん、ハロハロー」

「はろー」

　手を振り合うアザミと茉まつ莉り。彼方かなたと月つき緒おはその無む邪じや気きな様子を見て思わず笑顔になる。

「こんにちは」

　椅い子すから立ち上がり、よもぎが深々と頭を下げる。つられて丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎを返す二人。

　アザミはよもぎの事もお気に入りだが、彼方や月緒にとっては、悪い人でない事は分かるが付き合い方はまだよく分からない先せん輩ぱいだった。

「揃そろったわね」

　という訳で食堂では、月緒を始め、アザミ、彼方、茉莉、よもぎの五人と。

「それじゃあ、始めましょう」

　遙を加えた六人の、極秘のミーティングが開始された。
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　穂尾付学園は災害時の避難所に指定されており、有事の際の宿泊場所となるため、校内にはリネン室やシャワールームが設置されている。

　学園祭の前日である今日は、届出をする事でそれらを利用した学園校舎での宿泊が許可される。もちろん準備が間に合わない場合に限り、という事なのだが……せっかくの機会である。準備が間に合わない事にして、お泊まりイベントを楽しんでしまおう！　という生徒達も相当数いるのであった。

「今日学校に泊まる人、はーい」

『はーい！』

「はいはい、チェックするから手ぇ挙げとけよー」

　クラス委員長として、宿泊する生徒達の管理をしなければならない櫻さくら。管理とは言っても基本的には定期的に点呼を取るなどして人数を把は握あくしていれば良いだけなのだが。

「毛布は各自一枚、自分でリネン室から持ってくるように。寝る場所も自分で確保な。男とか女とかその辺は現場で話し合ってくれ」

「一組が男子で二組が女子でいいんじゃない？」

「え、男女一緒でいいじゃん」

「アホ！　変態！」

「誰だれが変態かぁ！」

「いや、今のはお前が変態だ」

「相あい上がみ！　裏切るのか！」

「櫻さくら君はアンタと違って紳士なの！　櫻君は二組に遊びに来てもいいよ～」

「気が向いたらな。後、シャワー室は八時まで勝手に使っていいそうだ。男女四人ずつしか使えないから、どうしても使いたいヤツは早めに行った方がいいぞ」

「やばっ、早く行かなきゃじゃん！　あ、でも先に部屋分けしとかないと！」

「荷物持ってって男子追い出せばいいよ！」

　それを聞いた途と端たん、わたわたと慌あわて出す女子一同。男子とは違い、どうしてもシャワーを浴びたい者も多いのだった。




　さて、問題のシャワールーム。流石さすがにこの時間はまだ利用する生徒も少なく、二人の女子が入っているだけだ。

　それは珍しい二人組だった。

「ねーねー、芽明めいあちゃんはあの衣い裳しようどう思う？」

「何よ芽明ちゃんって……やめてよね気色悪い。別に呼び捨てでいいわよ。あなたには本性も見られちゃってるしね」

「そう？　言いふらしたりしないから安心して。あたしも茉まつ莉りでいいよ」

　茉莉と芽明は同じクラスではあったが、特別親しい会話をした事などなかった。しかし夏休みの図書館占拠事件以来、少なくとも茉莉の方は芽明に興味津しん々しんだった。

　一方の芽明も、『ドジっ子天使』と愛される自分の性格が全すべて噓うそ偽いつわりであった事を知られてしまった相手として、茉莉の事を気にしない訳にもいかなかった。

　二人のクラスの企画はメイド喫茶。クラスどころか学園中でも五本の指に入る程ほどの美少女と名高い二人が、メインの客寄せパンダとなる事はある意味当然の流れで、他ほかの生徒よりも入念にああでもないこうでもないといじり倒された。そうしてついに二人で逃げ出してシャワーを浴びに来たという訳である。

「なんかさー、あたしらのメイド服だけ絶対スカート短かったよね」

「茉莉からなんか言ってやってよ。私、あんまり文句言えないのよ」

「なんで？　猫被かぶってるから？」

「それもあるけど……鬼灯ほおずきのお爺じい様さまに、大人おとなしくしろって言われてるから」

　その言い方は随ずい分ぶんと穏おだやかだったが、芽明と明あき芳よしは実際にはかなりのプレッシャーをかけられていた。夏休みの事件はいかな鬼灯ほおずき一族と言えども揉もみ消すのにそれなりの代だい償しようを必要とし、その分二人には見えないところでたっぷりとお灸きゆうが据すえられたのだ。

「今はもう、買い食いとか寄り道でも怒られそうな雰ふん囲い気きよ……小学生じゃあるまいし……」

「でも、普通に学校には来れてるし、学園祭にも参加出来るんだから、まぁいいじゃん？」

「だからメイド服のスカートが短くても文句言ってないでしょ……」

「あははー。えらいえらい。ちゃんと我慢してるんだ」

　茉まつ莉りの笑い声に、芽明めいあは不意に声のトーンを落とした。

「……兄にい様さまに、なるべく普通の学生生活、送ってほしいから……」

　それは、つい零こぼれた本音だった。

　芽明は、自分が兄の普通を全すべて奪うばってしまったと思っている。

　だから、その普通という幸運を、少しずつでも兄に返したい。そう思っている。

　芽明にとって、兄が学園祭を楽しむという事はまさにそんな『普通の幸運』なのだった。

「……だったらさぁ、なんであんな事させちゃったの？」

　あんな事、というのが何を指すのか、芽明は即座に理解する。

「だから、人を殴なぐったりしたのは兄様の指示じゃないんだってば！」

「でも、誘ゆう拐かいとか占拠は明あき芳よし君の指示だったんでしょ？　ああいうのは、駄だ目めだよ」

　茉莉の静かな声は、芽明の濡ぬれた肌はだに直接染しみ込んでいくようで。

「……私は、兄様の望みを叶かなえるために力を尽くすだけよ」

「…………」

　不意に、茉莉の言葉が途切れた。

　きゅ、きゅと蛇じや口ぐちを閉める音がして、続いてばたんと個室の扉が開く音。

（……何よ。怒ったの？　関係ないじゃない別に……）

　分かっている。自分は迷っている。それは芽明自身がよく分かっている事だ。

　だが、それを他人に指摘されて素直に受け入れられる程ほどには、まだ気持ちの整理がついていないのだった。

　ふてくされた顔でシャワーに打たれていると、再びばたんと扉の開く音。

「芽明、頭洗ったげるよ」

「あんた出てったんじゃないの!?　なんで入ってくるの!?」

　茉莉お得意の侵入技であった。

「うわ～……芽明の体、すっごい綺き麗れい」

「見るな！　触るな！」

「まぁまぁまぁまぁお構いなくね」

「ちょっ、やめっ、あっ、んっ……いやあああああぁぁぁぁぁ……」

　……もやもやとした気持ちは吹き飛んだと、芽明が認めさせられるのはすぐの事だった。
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　午後九時。

　櫻さくらは窮きゆう地ちに立たされていた。

　すでにすっかり日は落ちており、もはや作業をしている生徒もいない。

　ボイラーの火も落とされシャワールームはとっくに施せ錠じよう。

　生徒達は教室で毛布に包くるまり、いよいよお泊まりの夜が始まる。

　ある教室では枕まくら投げに燃え。ある教室では恋の話に花を咲かせ。ある教室ではゲーム大会が始まり……そして、ある教室では裁判が始まろうとしていた。

　隣となりのクラスから追い出されてきた男子達も加わり、汗あせ臭くさい事になっている一年一組の教室。

　そのど真ん中で火刑に処される罪人の如ごとく、櫻は目の血走った生徒達に囲まれている。

　逃げ出したくとも、背後からカリアゲに羽交い締めにされていて身動きが取れない。

　そのカリアゲが、耳元で恨うらめしく問いかける。

「さぁ……そろそろはっきりさせるんじゃ……」

「な……何をだ……？」

「おんしゃ誰だれが本命なんじゃあああああ！」

　血の涙を流さんばかりのカリアゲの叫びに、周りの男達が怨えん嗟さの声を上げながら同調する。

「幼おさな馴な染じみ……生徒会長……眼鏡めがねっ娘こ……エロかわいい先せん輩ぱい……ドジっ子天使……最近ではいよいよ大和やまと撫子なでしこの早さ乙女おとめさんまで……」

「ま、待て……冷静に話し合おう。お前らは酷ひどく勘かん違ちがいをしている」

「おてて繫つないだり腕組んだりおっぱい当てられたりも全部ワシらの勘違いなんかのぅ？　ちったぁ考えてもの言わなあんだらっとったらかんどこらあぁん？」

「日本語で喋しやべれ」

「おふぅんっ！」

　櫻さくらの冷たい突っ込みに、涙を流してくずおれるカリアゲ。

「なんでじゃあ……こんななよっとしてひょろっとした男より、ワシの方がよっぽど漢おとこ気ぎ溢あふれる九州男児なはずじゃあ……およよよよ……」

「泣くなカリアゲ！　男が泣いていいのは親の死に目と……理り不ふ尽じんにモテまくるクラスメイトがいた時だけだ！」

『うぉぉぉぉぉん！』

　肩を組み、男泣きに泣き出す男子達。

（付き合ってられるか……）

　そのどさくさに紛まぎれ、櫻は自分の毛布を持ってこそこそと教室を抜け出した。

（教室じゃ寝られそうにないな……創そう遊ゆう研けんにでも行ってみるか）

　二組は女子部屋となっているし、一階の予備教室はお化け屋敷になっている。流石さすがにそんなところで寝られる気はしない。ちなみにアザミは同じクラスの女子達に「一緒に寝るの！」と連れて行かれてしまった。

（創遊研なら基本誰だれもいないだろ。岸きし良らは帰ったらしいし、鬼灯ほおずき先輩がいないから乾いぬい先輩もいないだろうし……琴こと宮みや先輩と彼方かなたは自分のクラスで寝るだろうから……）

　そんな事を考えながら階段を上り、視界に入った創遊研の部室は灯あかりがついていた。

（いるとしたら、田辺たなべ先輩か。まぁ田辺先輩なら一緒に寝ても平気だろ……）

「お邪じや魔ましまーす」

　無む造ぞう作さにドアを開け、足を踏み入れる。

　そして、ジャージの下を半脱ぎの遙はるかと、上を半脱ぎの彼方の姿が目に飛び込んできた。

「…………」

「…………」

「…………」

　そのまま三人、固まる事しばし。

「櫻君っ!?」

「なんでっ!?」

「いやっ！　これはっ！」

　我に返った二人の顔が一いつ瞬しゆんで真まっ赤かに染まる。彼方かなたは慌あわてて胸の前で両手を交差させ、遙はるかは慌ててジャージを穿はこうとして足をもつれさせ──

「きゃあっ！」

　そのまま、床に転んでしまった。

「せ、先せん輩ぱい！」

　思わず駆け寄ろうとする櫻さくら。

「ストップ！」

　しかし遙は倒れたまま、櫻の方に手のひらを突き出してそれを制止する。

「……後ろを向いて、教室を出て、扉を閉めなさい。そして、決して逃げずに待ってなさい」

「…………はい」

　言われた通りに、ロボットのように忠実に動く櫻。

　死刑宣告を待つ気分で佇たたずむ事しばし。

「……櫻君、もういいよ」

　彼方の声に促うながされ、二、三発殴なぐられる覚悟をしながら大人おとなしく入室した。

　先さき程ほど半脱ぎだったジャージをきちんと着直した二人が櫻を迎え入れる。一人は恥ずかしそうに顔を赤らめて、もう一人は顔を赤らめてはいるものの眉まゆを吊つり上げて。

「いくつか聞きたい事があるんだけど……まず、何な故ぜここへ？」

「……教室が、どうにも寝にくい雰ふん囲い気きで、ここなら誰だれもいないかなーと思って……」

「灯あかりがついてるのは分かったわよね？　どうして誰がいるか確認しなかったの？」

「……論理的思考によって推察した結果、中にいるのは田辺たなべ先輩である可能性が極めて高いという結論に達したので……」

　答える櫻の声はだんだん小さくなっていき、それに反比例するように遙の声は大きくなる。

「じゃあ最後。どうやってドアを開けたの？」

「……は？」

　最後の質問だけは、本当に意味が分からなかった。

「ドアには鍵かぎがかかってたはずよ。そして鍵はここにある。どうやって鍵を開けたの？」

　言って遙が掲げた右手には、確かに二階予備教室の鍵が握られている。首を傾かしげる櫻。

「……いえ、鍵なんかかかってませんでしたよ？」

「え？」

「俺おれ、普通に開けただけですけど……」

「そんなはずは……」

　不自然さの感じられない櫻の態度に、遙の顔にも困惑が浮かぶ。

　すると、彼方がドアへ近付いて鍵をかちゃかちゃといじり始めた。そして数回開けたり閉めたりを繰り返し、苦笑いを浮かべて振り返る。

「……鍵かぎ、壊れてるみたい……」

「……ああそう……」

　がっくりと肩を落とす遙はるか。櫻さくらは、ほらみろ噓うそなんかついてなかっただろ？　と、よほど言ってやろうかと思ったが、なんとか自重した。

「……分かったわ。櫻君は考えが足りなかった。私達は確認が足りなかった。どっちも悪かったという事で、この話は終わりでいいかしら？」

　決して譲ゆずれない事にはどこまでもしつこくなったりもするが、遙は基本的にこういったさばさばした性格である。それは遙の魅み力りよくだと櫻は思う。

「そう言ってもらえると助かります。すいませんでした」

　実際のところ、どっちも悪くておあいこなら、着替えを見た分櫻が得している。が、決して自分からは口にしない櫻であった。

「全く……ようやくゆっくり休めると思ったら……こんな……くだら、な……」

　気を抜いた途と端たん。

　ぐらりと、遙の体が揺れた。

「お姉ちゃん!?」

「先せん輩ぱい!?」

　櫻と彼方かなたが駆け寄るが間に合わない。

　倒れるか、という寸前、遙は右足を前に出して踏ん張った。

「痛っ……！」

　しかし、その顔が鈍い痛みに歪ゆがむ。

「お姉ちゃん？　どうしたの!?」

「……っちゃー、さっきこけた時にひねったのかな？　足首が……いたた」

「足首だけじゃないでしょう……先輩、顔色が悪いですよ？」

　遙の顔を覗のぞき込む櫻。先さき程ほどの遙のふらつきは、どう見ても貧血の類たぐいだった。

「お姉ちゃん……最近、家に帰っても遅くまで学園祭の事で色々とお仕事してて……昨日もあんまり寝てないから……」

　泣きそうな顔ですがりつく彼方に遙が微笑ほほえみ返すが、それが虚勢である事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「……先輩、足をつかないで下さい。俺おれに摑つかまって。琴こと宮みや、先に保健室に行ってくれ。先生がいなかったら湿布と包帯を探しといてくれるか」

「う、うん。分かった！」

　櫻の指示に、彼方が素直に従い急いで駆け出していく。

　それを見送る暇ひまもなく、櫻は遙に背を向けて座った。

「どうぞ」

「え？」

「おんぶですよ。乗って下さい」

「え……い、いや、いいわよ。そんな大した事じゃ……」

「大した事ない内に安静にして、さっさと治してしまいましょう。明日は記念すべき第一回学園祭なんですよ？　生徒会長には歩き回ってもらいますよ？」

「…………」

　櫻さくらに正論で諭さとされ、小さく口を尖とがらせる遙はるか。しかしその顔は櫻からは見えない。

「だから……今は、無理しないで下さい」

「……はい」

　しぶしぶ、といった感じで、櫻の背中に負ぶさる遙。

「じゃあ、立ちますよ」

「重いから、気をつけてね」

「俺おれも男ですよ。女の子の一人くらい、」

　勢いをつけて立ち上がり──そのまま静止。言葉の続きはない。

「……女の子の一人くらい、何？」

「……女の子の一人くらい、軽いもんです」

　言って、ゆっくり歩き出した。

（あれ、やばい思ってたより重い。保健室まで行けるかな。いやそのくらい行ってみせないと流石さすがに情けないぞ。というかほんと、俺はちゃんと体を鍛きたえた方がいいかもしれない）

　なんとも情けない心の内である。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫です！」

　それが強がりである事は、誰だれが見ても明らかだった。

「……じゃあ、大丈夫ね」

　だが、遙はそう言って、小さく笑ってその頼りない背中に胸を預けた。

「相あい上がみ君、スマイルリンクはどう？」

「おかげ様で、いい感じに仕上がってますよ」

「そう。期待してるわ」

「そっちこそ、生徒会長としてどうなんです？　第一回学園祭は成功しそうですか？」

「今日、準備中の様子を一通り見て回ったわ。どこも頑張ってくれてる。きっと楽しい学園祭になるわ。でも、一番盛り上げてくれそうなのは、やっぱり……」

「やっぱり？」

　階段を下りながら、息を吐きつつの櫻の返事。もう疲れ始めているのが分かる。

　櫻は少し目線を落として息を吐き、大きく息を吸うと同時に目線を強く前に向ける。

　意地になって平気なふりをしようとしているその横顔を後ろから覗のぞき見て、遙はるかは。

（あ……）

　胸がきゅうっと締め付けられるような息苦しさを覚えて、そして何な故ぜか、その耳元に口を近付けて囁ささやいていた。

「……正直に言うけど、本当に期待してるんだから」

　不意に耳を撫なでた熱い吐息に、櫻さくらの心臓がどくんと一つ大きく高鳴る。

「任せて下さい」

　反射的に、櫻は答えた。

「クラス企画も、個別企画も、先せん輩ぱいとの勝負も……全部、完全に、俺おれが勝ってみせます。だから、安心して負けて下さい」

　宣戦布告でしかないその言葉が、何故だろう、遙はたまらなく嬉うれしかった。

「……私のために頑張ってね」

「先輩のために頑張りますよ」
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　もう本人達にも、どこまで本気でどこまで冗談なのか分からなくなりつつあるやり取り。

　そのおかげなのか、櫻はなんとかへこたれる事なく遙を保健室まで連れてくる事が出来た。（……それにしても）

　急激に酸素を欲する脳みそで、櫻はぼんやりと考える。

　歩く度たびに、振動で背中に押し付けられる二つの膨ふくらみ。

　妹の彼方かなたよりも小さい事を密ひそかに悩んでいるとは言え、それは確かに女性特有の柔らかさを櫻さくらに感じさせている。

　だが、絶対に言えないな、と櫻は思う。

（……茉まつ莉り先せん輩ぱいの胸に慣れてるから、物足りないなんて……）

　言える訳がなかった。
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（……で、何な故ぜこうなるんだ……）

　創そう遊ゆう研けんの部室内で、櫻は川の字の一番右側を構成している。

　真ん中は彼方。左側は遙はるか。

　櫻は今、同じ教室内で、二人の女子生徒と並んで寝ているのだった。

　あの後。養護教諭より「全く大した事ない、一晩寝れば完治」とお墨すみ付つきを頂いて三人で部室へ戻ってきて、再び何故櫻がここへ来たかという話になった。

　二人を前に詳しい事が言える訳もないので、いびきがうるさい奴やつがいて眠れない、と適当な事を言うと、彼方がこんな事を言い出した。

「じゃあ、櫻君もここで一緒に寝ればいいよ！」

　いや待てちょと待てお前流石さすがにそれは、と反対する櫻と遙に、

「私とお姉ちゃんはどうせここで寝るけど、鍵かぎが壊れてるでしょ？　それはちょっと怖いから、男の人がいてくれたら安心出来るよ」

　理屈は分からなくもないけど、それ別の不安があるよね？　という意見には一言、

「櫻君なら大だい丈じよう夫ぶだよ」

　櫻にとっては真意の量り辛づらいその言葉で何故か遙も折れてしまい、一時間程ほど話したり遊んだりした後に、あれよあれよという間にこうして川の字の右側となってしまった。

（眠れねぇ……羊を数えても眠れねぇ……そもそも羊って英語で数えないと意味ないんだぜ？　あれって元々英語圏のおまじないで、「sleep」に似た言葉である「sheep」を繰り返す事によって自己催さい眠みん効果とリラックス効果を生んで眠りに落ちるという仕掛けなんだぜ？　ワンシープ、ツーシープ、スリーシープ……眠れねぇ）

　また何か悔くやしい事に、遙と彼方の二人はすでに安らかな寝息を立てているのである。正体不明の敗北感に打ちひしがれる櫻。

（くそう、気持ちよさそうに寝やがって……俺おれだって男なんだぜ？　襲おそっちまうぜ？　俺を甘く見たのが運の尽きなんだぜ？）

　隣となりで寝息を立てる、眼鏡めがねを外した彼方の頰ほおに指を伸ばし、ぷに、とつついてみる。

「ん……」

（噓うそですごめんなさい何もしてません寝てます）

　すごい勢いで毛布に包くるまる櫻さくら。

　彼方かなたはそのまま立ち上がり、自分の毛布を引きずって扉の方へと歩く。そして櫻の左側に毛布を落とし、外へ出て行ってしまった。

（……トイレか……焦あせったぜ……）

　これはチャンスだ、帰ってくる前に寝てしまおう、と必死で自らを睡眠導入しようとするが、当然上う手まくいく訳がない。すぐに彼方が帰ってきてしまった。

（ん……？　え……!?）

　帰ってきた彼方は、櫻の左側に落ちている毛布の上に寝そべり、そのまま毛布を巻き込みながら、あろう事か櫻の体に抱だきついてきた。

「んん……お姉ちゃん……」

（寝言に返事をしたら魂たましいを取られるんだぜ）

　あまりの緊張感にすっかりキャラが変わってしまう櫻。

　アザミと一緒に寝るのとは次元が違った。彼方の体は立派に女子高生である。茉まつ莉り程ほどではないものの胸も豊かだ。そして明らかに櫻に好意を抱いだいている。

（落ち着け。落ち着け俺おれ。彼方は寝ぼけてるだけなんだ。早まるな……）

「ん～……彼方ぁ……？」

　すると今度は右側から、彼方の寝言に答える遙はるかの寝言が聞こえてきた。

（これが話に聞く寝言同士の会話か……貴重な経験だ）

　冷静なふりをしてみても無む駄だである。愛いとしい妹に呼ばれたと思った姉は、眠ったままでも妹の体を求めてずりずりごろごろと移動する。

　そしてついに、櫻は右から遙、左から彼方の姉妹サンドイッチの具と成り果てた。

「うふふ……お姉ちゃん……」

　悪いた戯ずらな手つきで櫻の体をまさぐる彼方。

「んっ……もう、駄目よ彼方……」

　まんざらでもなさそうな声を上げる遙。

（こいつら、夢で何してるんだ……というかもしかして、毎日こんな感じなのか……？　このガチ百ゆ合り姉妹め……）

　右から密着する、スレンダーながら包容力のある肢し体たい。

　左から絡からみつく、成熟していながらも甘えん坊な身体からだ。

　その時、櫻の脳裏に天てん啓けいのように言葉が降ってきた。

（……寄せて両成敗？）

　それが櫻の限界だった。

（逃げよう。これ以上ここにはいられない。逃げよう。俺おれが強きよう靭じんな理性で本能を抑えて何もせずにこのまま眠る事が出来たとしても、明日の朝、もし万が一こんな状態で女子と眠っているところを誰だれかに見られでもしたら、それでなくとも広まりつつある女ったらしという不本意な印象がさらに強固なものとなってしまう。逃げよう。それは俺の崇すう高こうな理想にとって大変な足あし枷かせとなり得る。逃げよう。ところで俺がいつまでも逃げようとしないのは、決してこの感触から抜け出す事を惜しんでいる訳ではない。断じてない。逃げよう。さぁ、逃げよう）

　それからさらに一〇分程ほど二人の間で悶もん々もんとしていた櫻さくらは、最後の理性が千切れ飛ぶ前になんとか姉妹サンドを抜け出し、苦労して二人を抱だき合わせてその体に毛布をかけ、二階予備教室を脱出した。

　そして気を静めながら戻ってきた一年一組の教室。

　扉を開ける。月明かりにぼんやりと照らされるその部屋に、当然ながら女性の姿はない。

　男だらけのその部屋に絶大な安心感を覚え、教室の隅で毛布に包くるまり、男臭くさい香りに包まれて、櫻はあっという間に安らかな笑顔で眠りについた。
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　翌朝。

　ぼんやりと目を覚ました櫻は、いつの間にか自分の毛布の中にアザミがもぐり込んでいるのに気付き、寝ぼけ半分で苦笑した。

「お前はまた、俺のベッドにもぐり込んで……」

　囁ささやきながら、その小さな身体からだを抱きしめる。

　目覚ましが鳴るまでもう少し寝ていよう、と思う。

　なんだかベッドが硬いな、と思う。

　まるで教室の床の上に毛布一枚で寝ているようだ、と思う。

　あれ、と思う。

　そう言えば、昨日は学校に泊まったんじゃなかったか、と思い出す。

　何か、嫌いやな視線を感じる。

　おそるおそる目を開ける。

「やぁ……おはよう相あい上がみ君」

　目の前に、不気味な笑顔を湛たたえたシチサンの顔。

　周りには三〇人の男子生徒。

　その只ただ中なかで、櫻は、一つの毛布でアザミと抱き合って眠っていた。

「……………………これは、違うんだ」

「一つの毛布でアザミちゃんと眠っているように見えるが……何が違うのかね……？」

　寝起きで天パのしおれたテンパーが、不自然な程ほどの満面の笑みで詰め寄る。

「いやだから……つまり……」

「説明を……してくれるね？」

　目と口を薄く開いたイガグリから、思わず顔を逸そらしてしまう。

　説明をしてほしいのは櫻さくらの方だった。

（俺おれは昨日、確かに一人でこの教室へ戻ってきて、一人で寝た。アザミは二組の女子部屋へ連れて行かれたはずだ。なのに何な故ぜ、今、俺の腕の中にアザミがいる？）

　いくら考えても答えは出ない。

　それもそのはず、全すべては草木も眠る丑うし三みつ時どきの事だった。

　女子部屋で一人目を覚ましたアザミは、真っ暗くら闇やみの中を何故か誰だれにもぶつからず静かに部屋を抜け出し、一組男子部屋へ入り、これまた真っ暗闇の中で真っ直すぐ櫻の毛布に辿たどり着き、いつものようにもぐり込んで寝たのである。

　当然ながら、誰にもそんな事は分からない。

　アザミは櫻の腕の中で、天使のような寝顔で寝息を立てている。

「とりあえず……ワシらが一番確認したい事は、一つなんじゃあ……」

　普段の半分程のスピードでのっそりと喋しやべるカリアゲ。

　そして再びシチサンが、見たものの精神を不安定にさせる笑みで、櫻に囁ささやく。




「君はさっき……『また』と……言ったね？」




　櫻、アザミ魂たましいの兄妹きようだい説で全員が納なつ得とくするまで、一時間かかったという。













　　　第五章　スマイルリンク
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　九月二二日、土曜日。

　第一回穂ほ尾お付づき学園祭、及および第四四回鬼灯ほおずき祭さい、本番当日──





午前八時三〇分【体育館、学園祭開会式】






　穂尾付学園の体育館に、二〇〇人にも満たない数の全校生徒が集まっている。

　きらびやかな装飾の施ほどこされたステージには幕が下りており、その前で生徒会長の琴こと宮みや遙はるかが、生徒や教師達の視線を受けながら開会の口こう上じようを述べている。

「──皆さんもご存知の通り、校庭では鬼灯祭が同時開かい催さいとなります。一般の方に決してご迷惑をおかけしないよう、かつお互いに盛り上げていけるように、存分に楽しんで下さい。それでは──これより、第一回穂尾付学園祭を開催します！」

　言い終わると同時にステージの幕がゆっくりと上がっていく。巻き起こる拍手。その向こうに控えていた吹すい奏そう楽がく部が、幕が上がりきるのを待たずに演奏を始める。

　体育館は開放されているので、朝早くから祭りのために校庭に来ている一般の参加者達がなんだなんだと覗のぞきに来る。彼らと一緒になって体を揺らして演奏を聴きく生徒もいれば、自分達の企画のために早速体育館を出て行く生徒もいる。

　大人おとな達が主体の鬼灯祭に、学生達が主体の穂尾付学園祭。

　そのどこか奇妙な一日が、いよいよ始まった。





午前九時【一年一組教室、ミーティング】






　吹奏楽部の演奏が終わり、体育館からぞろぞろと人が吐き出されてくる。

　校庭では町内各地区の獅し子し舞まいがスタンバイしている。ここからしばらくは鬼灯祭の時間だ。

　とはいえ、一般客の大部分は二時間程ほど続く伝統芸能をずっとかじりついて見ている訳ではない。校庭に並んだ屋台を冷やかしながら、時に立ち止まって見つめる程度。関係者やお年寄りなどは終わるまで見ている客も多いが、特に若い客は早速校舎内に足を運ぶ者も少なくない。

　そのため校内ではすでに様々な出展が始まっており、それは一年一組の『スマイルリンク』も例外ではなかった。

　教卓で開始の音おん頭どを取るのは、クラス委員長の相あい上がみ櫻さくらではなく学園祭実行委員のシチサンだ。あまり出しゃばり過ぎるのも良くないだろうという櫻の判断だった。

「ではこれより、それぞれ持ち場につき任務を遂行してもらう！　その際、一緒にこの『スマイルの種』をばらまく事！」

　そう言ってシチサンが手に掲げたのは、小さくたたまれた謎なぞの紙。

「とにかく手当たり次第にばらまけばいい。子供から大人おとなまで、お年寄りにも積極的に！　種を持つ人間が増えれば増える程ほど、スマイルリンクは上う手まくいく！　配った人には必ず二時までに読むよう伝える事を忘れずに」

　自分達に与えられた『スマイルの種』を見ながら、その種が芽を出す瞬しゆん間かんを想像して今からわくわくが止まらないクラスメイト達。それを一番楽しみにしているのは、やはり企画を考えた櫻だった。

「かつてこれ程参加者を巻き込んだ学園祭企画があっただろうか!?　否いな！　他ほかのクラスが最大でも三〇人程度でやっているのに対し、数百人が仕掛け人となる我らの『スマイルリンク』。負ける訳が、ありまー!?」

『せぬゆえー!!』

　シチサンの言葉に、カリアゲ、イガグリ、テンパーに止とどまらず、クラスメイトのほとんどが拳こぶしを突き上げて唱和した。

　彼らは後に述懐する。「一回やってみたかった」と。

「あ、それと休憩は各自好きな時間に取るように。祭りを見るなり各おの々おのの個別企画に回るなり、そっちも忘れずに。それでは……任務開始！　散れぃっ！」

『アイ、サー!!』

（……本当に、ノリの良いクラスだな……）

　前に立っているのが自分でなくても見事に団結しているクラスメイト達を見て、ほんの少しだけ不安になる櫻であった。
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午前九時三〇分【一年一組教室、スマイルリンク】






　学園校舎一階の廊下を、二人連れの一般客の女性が歩いている。

　校内の出展が一般に開放されてから三〇分。すでに一般客がパンフレットを見ながら校内を歩き回っている。

　廊下には他にも客引きの生徒が一般客に声をかけていたり、何やら大道具らしき物を持った生徒が走り回っていたりと、実に学園祭らしい空気を醸かもし出している。

「模も擬ぎ店てんは後でいいよね？」

「まだお腹なか空すいてないしね。とりあえずお化け屋敷行こうよ！」

「私はこの脱出ゲームって気になるなぁ」

　とりあえず、一階予備教室で出展されている一年二組のお化け屋敷へと向かう二人組。

　その途中、二人は一年一組の教室の前で足を止めた。

「これ……なんだろ」

　扉に貼はり付けられている紙には『魔法の薬あります。※無料』と書かれている。

　胡う散さん臭くさい貼り紙とは裏腹に、教室の中から漏もれ聞こえてくるのは今流は行やりの音楽。それだけでも少し扉を開ける心理的な抵抗が小さくなる。

「無料だって。入ってみない？」

「ええ～、なんか怪しくない？」

「学園祭なんだから大だい丈じよう夫ぶだって。ほら、入ろ入ろ」

　おそるおそる、といった感じで教室に入る二人。

「はい、いらっしゃいませ！」

　扉を開けると、飾り気のない教室の中、大きな音量で響ひびいているＢＧＭに打ち消されないように大声で叫ぶ学園生の姿。

　入って左手側には机や椅い子すがまとめて寄せられている。それを見て女性二人は学生時代の掃除の時間を思い出す。

　手前には椅子が三脚並べられていて、その隣となりに教卓。教卓の前には四角い箱があり、その中にはコンクリートブロックが綺き麗れいに詰められている。

　そして、窓側に立つ学園生の前に、謎なぞの小こ瓶びんが陳列されている。

「どうぞこちらへ！　どうぞどうぞ！」

　学園生──櫻さくらの明るい笑顔に、女性達は若じやつ干かん警戒しながら近付いていく。

　その時、再び教室の扉が開いて二人組の女生徒が顔を覗のぞかせた。

「あの～、何かやってますか？」

「はい、やってますよ！　一組ずつご案内しますので、そこの椅子に座ってお待ち下さい」

　女生徒は並べられた椅子に座り「なんだろうね～」などと話し始める。先に入ってきた女性二人も、その様子に少し安心して警戒を解く。

　その一いつ瞬しゆんの表情の変化を見て、櫻がにやりと笑う。

「さて、それじゃあご説明します。ここに並んでいる小瓶ですが、実は飲むだけでものすごく力持ちになれる魔法の薬なんですよ」

「力持ち？」

「はい。まずですね、ちょっとあそこにある箱を持ち上げてみてもらえますか？」

　言って櫻が指差したのは、教卓の前に置かれたコンクリートブロックの詰まった箱。

　女性の一人が素直に箱に近付き、持ち上げようとする。椅い子すに座った女生徒達はそれを応援するように見ている。

「んっ……！　だめ、無理！　超重い！」

「二人がかりでもいいですよ」

「じゃあ……せーのっ……！　いや、やっぱ無理ぃ！」

　二人がかりで持ち上げてみても、箱はびくともしない。

　それもそのはず、箱の中には一つ一〇キログラムのブロックが八個入っている。つまり合計で八〇キロあるのだ。男でも簡単に持ち上げられるものではない。

「ではこちらへどうぞ」

　促うながされるまま、二人は箱を離れて櫻さくらの所へ戻ってくる。

「さて、そこでこの魔法の薬です。この薬を飲めば、あのくらいなら簡単に持ち上げる事が出来るようになるんですよ！」

「噓うそだぁ！」

「ところがこれが本当なんですよ～。どうぞ、どれでもお好きなものを一つ飲んで試してみて下さいよ」

「ええ～……じゃあこれで……」

「飲むの？　私も？　マジで？」

　躊ちゆう躇ちよしながらも、二人は適当に小こ瓶びんを選んで蓋ふたを開け、匂においを嗅かいでからちびりちびりと舐なめるように飲み始める。

「……なんか、ただの水？　っぽい」

「だね……」

「全部飲みました？　飲んだらあなたはもう力持ちです！　それじゃあもう一度持ち上げてみて下さい！」

　半信半疑、どころか一いつ信しん九きゆう疑ぎといった面持ちで再び教卓の前へ行き、箱に手をかける女性。椅子に座ったままの女生徒二人が目を輝かせてその様子を見守っている。

　女性は、持ち上がるはずがない、と思いつつも力を入れて箱を持ち上げた。

「おわっ!?」

　そして、あまりに簡単に持ち上がってしまったため勢いがつきすぎて、二、三歩後ろへ後ずさってしまった。

「……あはははは、何これ！　めっちゃ軽い！」

「は!?　なんで!?」

　もう一人の女性が、驚おどろいた顔で箱を受け取る。……やはり、軽々と持ち上げる事が出来た。椅子に座った女生徒達が「おお～」と拍手をしている。

「え、待ってちょっと待って、何これ？　え？」

　あり得ない出来事に混乱しながら、箱の中のブロックに触ってみると。

「あっははは！　発泡スチロールになってるぅ！」

「マジ？　いつの間に!?」

　ひとしきり笑った後、女性二人は説明を求めて櫻さくらの方を振り向いた。その視線に応こたえ、櫻は教卓の方へ歩いていき種明かしを開始する。

「実はですね、最初に持ってもらった箱は、この教卓の下です……ほら。お客さん達が魔法の薬を飲んでる間に、そこの女生徒二人が教卓を動かして、重い箱を隠したんです。で、もともと教卓の下にあった軽い箱を前に置く。後は動かした教卓の隣となりに椅い子すを並べ直して、何気なく座ってたって訳です」

　仕掛け人の女生徒二人は、あらかじめ教室の外で一般客が入るのを待っていた。大音量で流れているＢＧＭは、教卓や椅子を動かす時の音を隠すためだ。

「そっか～、あなた達もグルだったのか～」

「やられたわ……」

「大成功～」

「ぶいぶい」

　成功を喜ぶ女生徒に、騙だまされたにも拘かかわらず笑顔の女性。

「一年一組、スマイルリンクでした。学校の色んな所でやってるんで、よかったら探してみて下さいね。楽しんで頂けたら是ぜ非ひ人気投票に一票お願いします」

「人気投票って？」

「学園祭のパンフレットはもらいましたか？　その中に投票用紙があるんで、面白かった出し物に丸をつけて投票箱に入れて下さいね。あと、これをどうぞ」

　櫻に小さな紙袋を渡され、首を傾かしげる二人。

「これはなぁに？」

「お客さんに差し上げてる『スマイルの種』です。ちょっとしたお遊びですね。お昼の二時までには開けて読んで下さい」

「ふぅん……？　二時までね」

　この種が芽吹くのは午後二時半だ。全すべての種が芽吹くとは限らないが、配った種の半分でも芽吹けば御おんの字だ、と櫻は思っている。

「ありがとう、面白かったよ。友達にも宣伝しとく」

「っと、ちょっと待って下さいお客さん！」

　ひらひらと手を振って出て行こうとした二人を、櫻が慌あわてて止めた。

「すいません、もう一つお話があるんですよ」

　客を騙す行為自体は、スマイルリンクの第一段階でしかない。

　スマイルリンクは、ここからが本番と言っても過言ではないのだ。

「お客さん……次は仕掛け人になってみませんか？」

　騙だまされて笑顔になった客が、今度は仕掛け人となって別の客を騙し、笑顔にする。

　その笑顔の連鎖こそが『スマイルリンク』の真しん髄ずいである。

「私達が、仕掛け人に……？」

「はい。次のお客さんが来るまで外で待ってもらって、お客さんが来たらすぐに後から入ってきて椅い子すに座って下さい。で、そのお客さんが魔法の薬を飲んでる間に、今度はあなた達に教卓と椅子を動かしてもらうんです」

　学園生二〇〇名足らずに対し、一般客一〇〇〇人以上。その内の何百人という人数を、単純な客から企画の参加者として巻き込んでしまうのだ。

　ドッキリに引っ掛かっただけでも、それはそれでもちろん楽しい。だが、ドッキリで一番楽しいのは仕掛け人だ。必然、自分が一枚嚙かんだとなればその企画を応援したくなるし、人気投票などがあれば投票したくなるのが人情というもの。これが、櫻さくらが人気投票を生徒だけでなく一般客からも受け付けよう、と提案した事の真意だった。

「どうですか？　一緒に、誰だれかを笑顔にしてみませんか？」

　見知らぬ誰かにいたずらをするなど、良識のある大人おとながやっていい事ではない。

　だが、子供の頃ころのいたずら心を、大人は完全になくしてしまっているだろうか？

　それが学園祭という特殊な空間なら？　主しゆ催さいがあくまで生徒側なら？　やられた方が不快にならず笑顔になるいたずらなら？

　その状況で、子供の方から共犯を持ちかけられた大人が──

「……面白そうじゃん？」

　──こんな風に笑うのは、意外とある事なのではないだろうか？





午前九時四〇分【学園校舎二階廊下、スマイルリンク】






　二〇代半ばくらいの若いカップルが、二階のメイド喫茶を探して廊下を歩いている。

「どうせ女子高生のメイド服が見たいんでしょ～。変態」

「じゃあお前、着てくれる？」

「うーわ変態！」

「その変態の彼女は誰ですか～」

　いちゃいちゃしながら歩くカップルの他ほかにも、廊下にはたくさんの人がいる。

　校庭にはたくさんの屋台が並んでいるが、やはりそれと学園祭の模も擬ぎ店てんは別である。二階には飲食系の出展が二つあるため、校内では一番賑にぎやかであった。

　そんな人ごみの中、カップルの前をシルクハットを被かぶった男子生徒が歩いている。

「あの子は何でシルクハット被ってるんだろね」

「さぁ？　手品でもするんじゃねーの？」

　シルクハットは目立つ。カップルが何気なくその帽子を見ながら歩いていると、生徒がふと上を向いた拍子にシルクハットがころりと落ちてしまった。

「あらら」

　カップルの男の方が、身をかがめてそれを拾う。普段はしないような小さな親切も、彼女の前ではやってしまうものである。

「ぷっ！」

　しかし、男がシルクハットを拾おうと身をかがめた瞬しゆん間かん、女が小さく吹き出した。

「あ？　何？」

「ぷっくくく……あはは、ねぇ、その帽子どうするの？」

　堪こらえ切れない、というように小刻みに笑いながら、女は男にそんな事を言う。意味が分からずに眉まゆを顰ひそめる男。

「どうするって……アイツに返すだろ……は？」

　そして前を向いた時、男は自分の目を疑った。

　シルクハットを落とした男子は、シルクハットを被かぶっていたのだ。

「あは、あははははは！」

　間の抜けた男の顔を見て、女はついに声を上げて笑い出した。よく見ると、周りの人間も何人かくすくすと笑っている。

「……ちょっと、あのさ」

「何か？」

　男が声をかけ、シルクハットの男子生徒が振り向く。

「いや……アンタ今、これ落とさなかった？」

「む？　私はこの通り、帽子を被っていますが？」

　男子生徒は自分の被ったシルクハットを手に取り振ってみせる。サラリーマンのような七三分けの髪型が揺れる。

「はぁ……？　いや、でも……は？」

　自分の持ったシルクハットと、生徒の持ったシルクハット。男は混乱し、その二つの間で目線を行ったり来たりさせる。

「くくく……あのね、あんたが帽子拾おうとしてしゃがんだ瞬間に、あの子がすかさず新しい帽子を被ったの！　意味分っかんない、マジウケる！」

　女の身振り手振りでの説明を受け、ようやく理解した男は脱力しながら笑った。

「なぁんだよそれ、下らね～……」

「はっはっは、申し訳ない。一年一組のスマイルリンクというドッキリ企画でした。他ほかにもあちこちで色々やってますんで、是ぜ非ひ探してみて下さい」

「こんな下らねーのばっかり？」

「いえいえ、手の込んだドッキリもありますよ？　また上う手まい事騙だまされたら、パンフレットの人気投票用紙で是ぜ非ひ一票を！」

「こんなんに入れねーよ！」

　笑いながらシルクハットを投げ返す男。

　男子生徒はそれを受け取り、しかし再び男の方に差し出した。

「では、ご一緒にいかがですか？」

「あん？」

「今私がやったのと同じ事をやって、あなた方が他ほかのお客さんを騙すんですよ……」

「うわ、それちょっとやってみたいかも」

　興味津しん々しんに食いついたのは女の方だった。男に差し出されたシルクハットを横から奪うばい、自分の頭に載せてみる。

「でも、向こう向いているのに相手がしゃがむ瞬しゆん間かんに上手く出来る？」

「廊下の向こうをご覧らん下さい。あそこで手を振っているのが仕掛け人Ｂです。相手が帽子を拾おうとしたら、即座に合図を出してくれます」

「ああ、そうなってたんだ！　ねぇねぇ、あたしちょっとやってみたいんだけど」

「はいはい、やってみりゃいいじゃん」

「仇かたきは取ったげるからね！」

　にっこりと笑って、女は二つ目のシルクハットをその胸に抱だいた。





午前九時五〇分【昇降口前、スマイルリンク】






「ヘイそこな少年、一勝負いかがかな？」

　屋台のくじ引きをするために、お小こ遣づかいをもらおうと親を探してぱたぱたと走り回っていた少年が、学園校舎の昇降口前で天然パーマの男子生徒に声をかけられ、その足を止めた。

　昇降口前には机が二つ向かい合わせに並べられており、男子生徒はその片方に座っている。

　机の上にはばらばらのトランプ。側面には「トランプタワー対決」と書かれた貼はり紙。

「一分以内にどっちが高くトランプタワーを組めるかの勝負だ。参加費は無料。そっちが勝ったら校内で使える学祭券を一〇〇円分プレゼントだよ」

「へぇ、負けてもタダ？　ほんとに？」

「この天パに誓って」

　タダならば、という事で少年は勝負の席に着いた。なんの偶然か、少年は今トランプタワーに少し凝こっており、密ひそかに自信があったのだ。

「では、よーい……スタート！」

　男子生徒の号令で、少年は早速タワーを組み始める。その手つきは危なげなく、あっという間に土台の山が出来上がっていく。

（一分か……上う手まくいけば三段いけるか？　とりあえず、まずは確実に二段を……）

「あっ！」

　その時、少年の背後で誰だれかが短い声を上げると同時に、がらがらと派手な音が聞こえた。

　少年がつられて顔を向けると、イガグリ頭の生徒が転んで木材をばらまいていた。

（あ～あ、かわいそうに……っと、トランプトランプ）

　少年が顔を背そむけていたのは、ほんの数秒だった。

　そして少年がトランプタワーの事を思い出し、前に向き直った時──正面の机では、男子生徒がトランプタワーの四段目を組み上げようとしているところだった。

「噓うそぉ!?」

　驚おどろいた拍子に、少年のトランプタワーが崩れてしまう。しかしそこからまた組み直そうとはせず、男子生徒のタワーをただ呆ぼう然ぜんと見ている。

「いや、無理だよ！　絶対無理！　え!?」

　その少年の反応を見て、回りのギャラリー達が笑っている。

　何が起きたのか理解出来ず、頭上に「？」マークを浮かべる少年に対し、男子生徒はにやりと笑い、自分のトランプタワーの一番上の一枚をひょいと持ち上げた。

　すると、その下のトランプが全すべて一いつ斉せいに持ち上がった。

「は!?　ははは、何だよそれ！　ずっりぃ！」

「はっはっは、予あらかじめ透明なテープでがちがちにくっつけておいたのさ！　少年が後ろを向いてる間に、昇降口の中に隠れてた仲間が素早く机の上に載せたって寸法よ」

「え？　じゃあ後ろで転んでたのも？」

「そう、俺おれの仲間だ」

「なんだよも～！　騙だまされた！」

　ばん、と机を叩たたきながらも、少年は笑っている。その様子にまた周りの人間が笑い、一帯は明るい笑い声に、え、なになに、と人が集まってくる。

「一年一組、スマイルリンクでした～。良かったら後で家族とか友達とか連れてきてくれな。ところで少年……次はこっち側に座ってみないか……？」





午前一〇時【校庭神楽かぐら舞台前、スマイルリンク】






「すいません」

「ん？」

「あらまぁかわいらしい」

　獅し子し舞まいを追いかけていた三人組の家族連れは、その手に日本人形を抱だき、頭にウサギの耳のカチューシャをつけた背の低い女子生徒に呼び止められた。

「シャッター、押してくれませんか」

　差し出されたデジカメを見て、中年の父親は申し訳なさそうな顔をする。

「あ～、私ゃこういうカメラはよく分からんのだけどねぇ……母さん、分かるか？」

「知りませんよぉ」

「大だい丈じよう夫ぶ。この画面に見えてる範囲が移る。あとはこのボタンを押すだけ」

「ああそう？　ここ押せばいいのね？」

「ん、ん」

　中年にデジカメを渡すと、ウサ耳の小さな女生徒は日本人形を抱いたまま神楽かぐら舞台の前まで走っていき、振り向いてピースをした。

「はいはい、それじゃ撮るよ～。はい、チーズ」

　かしゃり、と音がする。父親は撮った写真の確認方法を知らないので、これで撮れたのだろうと思い女生徒に手を振る。

　こくり、と一つ頷うなずいて、女生徒が家族連れの方へと戻ってくる。

　その途中、女生徒と家族連れの間を二人の男子生徒が大きなベニヤ板を持って運んでいき、家族連れの視界から数秒だけ女生徒の姿が消えた。

　そして、二人の男子生徒がベニヤ板を運び去った後。

「いやぁ、助かったんじゃあ！」

　その手に日本人形を抱き、頭にウサギの耳のカチューシャをつけた刈かり上げ頭の大柄な男子生徒が、手を振りながら家族連れの方へと寄ってきた。

「…………」

「…………」

「…………」

　父親も母親も、まだ幼い子供までもが目を丸くして男子生徒のウサ耳を見つめている。

「き、君は？　さっきの小さい女の子は……」

「何を言っとるんですか？　さて、ちょいと写真を確認……おお、上う手まい事撮れとるじゃないですか！」

　父親の手から強引に受け取ったデジカメを操作して、先さき程ほど撮った写真を表示させて父親に見せる。そこには間違いなく、その手に日本人形を抱き、頭にウサギの耳のカチューシャをつけた刈り上げ頭の大柄な男子生徒が写っていた。

「……おい母さん……私ゃ小さい女の子に頼まれたと思っとったんだが……」

「いえいえ確かにそうでしたよぉ。あらま～……」

　デジカメの画面を覗のぞき込んでしきりに首をひねる二人。

「あ！　おとーさん、おかーさん！」

　すると、唐とう突とつに子供が声を上げた。その指差す方向を見ると……

「あ！　そうそうあの子！　あの子の写真を撮ったはず……？」

　先さき程ほどベニヤ板が運ばれていった方から、最初に写真を撮ってくれと頼んだ小さな女子生徒がちょこちょこと小走りで寄ってきた。その後ろにはベニヤ板の二人組もついてきている。

「？？？」

　混乱して目を白黒させる夫婦に、刈かり上げの男が説明を始めた。

「いや～すんません。実は、あのベニヤの後ろにワシが隠れとったんですわ。そいで、ベニヤでそちらから見えなくなった時に人形とウサ耳を受け取ったっちゅう訳でして」

「……ああ、ああなるほど！　そういう事か！　ん？　でも写真は？」

「予あらかじめ撮っておいただけですわ」

「あっはっは、やられましたねぇあなた」

　再び日本人形とウサ耳を装着し、女生徒は楽しそうに笑う夫婦にぺこりと頭を下げた。

「一年一組、スマイルリンクに清き一票を。他ほかにも色んな所でやっとるんじゃあ、楽しんで下さいのう。あとこれを……」

「これは？」

「スマイルの種ですわい。太たい鼓こが始まるまでに読んで下さいや。ところで旦だん那なさん方……」




　──こうして『スマイルリンク』は学園各所で行われ、一般客を巻き込みながら『スマイルの種』をばらまいていった。

　ドッキリという企画の性質上、一度騙だまされた者が他のやつも騙してやろうと友人や家族を積極的に巻き込むため、種は予想以上の勢いで会場中に散らばっていく。

　その種が一いつ斉せいに芽吹くのは、午後二時半の事である。




　　　　　三





午前一〇時三〇分【一階予備教室、お化け屋敷】






　櫻さくら達『魔法の薬』チームは、一いつ旦たん中断して自由時間とする事にした。

　せっかくの学園祭なのだ。櫻とてスマイルリンクばかりをやっているつもりはない。せめて知り合いがやっている企画には一通り顔を出しておこうと考えている。まずは昇降口へと向かい、受付で学祭券をひとまず一〇〇〇円分購入する。

（とりあえず、彼方かなたのとこからだな……と、その前にアザミを迎えに行くか）

　学園祭を回る時はアザミと一緒に、と決めている。

　櫻さくらは校庭へ向かい、スマイルの種を蒔まいている最中のアザミ達に自由時間にしようと持ちかけ、アザミと一緒に校内へ戻った。

　まず最初に向かったのは、一年二組のお化け屋敷だ。出口から三年生の男女二人組が駆け出してくるのを見て、意外と怖いのか？　などと思いながら櫻は受付へ向かう。

「あ、いらっしゃい相あい上がみ君。アザミちゃん」

「今、入れる？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。一組、なんか面白い事やってるらしいね？　後から遊びに行くから！」

「一二時まで休憩だから、来るならそれからな」

「はいはい。ではどうぞ～」

　教室前で受付をやっている二組の女子に学祭券を渡し、櫻はアザミの手を握って暗幕のかかった扉をくぐった。

　中はほとんど真っ暗で、ぽつりぽつりと置かれた行灯あんどんの淡い灯あかりだけが、足元を薄ぼんやりと照らしている。そしてＢＧＭは日本語かどうかも分からない不気味な歌。

「結構雰ふん囲い気き出てるな……アザミ、怖いか？」

「んーん」

「だろうな……」

　アザミがお化けや心霊現象を怖がる様を、櫻は一度も見た事がない。アザミには退屈かもしれないな、と思いながら、その手を引いて歩き出した。

　まっすぐ進んで突き当たり。一つだけ置かれた机の上に、枯れた花が挿ささった花か瓶びん。

　その横を通り過ぎる時、いきなり足首を摑つかまれて櫻は小さく声を上げた。

　よく見ると、机の下はダンボールで壁かべが出来ていて、そこに開いた穴から出てきた手が櫻の足首を摑んでいる。手はすぐに離れ、ダンボールの中へと引っ込んだ。

（花瓶に意識を集中させておいて下からか……それにしても、中の人も大変だな……）

　ダンボールの中に座ってじっと客を待っているのであろう誰だれかを心の中で労ねぎらう。

　道は左に二回曲がり、方向的にはＵターン。ルートは単純に教室の中をＭの字に歩くだけだ。

　曲がった直後、目の前で何かが動いて櫻は一いつ瞬しゆんびくりと身をすくませる。

「……なんだ、鏡か」

　次の道は、左右の壁の様々な高さに向かい合わせの鏡が並んでいた。合わせ鏡が続くその通路は、それだけでもなんとなく不気味なものを感じさせる。

　二人して鏡を覗のぞきながら通路を進んでいくと、唐とう突とつに女性の悲鳴が聞こえた。

　これには流石さすがにかなり驚おどろいた櫻だが、実はこの悲鳴は仕込みではなかった。

　通路の最後の鏡は実は枠だけで、ダンボールで作られた壁の中に隠れた生徒が、ゾンビマスクを被かぶってそこから顔を出すという仕込みになっている。

　そして仕込み通りにそこから顔を出した女子生徒が、通路に置かれた行灯に下から照らされて影の出来た、アザミの抱だく日本人形の依より子こと真正面から目が合ってしまい、恐怖の悲鳴をあげたのだ。

（お化けを逆に脅おどかしてどうする……）

　壁かべに開いた穴を覗のぞき込もうとするアザミを引っ張り、次の通路へ。

　その通路では、どこからともなく猫の鳴き声が聞こえてくる。

（……ずっと聞いてると、ループしてるのが分かるな。それでも結構不気味だ）

　ゆっくり歩いていると、そのループしている鳴き声に違う鳴き声が重なった。

「にゃあ……にゃああ……」

　その声がどうにも背後から聞こえるような気がして、振り向く櫻さくら。

　するとそこには、猫の耳と尻尾しつぽが生えた白装束の人間が、頭こうべを垂れてにゃあと鳴きながら、四つん這ばいでひたひたとついて来ていた。

　後はこの化け猫に追いかけられながら最後の通路を出る、という流れなのだが……櫻は不意にその場に立ち止まり、化け猫に話しかけた。

「……琴こと宮みやだろ？」

「……にゃ……にゃあ？」

「顔上げろって」

「にゃあ～……」

　言われて素直に顔を上げた化け猫＝彼方かなたは、拗すねたような上うわ目め遣づかいで櫻さくらを見上げた。暗くて分かりづらいが、その頰ほおにはひげも描かかれている。
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「ははっ、似合ってるじゃないか。なぁアザミ？」

「ん。かにゃた、かわいい」

「……にゃっ！」

　ぺしぺしと、二人の足に彼方の猫撫なでパンチが炸さく裂れつする。それは抗議のようでも照れ隠しのようでもあった。

「琴こと宮みや……例の件、よろしく頼むな」

「うん。頑張ろうねアザミちゃん」

「ん」

　他人が聞いても意味の分からない事を、三人は小声で確認し合う。櫻が知り合いの企画を回るのはこの声かけが重要な目的でもあった。

「じゃあ行くわ。また後で」

「ばいばい、かにゃた」

「にゃあ～」

　化け猫に戻った彼方の声を背中に、櫻とアザミは左右の壁かべから無数の手が突き出てくる通路を通ってお化け屋敷の出口へと向かった。





午前一一時【二年一組教室、メイド喫茶】






「お待ちのお客様、お次三名様ご案内しま～す」

　まだ昼前だと言うのに、メイド喫茶は大盛況だった。入店待ちの列が廊下にずらりと並んでおり、案の定と言うかなんと言うか、そのほとんどは男性客だった。

　扉の前で客引きをしているのは、小柄なのにわがままボディ、濡ぬれ黒に光るツインテールの学園一の美少女メイド。

　無視するのもどうかと思い、櫻は小さく声をかける。

「……繁はん盛じようしてますね、守かみ垣がい内と先せん輩ぱい」

「……あら相あい上がみさん。いらっしゃいませ」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ睨にらみ合い、二人は即座に極上の笑顔を作る。互いに敬語を使うのも苗みよう字じで呼び合うのも随ずい分ぶんと久しぶりの事だ。

　必要以上に言葉を交わす必要もない、と一言挨あい拶さつした後、すぐに列の最後尾に並ぼうとした櫻を芽明めいあが呼び止めた。振り向くと何やら手招きをして耳打ちの仕草をするので、仕方なく引き返し身を屈かがめて耳を貸す。

「……並ばないで、そのまま帰ってくれない？」

　いきなりそんな事を言われ、流石さすがに櫻さくらの外そと面づらも歪ゆがみかける。しかしなんとかそれを抑え、顔を寄せて小声で返す櫻。

「……客に対する言い草じゃないな。だいたい、俺おれは茉まつ莉り先せん輩ぱいに用があるんだよ」

「だったら呼んであげるから」

「なんだ？　何か見せたくないものでもあるのか？」

「櫻だって見たくないと思うけどね」

「……？　なんだよそれ」

　芽明めいあが何を忌き避ひしているのか全く想像がつかず首を傾かしげる櫻。そんな事を言われると逆に好奇心が刺激され見たくなってしまうものだ。

　それを察した芽明は、酷ひどく言い辛づらそうに口を開いた。

「……兄にい様さまが、女装してメイドをやってるのよ」

「…………」

「私は反対したんだけど、クラスのヤツらがどうしてもって……鬼灯ほおずきのお爺じい様さまにはしばらく大人おとなしくしてろってすごく怒られちゃったし、兄様も嫌いやがらないし……でもなんか、櫻にだけは見られたくなくて……」

　櫻は想像する。いつもとろんと眠そうな表情の、ただでさえ少女と見み紛まがうばかりの白金の髪の美少年。守かみ垣がい内と明あき芳よしが、化粧をしてメイド服を着ている姿を。

（……やばいっ！）

　背筋にぞくりと寒気を覚え、慌あわてて頭を振ってその想像を打ち消す。色々な意味で、確かにそんなもの目にしたくはないと心の底から思った。

「……すまん、茉莉先輩呼んでもらっていいか」

「ん。ちょっと待ってて」

　教室の中に入っていく芽明。櫻はアザミに向かって声をかける。

「アザミ、ご飯は隣となりで食べような」

「オムライスは？」

「今度家で作ってやるから、今日は違う物で我慢してくれ」

「じゃあたこ焼きがいー」

「ああ、下でおっきいのも買おうな」

「おー」

　嬉うれしそうに繫つないだ手をぶんぶんと振るアザミと、優やさしく笑う櫻。傍はたから見ればやはり仲の良い兄と妹のようにしか見えなかった。

「さーくーら君っ。アザミちゃんもいらっしゃい！」

　その時、教室からぴょこんと飛び出てきた茉莉のメイド姿に、並んでいる男性客から小さな歓声が上がった。

（くっ……なんという破壊力！）

　そのメリハリのあるプロポーションは今風の見た目重視のメイド服との相性が素晴らしく、特に強調された胸と計算された絶対領域が男達を魅み了りようして止やまない。

　しかし、櫻さくらが最も目を引かれたのは、髪型だった。

　茉まつ莉りは調理も担当しているため、邪じや魔まにならないように後ろ髪をアップにしていた。そこへメイド服用のヘッドドレスを着用しており、それらが普段の茉莉とはまた違った魅力を櫻に感じさせた。

　芽明めいあと茉莉。全く違ったタイプの二人の美少女が、メイド服を身に纏まとって並んで立っている。今この場所に居合わせた幸運に、男達は心から感謝した。

「どう？　似合う？」

　無邪気に笑いながら、その場でくるりとターンする茉莉。

（かわいいです！　めちゃくちゃかわいいです！）

　櫻を含め、その場にいる男達全員の心が一つになった瞬しゆん間かんだった。

「ごめんね櫻君、お客さんいっぱいでさ。ちょっと並んで待っててね」

「良いい事じゃないですか。俺おれはとりあえず隣となりに行ってみますよ」

「え～、あたしのオムライス食べてくれないのぉ？」

　拗すねた顔もまたかわいらしい。

「すいません、昼からまたクラスに戻らないといけないんで……茉莉先せん輩ぱいの手料理、ものすごく食べてみたいんですけどね」

　お世せ辞じでもなんでもない櫻の本心を聞いて、茉莉がからかうように目を細める。

「そっか……じゃあ、今度二人っきりでご馳ち走そうしてあげよっか？」

　茉莉の小悪魔的な言葉にもだんだんと耐性の出来てきた櫻は、同じような顔を作って余裕の態度で茉莉にやり返す。

「いいですね、その時は是ぜ非ひメイド服でお願いしますよ」

　その切り返しに一瞬目を丸くしたものの、すぐに楽しそうに笑って、櫻の耳に息を吹きかけるようにウィスパーボイスで囁ささやく茉莉。

「……あたしにご奉仕させたいの？　ご主人様」

「くっ！」

　一気に頰ほおを赤らめて悔くやしそうに顔を逸そらす櫻。やはり茉莉が一枚上うわ手てだった。
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「ふふっ。櫻君はかわいいなぁ。それで？　何か用事って聞いたけど？」

「ああ、用事と言う程ほどの事でもないんですけど、昼から上う手まく会えるか分からなかったんで今の内にと思って。あの、例の件、よろしくお願いしますね」

「ん、分かってるよん。ちょっと恥ずかしいけど……アザミちゃんも一緒だもんねー」

「ねー」

　小首を傾かしげ合う二人。一歩離れてアザミ側と茉まつ莉り側からそれぞれ写真を撮りたい、と本気で櫻さくらは思った。

「じゃあ、忙しいだろうしもう行きますね」

「うん、ごめんね。お昼から来れそうなら来てね！」

「先せん輩ぱいもうちのクラスに遊びに来て下さいね」

「茉莉、ばいばい」

「ばいばいアザミちゃん。またねー」

　手を振って教室へ戻る際、茉莉が芽明めいあの肩にぽんと手を置く。

「ありがとね、芽明」

「はいはい」

　そして芽明が茉莉の背中を手の甲でぽんと叩たたいたのを見て、はて、と櫻は首を傾げた。

「なぁ芽明……なんかお前ら、仲良くなってないか？」

「気のせいでしょ。それより櫻、分かってるとは思うけど……」

「分かってる。昼からも来ない。お前も、明あき芳よしがメイド服姿でうろうろしないようにちゃんと見張っとけよ」

「兄にい様さまならやりかねないわ……」

「……まぁ、お前も大変だよな」

　夏休みの一件以来、櫻さくらが守かみ垣がい内と兄妹きようだいに対して抱いだく感情は複雑だ。

　許せない思いと、同情的な思い。アザミを巻き込んだ点で若じやつ干かん前者の方が勝まさっているものの、境遇には共感出来るところも多い。

　それは芽明めいあの方も似たようなもので、二人は互いにどう接すればいいのか分からず、なるべく顔を合わせないようにしている。

　なので今も、それ以上特に何を言うでもなく二人は別れた。

　ただ──アザミと茉まつ莉りと芽明、三人の美少女と親しげにしている櫻に対し、メイド喫茶に並んでいる男達からの嫉しつ妬とと羨せん望ぼうと憎ぞう悪おの視線が突き刺さるだけだった。





午前一一時三〇分【二階予備教室、創作遊ゆう戯ぎカジノ】






　二年二組のクラス企画である『鬼灯ほおずきまちゅり』のミニ屋台で『ちゃこ焼き』『焼きちょば』『ふりゃんくふると』などを買って軽く空腹を紛まぎらわした櫻とアザミは、隣となりの予備教室へとやって来た。

　二階予備教室。ここで行われているのは、創そう遊ゆう研けんによる個別企画『創作遊戯カジノ』だ。

　二階に飲食系の企画が固まっている事もあり、食休みや時間待ちでこちらへ流れてくる客も多く、これは立地条件の幸運と言えた。

　扉を開けて中に入る。中には机を寄せて作ったギャンブル台が五台あり、創遊研のメンバーがそれぞれ一人ずつついている。

　とりあえず目に入ったのは陣じん内ないだ。ベスト姿に蝶ちようネクタイという格好は残念ながらあまり似合っておらず、いつもの無愛想な雰ふん囲い気きのせいもあってあまり客はついていない。

　男性陣は皆同じ格好をしており、和かず貴たかのテーブルはその巧たくみな話術でカップルを引きつけ、夏か凪なぎのテーブルには、見た目だけなら文句のない美形である夏凪のびしっと決まったベスト姿につられて、学園の生徒も含めて若い女性が集まっている。

　そして、遙はるかとよもぎがいるはずの二つのテーブルは、男性客に囲まれて二人の姿が見えない程ほどだった。

　それもそのはず──

（なっ……！）

　遙とよもぎは、バニーガールのコスプレをしていたのだ。

　バニーガールといっても、流石さすがにハイレグレオタードを着ている訳ではない。胸元を白いフェイクファーが飾る、チューブトップの黒いワンピース。それにカフスとウサ耳カチューシャをつけた、露ろ出しゆつ度ど的にはそれほどでもない衣い裳しようだ。

　だがしかし、着ている方の素材が良い事もあり、愚おろかな男共が次々と釣つれる。特に、時折思い出したように自分の格好を恥じらう遙の様子は男のツボをくすぐった。

（こ、これは……もう少し、ちゃんと見たいような……）

　人と人の隙すき間まを探し、遙はるかのテーブルの周りをさり気なくうろうろする櫻さくら。後ろからは見られるのだが、やはり出来るなら正面から見てみたい。

　すると、視界の端をちらちらする櫻に気付き、遙が顔を上げた。

「……っ！」

　ぼん、と音が聞こえそうな程ほど、一いつ瞬しゆんで遙の顔が真まっ赤かに染まる。
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「……！　……！」

　声は出さず、しきりに手を振って「しっ！　しっ！　あっち行け！　帰れ！」と必死で訴える遙。もう少しそのまま見ていたかったが、周りの男達まで目線を向けてきたので櫻は大人おとなしく遙のテーブルを離れた。

　続いてよもぎのテーブルに近付く。よもぎはいつものように、特に衣い裳しようを恥じらう様子も見せずに淡々と客とのゲームをこなしている。

（……やっぱり鬼灯ほおずき先せん輩ぱい、純粋な論理ゲームはめちゃくちゃ強いな……）

　しばらく見ているとよもぎが櫻に気付き、今やっているゲームを終わらせて、次の客に断ってから席を立った。

　目の前に来たよもぎを思わずまじまじと見てしまう櫻。普段から制服のスカートが長めなよもぎのミニスカートに黒ストッキング姿は、それだけで言いようもない色気を感じる。しかも白く細い腕は肩からむき出しで、手首だけがカフスで隠されているところがより一層蠱こ惑わく的な雰ふん囲い気きを高めていた。

「さーくん、いらっしゃい。じんくんのとこならすぐに空あくと思いますよ」

「いえ、とりあえずはいいです。例の件、もう一度お願いしておこうと思って」

「はい。でも、あまり上う手まく出来ないと思いますよ」

「全然構いませんよ。お願いします」

　ぺこりと頭を下げる櫻さくらに応こたえ、よもぎも頭を下げたところでアザミと目が合った。

　しばし無言で見つめ合う二人。二人が顔を合わせた時は、まず最初にこの見つめ合う時間があるのが常だった。

　無言、無表情、無反応。似たもの同士、何か通じるものがあるらしい。

「……あーちゃんも、お願いします」

「ます」

　ぺこりと頭を下げ合う二人。そしてよもぎはゲームのテーブルへと戻っていった。

　ゲームの合間を見計らって和かず貴たかと陣じん内ないにも軽く声をかけ（夏か凪なぎとはお互いに無視）、最後に遙はるかに小さく会え釈しやくして教室を出る。

　自分から追い返したにも拘かかわらず、結局櫻が声をかけてこなかった事で少しだけ頰ほおを膨ふくらませる遙だった。





正午【校庭神楽かぐら舞台、神楽】






　校内放送が正午を告げると、校庭に組まれた神楽舞台にて、鬼灯ほおずき祭さいのメインイベントである神楽がいよいよ始まった。

　演目は御おん嶽だけ神楽一番『五ご方ほう礼れい始し』。読んで字の如ごとく五方への礼で始まる、清めの舞である。

　神楽舞台の上では五人の神官が、それぞれ五色に色分けされた狩かり衣ぎぬを纏まとい幣ぬさを持ち、五方を司つかさどる五ご行ぎようの神、すなわち木の神クグヌチ、火の神カグツチ、土の神ハニヤマヒメ、金かの神カナヤマヒコ、水の神ミズハノメへの礼を舞い納める。

　どうしても若い人々はあまり興味を持てないようで、舞台の周りは中年や老人の姿が多い。一般客だけでなく学園生達も、屋台や校内のイベントの方に行ってしまう。

　そんな中、見るとはなしに舞台の方へ目を向けている男女がいる。

「櫻達はどこにいるんだろうなぁ？」

「なんか、色んなとこで色々やってるって言ってたけど……」

　相あい上がみ豊ゆたかと波は名な城しろ夕ゆう楓か。二人で仲良く愛する我が子の姿を見に来たのだ。

「ま、時間あるし。ゆっくり回ってみましょ」

「そうだな。とりあえず、校内に行ってみるか」

　手が触れない程度の距離で、並んで歩き出す二人。

　本当なら夕ゆう楓かは、豊ゆたかと腕を組むくらいの事はしてみたいのだが、豊の事情を知っているため一定の距離を保ち続ける。

　俺おれ達は女を幸せに出来ない。だから女を愛するな。豊を蝕むしばむその呪のろいを、夕楓もまた櫻さくらと同じように解こうとしている一人だ。

　櫻は、自分が結婚して子供を作り、奥さんも子供も幸せにする事で、そんな呪いなど存在しないのだと証明しようとしている。

　それに対し夕楓は、自分が豊の隣となりで幸せでいる事で、少しずつ少しずつその呪いを解いていこうとしているのだった。




　二人は自分たちの高校時代を思い出しながら、懐なつかしそうに校内に足を踏み入れた。

「三時から、体育館でカラオケ大会やりまーす！　見に来て下さいねー！」

　途と端たんに前方からチラシを突き出され、驚おどろきながら夕楓が受け取った。

「お料理部でーす。二階の家庭科室でお菓子作ってまーす」

　少し歩くと横から小さな手作りクッキーの袋を差し出され、笑いながら豊が受け取る。

「三階視聴覚室で、自主制作ショートフィルムを一日中リピート中です！」

　カメラを回しながら近付いてきた男子生徒には、豊は撮るな撮るなと顔を隠し、夕楓はふざけてダンスのステップを披ひ露ろうする。

　校内ではたくさんの生徒が元気よく駆け回っており、豊も夕楓も、久しく感じていなかった学生時代の文化祭の空気に心が浮うわつき始める。

「ねぇねぇ、占いとかあるわよ」

「いや、それよりこっちの『昔の遊び場』とやらに……」

　そして二人は、パンフレットを覗のぞき込みながら歩いていたせいで、正面から歩いてきた客とぶつかってしまった。

「おっと、すいません！」

「あ、いやいや。こちらこそぼーっとしてて」

　お互いにぺこぺこと頭を下げ合う。ぶつかってきた中年男性は申し訳なさそうに笑い、ついでだからといった様子で二人に聞いてきた。

「あのぉ……どこかで、頭に紅あかいかんざしを挿さした女子生徒を見ませんでしたか？」

「紅いかんざし……？」

「いやー、自分らも今来たばかりでして……」

「あぁそうですか、どうもすいませんでした」

　再び頭を下げ、男はきょろきょろと頭を動かしながら去っていく。

　その背中を見送りながら、夕楓が豊にぽつりと言った。

「今の人……駐在所のお巡まわりさんよね？」

「ああ、どっかで見た事あると思ったら！」

「なんだろ。私服パトロールかしら？」

「お子さんがいるんじゃないの？」

「あ、それもそっか。豊ゆたかさんと同い年くらい？　だもんね」

「櫻さくら達の同級生かもな」

「かもねー。もしかして、一緒にバンド組む相手だったりして」

「はっはっは、かもしれないなー」

　──豊と夕ゆう楓かが、舞台の上で櫻と紅あかいかんざしの女生徒が二人並んで立っているのを見て目を丸くするのは、それから数時間後の事である。




　　　　　四





午後二時【一年一組教室、ミーティング】






　学園各所でスマイルリンクを実行していた一年一組の生徒達は、一いつ旦たんそれを中断して、全員が教室へと集まっていた。

　もちろん教室でのスマイルリンクも中断。扉には関係者以外立ち入り禁止の貼はり紙。

　閉ざされた教室の中で行われているのは、スマイルリンク本番のための最後のミーティングだった。

「諸君。ひとまずは任務ご苦労。各部署戦果報告を」

　教卓でシチサンが重々しく口を開く。女子の実行委員は板書係である。

　各部署より、時間内にどれだけの『スマイルの種』を配ったかの報告が挙がる。集計すると約四〇〇枚を配っている計算となった。

「諸君らの健闘を讃たたえると同時に、深く感謝したい。これはほぼ理想的な数字である！　後は種が上う手まく芽吹くかだが……テンパー！」

「アイ・サー！」

　シチサンに話を振られたテンパー、直立不動で敬礼。

「テンパー、貴き君くんの任務は殊こと更さら重要である。万事抜かりはないか？」

「アイ・サー！」

「貴君の働きに期待している。皆も各おの々おのしっかりと務めるように！」

『アイ・サー!!』

　今度はクラス全員が唱和して敬礼する。人によって恥ずかしそうに小声だったり苦笑しながら適当にだったりはするものの、全員の声が重なった事に間違いはなかった。

「では最後に、委員長殿からお言葉を賜たまわる」

「お前、そのキャラで固定するのか……？」

　指名され、シチサンに疑問を投げつけながら教卓へ歩み出る櫻さくら。

「えー……もうすぐスマイルリンク最大の山場です。どの程度の種が芽吹くか、正直想像もつきません。けどみんなのおかげで四〇〇もの種を配る事が出来た訳で、この内の二〇〇芽吹けば大成功だと思っています。もし万が一、一つも芽吹く事がなかったとしても、俺おれ達だけでも三〇人。一分間、みんなで楽しみましょう」

　そこで話題を区切るため、一つ咳せき払ばらいを挟はさんで続ける。

「さて……それとは別に、スマイルリンクの番外編みたいな例のアレだけど、これは完全に俺の個別企画に無む償しようで協力してもらう形になるんで、もう一度その点をみんなに感謝したいと思う。本当にありがとう」

　個別企画優勝のため、櫻と月つき緒おが歌っている時に櫻の合図で合唱を始める計画の事だ。

「タイミングは、客席の最前列にいるアザミ達が歌い終わるタイミング。俺が胸の前でこう、１、２、３、４……って感じで手を振るから、それを合図に合唱開始だ。よろしく頼む」

　生徒達は各おの々おの自分でその合図を確認している。別に何も難しい事ではないのだが、万が一にも失敗してしまっては自分だけが違うタイミングで一人歌い出して恥をかくので、真剣にもなろうというものだ。

「今、二時一〇分……それじゃあ、そろそろ行くか！」

『アイ・サー！』

　皆、思い思いの小道具を持って。ある者は完全に手ぶらで。

　スマイルリンク最大のドッキリを仕掛けるため、一年一組の生徒達が行動を開始した。





午後二時二五分【校庭、子供太だい鼓こ】






　今、校庭では鬼灯ほおずき祭さい恒例の子供太鼓がクライマックスを迎えている。

　法はつ被ぴを着た小、中学生が大小様々の太鼓を打ち鳴らす子供太鼓は鬼灯祭の中でも人気のイベントであり、校庭にもかなりの人数が集まっている。一年一組の生徒達もまた、思い思いに校庭に散らばっていた。

『やぁっ!!』

　子供達の威い勢せいのいい掛け声と共に、どどん、と全すべての太鼓が同時に叩たたかれる。

　腹の底まで震ふるわせるようなその音で子供太鼓は終わり、校庭は大きな拍手に包まれた。

『只ただ今いまの演奏は、鬼灯伝統芸能保存会子供部による子供太鼓でした。次は一〇分後、午後二時三五分より、鬼灯カルテットのアンサンブルです』

　学園祭の間はこのように、いつどこでなんのイベントをやっているかという情報の他ほか、様々な校内放送が常に流れている。単純にＢＧＭを流す事もあれば、学園の沿えん革かくなどを読み上げる事もあれば、ラジオ形式などもある。

　この放送は例年鬼灯ほおずき祭さいの実行委員が務めていたが、今年は学園祭との同時開かい催さいという事で、試験的に穂ほ尾お付づき学園の放送委員が担当している。イベントに合わせて大体三〇分～一時間で交代になっており、今の放送でちょうど交代だった。

『──はい、素晴らしい太たい鼓こでしたね。伝統芸能はだんだんと廃すたれていく傾向にありますので、興味のある方は是ぜ非ひ保存会の方へ連絡を取ってみて下さい』

　交代した放送委員──テンパーの声が、陽気なＢＧＭを伴って校庭に響ひびく。

　ここから数分間のテンパーのフリートークは、櫻さくらの用意した原稿を基もとにしている。

『さて、伝統芸能と同じくだんだんと廃れていくものが、民話、伝承です。穂尾付町は元々、明治時代には鬼の灯ひの村で鬼灯ほおずき村むらという名前だった事をご存知でしょうか。その由来である鬼灯ほおずきの群生地は、今でも穂尾付町のあちこちに見て取れますが……』

『穂尾付町の郷土史などを見てみますと、その頃ころからこの町には、とある不思議な力を持った人々がいたという言い伝えがあるんですね』

『その人達は、鬼おに火び憑つき、と呼ばれていたそうです』

　校内放送を真剣に聴きく人は、普通はあまりいない。歩き疲れてベンチに座ってぼけっとしている人がなんとなく聴いていたり、老人が聞いた事のある話に立ち止まって頷うなずいていたり、そういった事に興味のある某ぼう生徒が「え、どういう事!?」と驚おどろいていたり、実際に鬼火憑きである某生徒が「櫻め、また何か企たくらんでるな……」と半ば呆あきれ気味に思っていたり……せいぜいがその程度だ。

『文ぶん献けんによるとその鬼火憑き達は、人には見えないものが見えたり、聞こえない音が聞けたりしたそうです。鬼灯ほおずき一族の先祖には、なんと未来を予知出来る鬼火憑きがいた、なんて話もあるんですねー』

『こんな話を読んでると、もしも自分が鬼火憑きだったら、なんて妄もう想そうをね、やっぱりしてしまいまして』

『どんな力がいいでしょうねー。皆さんはどうですか？　僕だったら……そうだなぁ、時間を止める力とかほしいですねー』

　しかし今。この放送は、とある理由からかなりの人数が注意深く耳を傾けている。

『でも、もし自分が鬼火憑きだったとして、どうやったらその力を使えるんでしょうね？　念じてみればいいんでしょうかね？』

『例えばこんな風に──』

　そして、時刻は午後二時三〇分。




『時間よ止まれっ！』




　それまで背後で流れていたＢＧＭが、ぷつりと途切れた。

　意識して聞いていなくとも、ずっと流れていた音楽が唐とう突とつに途切れればかなりの人間がそれに気付く。しかもそれだけではなく、周囲の喧けん騒そうもだんだんと減っていくとなれば尚なお更さらだ。

　そういった人達が、あれ、おかしいな？　と顔を上げて周囲を見回す。

　そして気付く。

　自分の周り。

　校庭にいる数百人の祭り客の中の、実に三分の一程度の人々が。

　ぴたりと、その動きを止めている事に。





午後二時三〇分【校庭、スマイルリンク】






　電話しながら。

　恋人と談笑しながら。

　友人とじゃんけんしながら。

　靴くつ紐ひもを結びながら。

　カメラに向かってピースをしながら。

　ジュースを飲みながら。

　りんご飴あめをかじりながら。

　どこかを指差しながら。

　鼻をかみながら。

　上着を脱ぎながら。

　二〇〇人を楽に超える人数が。

　皆、一いつ斉せいに、止まっていた。

「……え、何これ？」

「何で止まってんの……」

　林立する彫像のような止まった人々の間を、止まっていない人々がゆっくりと動き出す。

　少年。青年。中年。老人。

　一般客から学生から、まさかの屋台の店員まで。老ろう若にやく男なん女によを問わず、全く共通性の見み出いだせない者達が同時に止まっている。

　不気味がる者、面白がる者、空気を読んで自分も止まる者、反応は様々だ。携帯で人々が止まっている様子を写真に撮って、少し考えてから何の意味もない事に気付き、動画撮影に切り替える者も多い。

　止まってしまった人々と、その間を不思議そうに動き回る人々。

　そんな様子を、学園校舎三階の生徒会室から見下ろす人影がある。

「これはなかなか……壮そう観かんね」

　想像を遥はるかに超える規模のそのパフォーマンスに、生徒会長の琴こと宮みや遙はるかは素直に感心した。

　一年一組、スマイルリンク。

　その最大のパフォーマンスがこれだった。

　からくりはこうだ。櫻さくら達は、学園各所でドッキリを実行し、騙だまされた客を次の仕掛け人にする事でどんどんとその輪を広げていった。

　そして同時に、スマイルの種という名の紙を四〇〇人もの人間に配って回った。

　その紙には、こんな事が書かれていた。




　あなたはドッキリの仕掛け人です。午後二時三〇分、校内放送で「時間よ止まれ！」という声が聞こえて放送が途切れますので、それまでに校庭に出て、そこから一分間、その場で静止して下さい。あなたは数百人の仕掛け人の一人です。この種を持っていない全すべての人を、一緒に騙して笑顔にしませんか？




　つまり、この種を受け取ったいたずら好きな数百人が、今こうやって仕掛け人になって一いつ斉せいに止まっているという訳だ。

「一〇〇人もいけばいいとこかと思ってたけど……これ、確実に二〇〇人以上は止まってるわね……お見事と言うしかないわ」

　生徒会長という立場上、スマイルリンクで行うパフォーマンスは全て報告を受けた上で自らが承認している。

　なので遙は、時間が止まる事を知っていた。騙した訳でも騙された訳でもない、いわばお茶の間でドッキリテレビを見ているだけの観客だ。その事が少し、ほんの少しだけ──

　眼下ではまだパフォーマンスが続いている。無意識に櫻の姿を探すが、どこにいるのやらさっぱり分からない。

　時間が止まってから、そろそろ教室の時計の秒針が一周する。

「そして時は動き出す……なーんて」

　つまらなそうに、遙がぽつりと呟つぶやいた。




『──と、こんな感じで！』

　唐とう突とつに、校内放送がＢＧＭと共に復活した。

　それと同時に、止まっていた人達が一斉に、何事もなかったかのように動き出した。

『自由に時間が止められたら、いいですよねぇ……』

　止まっていなかった人達は、一体何が起きたのかと目を白黒させるばかり。

　そこへ校内放送が、一ひと際きわ大きなボリュームで演目を告げた。

『只ただ今いまの時間が止まるパフォーマンスは、一年一組、スマイルリンクでした！　ご協力下さった一般客の皆様方、本当にありがとうございました！』

　一いつ瞬しゆんの沈黙の後。

　校庭を、割れるような拍手と歓声が包んだ。

　それを聴ききながら、櫻さくらはクラス企画での優勝を確信していた。













　　　第六章　重ねてゆく音




　　　　　一





午後二時四〇分【校庭、鬼灯ほおずきカルテット】






　町内楽団に属する鬼灯カルテットは、ヴァイオリン、チェロ、フルート、ハープという少し珍しい編成のアンサンブルだ。

　神楽かぐら舞台の上で奏かなでられているのはパッヘルベルのカノン。その心地好よい音色に体を揺らしながら、櫻さくらは個別企画の事を考えていた。

（クラス企画は大成功。一般票だけでも二〇〇票は固い。全校生徒でも二〇〇人もいないし、今回の投票に生徒ポイントは使えないから、もう優勝は決まったも同然だ）

（個別企画に関してはまだ絶対とは言えないが……これだけ色々と仕込んでる企画は他ほかにはないだろう。インパクトなら間違いなく一番のはず）

（一つ気になるのは、琴こと宮みや先せん輩ぱいとのサシでの勝負。琴宮先輩を騙だますための仕掛けが上う手まくいくのか、現時点では全く分からない……きっと大だい丈じよう夫ぶだとは思うんだが……）

　仕込みはすでに済んでいる。後はそれが期待通りに働くか。その一点だけは、もう信じるしかないという状況だった。

　舞台の上では演奏が続く。繊せん細さいなヴァイオリン、力強いチェロ、弾はずむようなフルート、切ない音色のハープ……色とりどりの音色が絡からみ合い奏でる音楽に、多くの客が聴きき惚ほれている。

（……この町内楽団が急に参加したおかげで、俺おれは結果的に最高の舞台を手に入れられた。最初はふざけんなって思ったけど、今では感謝してるよ。イガグリも本当に頑張ってくれた。後は、全すべてが上手くいきさえすれば……）

　今考えてもどうしようもない事ばかりがぐるぐると頭を回る。

　櫻は小さく頭を振って、せっかくの演奏に意識を集中する事にした。





午後四時三〇分【体育館ステージ、バンド演奏】






　鬼灯カルテットの演奏が終わった後、一年一組の生徒達は再び教室に集まり、企画の大成功を祝い合った。

　まさかここまで上手くいくと思っていた者は誰だれもおらず、それだけに最後に拍手喝かつ采さいを浴びた時の興奮がなかなか抜けきらない。

　止まっている間、我慢出来ずにちらりと周囲を見回した人、というシチサンの質問にはほぼ全員が手を挙げた。実を言うと櫻さくらもその一人だった。

　それから最後に個別企画の合唱に関して最終確認をし、とりあえずは解散。後は自由に祭りを楽しんでもいいし、スマイルリンクを続けるなら続けてもいい。

　櫻はアザミを連れて回れていない企画や屋台を一通り回り、カラオケ大会に出たクラスメイトを応援するために体育館に向かい、そのまま校内企画のトリを飾るバンド演奏を見ていた。

　上う手まいか下へ手たかは櫻にはよく分からないが、本人達が楽しんでいるのはよく伝わってくる。

　印象的だったのは、ベースの生徒が舞台面つらの方で目立っているのに対し、ギターの夏か凪なぎは終始端の方でただ黙々と弾いていた事だ。ステージ枠をかけた勝負で負けたがっていた事を思い出し、ああこいつは本当に乗り気じゃなかったんだな、と改めて納なつ得とくする。

　このバンドに特別乗り気ではないのは櫻も同じだ。客席の前の方で盛り上がっている生徒達に水を差さないよう、一番後ろでアザミと一緒に立っているだけだ。アザミが意外と楽しそうに身体からだを揺すっているので、櫻も形ばかりに頭と足でリズムを取っている。

　叫ぶような歌声を聴ききながら、櫻は思う。

（勢いはある。派手さもある。ノリもいいし、盛り上がれる）

　カラオケ大会の優勝者の歌を思い出す。

（あいつも上手かった。負けた中にも上手い奴やつがいた）

　そして、九月の初めに屋上で聴いた童謡を思い出す。

（けど……この程度なら、勝つのは俺おれ達だ）





午後六時二〇分【校庭神楽かぐら舞台、夜神楽】






　日が沈み始め、辺りがだんだんと薄暗くなり始める頃ころ。

　神楽舞台の夜神楽もクライマックスを迎えている。

　演目は御おん嶽だけ神楽一一番『八や雲くも払ばらい』。高たか天まが原はらを追放されたスサノオノミコトが、ヤマタノオロチを退治してクシナダヒメを助けるという神話の舞である。

　竜りゆうの頭と尾が飾られた米こめ俵だわらをヤマタノオロチに見立て、スサノオノミコト役の演者が日本刀を振りながら舞っている。

　やがて、竜の口に仕掛けられた花火に火がつけられた。ヤマタノオロチが火を吐いて暴れるシーンだ。観客から歓声が上がり、盛り上がりは最高潮。

　そして、薄うす暮ぐれに一いつ閃せんする日本刀。

　竜の頭がごろりと落ちる。さらに斬ざん、斬。裂さけた俵から溢こぼれ出す米を、観客がこぞって拾いにかかる。この米を食べた者は向こう一年万病を払うと言われている。竜の頭は子供達に蹴けり回されて、見るも無残な姿と成り果てた。

　演者達が道みち板いたを通って控え室へと下がり、演目はいよいよ最終幕。

　神官が天てん下か泰たい平へいを祝い舞う、三三番『大たい神じん』を納め、夜や神楽かぐらが終了する。

　そして、神楽舞台は無人となった。




　　　　　二





午後六時四五分【神輿みこし安置所前祭さい壇だん、還かん御ぎよ祭さい】






　神輿の安置所に設けられた祭壇の前で、還御祭が執り行われている。

　学園校舎は、職員室や保健室を除いてすでに消灯されており、関係者以外立ち入り禁止。体育館も施せ錠じようされている。

　花火まであと一五分。様々な催もよおし物のあった穂ほ尾お付づき学園祭及および鬼灯ほおずき祭さいであったが、結局のところ、最も多くの人が楽しみにしているのはこの時間だろう。すでに日が沈みきってしまい真っ暗になっているが、校庭は今日一番の人出で賑にぎわっている。

　そんな中、神楽舞台の控え室前で、そわそわと立っている櫻さくらとイガグリ。

　二人はいつもの制服姿ではなく、先さき程ほどまで夏か凪なぎと陣じん内ないが着ていたベスト姿になっている。最初はそんな予定はなかったのだが、せっかく舞台に上がるんだから、と彼方かなたに説得されて着替える事となった。

　そして、櫻達が着替えているのだからもちろん主役の月つき緒おが制服の訳がない。

「……早さ乙女おとめさん、どんな衣い裳しようなんだろうな」

「さぁ……」

　イガグリの問いかけに首を傾かしげる櫻。今、控え室の中で月緒が彼方にどんな衣裳を着せられているのか、櫻達は知らない。

「まさか、バニーガールじゃあるまいな……」

　それは流石さずがにこの舞台には似つかわしくない。しかし、ここは彼方の「私に任せて」という言葉を信じるしかない。若じやつ干かんの不安を滲にじませた瞳ひとみで、櫻は控え室の入口幕を見つめている。

　そんな控え室の内部では。

「こ、琴こと宮みやさん……やっぱりこんな服、私には似合わないよ……」

「ううん、そんな事ないと思うよ。早乙女さん、スタイルいいし」

　戸惑う月緒に彼方が半ば無理矢理着せている衣裳は、もちろんバニーガールではない。今回一緒に組んでいるよもぎに頼み、彼方が特別に用意してもらったものだ。

　背中のファスナーを彼方が上げる。これでもう月緒が嫌いやがろうと一人で脱ぐ事は出来ない。

「時間は……まだ、五分あるね。髪も少し触ろうか。あ、でもかんざしを活いかすならこのままの方がいいのかな……うーん」

　真剣な表情で月つき緒おをコーディネートする彼方かなた。されるがままになっていた月緒は、何か迷うような表情を見せた後、思い切って彼方に問いかけた。

「琴こと宮みやさんは……どうして、そんなにしてくれるんだ？」

「え？」

　彼方が、協力関係にあるとは言え自分達の企画のために尽じん力りよくする事。それが月緒には、少し不思議だった。何な故ぜなら──

「だって、琴宮さんは、その……相あい上がみ君の事が……」

　そう。彼方が櫻さくらに好意を抱いだいている事など、二人を見ていれば誰だれでも分かる。

　なのに何故、櫻が他ほかの女と仲を深めるような企画の手伝いをしてくれるのか？

　最後まで言えずに口ごもってしまう月緒。しかしそれだけで十分相手の言いたい事を理解した彼方は、少し考えて、苦笑した。

「……うん。だから、こうやって櫻君のために頑張って、恩を売ってるんだよ」

「え？」

「櫻君は結構ね、打算的って言うか……ある意味律りち儀ぎだから。私が櫻君のために何かしてあげたら、櫻君もその分は私のために何かしてくれるの。だから」

　彼方の言葉は、完全に月緒の予想外だった。目を丸くして驚おどろいているその顔は、しかし後ろで髪を触っている彼方からは見えない。

「私、結構腹黒いんだよ？　知らなかった？」

　おどけて言う彼方に、月緒は小さく吹き出した。

「だから、早さ乙女おとめさんも頑張って。一緒に、櫻君に恩を売ろう」

「……変わった人だな、琴宮さんは」

「彼方でいいよ」

「そうか。私も、月緒でいいよ」

　二人の間にあった見えない壁かべに、小さな穴が開く音を二人は聞いたような気がした。

　少しだけ穏おだやかになった空気の中、月緒が続けて口を開く。

「でも……そんな事しなくても、相上君は、彼方のために色々してくれると思う」

　櫻が打算的な人間である事は、月緒もなんとなく分かっている。だが、それでもその打算の奥底には、櫻なりの優やさしさが根付いているのではないか……月緒はそんな風に思う。

　それは、彼方も同じだ。彼方だって櫻の優しさを知っている。父親の呪のろいに対して、幸せになる事が復ふく讐しゆうだと言った櫻の優しさを、彼方は知っている。

　しかし、彼方はまだ、その優しさを、どうしても心の底から信じる事が出来ない。

　そんな自分がどうしようもなく──どうしようもなく。

「……そうかも、しれないね」

　頷うなずく彼方の表情は、月緒には見えなかった。

「……うん、こんなものかな。櫻さくら君出来たよ！」

　いきなり彼方かなたが控え室の外で待機している櫻に声をかけた。

　驚おどろいた月つき緒おは、慌あわてて自分の姿を隠そうとした。しかし狭い控え室の中、身を隠せるような場所はどこにもない。いつもと違うその姿を、無防備にさらけ出すしかない。

　そして幕をくぐって入ってきた櫻が、月緒の姿を目に留め──

「…………………………………………綺き麗れいだ」

　しばし見み惚とれた後、思わずぽつりと漏もれ出たその言葉に、月緒の頰ほおが真まっ赤かに染まった。




　祭さい壇だんの前で、一本締めの音。それは還かん御ぎよ祭さいが終わった事を意味する。

『還御祭が終了いたしました。次は一〇分後、七時から花火となりますが、その前に神楽かぐら舞台にて、穂ほ尾お付づき学園祭最後の出展となっております』

　放送はすでに学園生から鬼灯ほおずき祭さいの実行委員へと交代している。櫻はこの個別企画を成功させるため、大人おとな達にも協力を要よう請せいしていた。

　神楽舞台の前、要するに観客席の最前列に、彼方、アザミ、茉まつ莉り、よもぎの四人。その後ろ、さり気なく前の方へ集まってくる一年一組の生徒達。近くには遙はるかと和かず貴たかも立っている。

　夜神楽用の照明の下もと、櫻、月緒、イガグリの三人は神楽舞台へ登壇する。

　そして、舞台に上がった三人の──否いな、月緒の姿を見て、観客席から感嘆の息が漏れた。

「綺麗……」

　誰だれかがぽつりと呟つぶやく。

　照明に照らされて、夜に揺蕩たゆたうターコイズブルーのローブ・デコルテ。

　いつもより少し高めに結い上げられたシニヨンの、かんざしの紅あかがドレスの蒼あおに映えている。

　その姿は、さながら夜の花嫁。高貴で、華はなやかで、それでいて慎つつましくたおやかなその装よそおいは、まさに歌姫と呼ぶに相応ふさわしいものだった。

　月緒に見惚れる観客達に妙な満足感を覚えた櫻は、意気込んでマイクのスイッチを入れる。

「穂尾付学園一年一組、相あい上がみ櫻です。鬼灯祭と合同開かい催さいとなった穂尾付学園祭、お楽しみ頂けたでしょうか」

　マイクを通して校庭に響ひびく櫻の声。生徒達の間から冷やかしの声が上がる。

（げっ）

　一般客の中に混じって、豊ゆたかと夕ゆう楓かが手を振っていた。思わず顔を顰しかめそうになる櫻。

（来てたのかよ……夕楓さんはともかく、父さんに早さ乙女おとめと二人で歌うのを見られたら、後で面倒臭くさい事になりそうな……けど、今いま更さらやめられるか！）

　気を取り直し、再び笑顔を作って櫻は続ける。

「穂尾付学園祭最後の出展として、歌を一曲お届けします。曲は同級生の今いま蓋ふた清せい太た君が作ってくれたオリジナル曲になります」

　緊張でがちがちのイガグリがぺこりと頭を下げる。観客からの温かい拍手に送られ、舞台を下りて放送席で曲を流す準備をする。

「えー、僕も一応歌うんですけど、僕は下へ手たなので期待しないで下さい。メインの歌姫はこちらの女性、同級生の早さ乙女おとめ月つき緒おさんです」

　月緒が両手を揃そろえて深く頭を下げる。照明が当たって紅あかい一本挿ざしが光ると、先さき程ほどよりも少し大きな拍手が送られた。

「曲の準備は……ＯＫ？　じゃあ、曲名紹介と同時に。早乙女、頼む」

　こくりと頷うなずき、一歩前に出る月緒。

　こんな大勢の前で歌うのは何年ぶりか。上う手まく歌えるだろうか。息を吞のみ、観客席を見回す月緒。二〇〇人足らずの学園生と、その三倍以上もの一般客が、舞台の上に目を向けている。その中に、父親の武たけ雄おの姿があった。

（お父さん……!?　今日は仕事のはずじゃあ……）

　月緒と目が合い、武雄はばつが悪そうに笑って小さく手を振った。

（休んだのか……全く、警察官ともあろうものが）

　思わず苦笑する月緒。櫻さくらの方に顔を向けると、ちょうど目が合った。

　櫻が頷く。

　月緒も頷き返す。

「曲は──『重ねてゆく音』。どうぞ聴きいて下さい」

　イガグリが、マウスを操作する。

　同時に、ノートパソコンに繫つながれた校内放送のスピーカーから、曲が流れ始める。

　それを聴いた途と端たん、学園生のほとんどがざわめいた。

「この曲って！」

「最近いっつもかかってたやつじゃん！」

「あの謎なぞの歌手ってこの子？　名前なんて言ったっけ？」

　客席の反応を見て、まずは一つ大成功、と心の中でガッツポーズする櫻。

　この曲は、イントロが約八秒と非常に短い。その間に、月緒は櫻の言葉を思い出す。

『頼む。俺おれを感動させてくれないか？』

（うん……相あい上がみ君がそれを望むなら、私も精一杯の恩返しとして）

　目を閉じ、息を吸って──心の中で、呟つぶやいた。




（届け──私の想おもい）




　それは、自分の想いを歌に乗せて届ける事が出来るという、一分間の絶対時間。

　そして月緒は、唄うたった。





午後六時五四分【校庭神楽かぐら舞台、重ねてゆく音】







あなたに　届いてほしい

私の音が　私の声が　私の歌が

出会えた事に感謝する　喜びの歌






　その歌声を聴きいた全すべての人が、感謝と喜びを思い出した。

　大切な人と出会った時の笑顔を思い出した。





あなたに　届いてほしい

私の音が　私の声が　私の歌が

笑顔に隠すお別れの　悲しみの歌






　その歌声を聴いた全ての人が、別れと悲しみを思い出した。

　大切な人と別れた時の涙を思い出した。




「……すげぇ」

「あれ……本当に早さ乙女おとめさん……？」

　クラスメイト達が、普段は月影のようにひそやかな月つき緒おの舞台上での輝きに啞あ然ぜんとする。

　直接心に響ひびいてくる月緒の歌声に、観客の誰だれもがただ聴き惚ほれている。

　その歌を聴きながら、櫻さくらは。

（やばい……なんで気付かなかった！　なんで忘れていた！　こんな重大な事を！）

　ここで櫻はやっと、この企画の致命的なミスに気付いた。

（今、口を開いたら……絶対に泣く！　この状態で歌うとか絶対に無理だあああああ！）

　そう。櫻はこの企画に関する様々な作戦を考案する際、自分が異常に涙もろいという事を全く考こう慮りよに入れていなかったのだ。

　月緒が歌い出してから一分が経過したら、そこから一分間はまともに歌えなくなるため、櫻が歌わなければならない。

　だが、月緒が歌い始めてからずっと歯を食いしばって涙が零こぼれそうになるのを我慢している櫻が、一人で歌う事など出来るはずがなかった。

　舞台上で、静かに取り乱す櫻。その内面でどれ程ほど混乱しているかなど、普通の人が見ただけでは絶対に分からない。

　それを一目で見抜いたのが、アザミだった。

　アザミは月つき緒おのパートが終わる前にぱたぱたと舞台上へ駆け上がり、櫻さくらが持っているマイクへ口を近付けて、続きを歌い始めた。





私の中から響ひびいている　私が生きてる音

世界中の全すべてのあなたへ　歌に変えて伝えたい






　突然の出来事に目を丸くする櫻と観客の前で、アザミは怖おじ気けづかずに歌いながら彼方かなた達に向かって手招きする。

　最初にその意図を理解した茉まつ莉りが、彼方とよもぎの手を引いて舞台へと上がった。

　未いまだ混乱中の櫻から、茉莉は笑顔で優やさしくマイクを譲ゆずり受け、アザミの続きを歌う。





あなたに　届いてほしい

私の音が　私の声が　私の歌が

出会えた事に感謝する　喜びの歌






　月緒のように感情を直接揺さぶられる訳ではないが、温かく優しいその歌声を聴ききながら、ようやく櫻は状況を理解した。

　櫻が泣いてしまって歌えない事を察したアザミが、それをフォローした。それで本来の段取りが狂った事を察した茉莉が、それをフォローした。

　マイクは茉莉から彼方へ。このパートを歌えば次は月緒が復活する。だから彼方はよもぎと二人で続きを歌う。





あなたに　届いてほしい

私の音が　私の声が　私の歌が

言えなかった言葉たちの　切なさの歌






　賑にぎやかになった舞台上で次々とマイクがリレーされていく様子が、観客達には何かとても楽しそうに見えた。

　そして二人が歌っている間に月緒の反動は終わっている。月緒もなんだか楽しくなって、さらに心のこもった歌声になる。





あなたの中から響いてくる　あなたが生きてる音

世界中の全ての私へ　歌に変えて届けたい






　その歌声を聴きいた全すべての人が、自分の心臓の音を感じた。

　そして、誰だれかにこの音を聞いてほしい、と思った。





あなたに　届いてほしい

私の音が　私の声が　私の歌が

抑えきれずあふれてくる　愛いとしさの歌






　その歌声を聴いた全ての人が、愛しさを思い出した。

　誰かを愛さずにはいられない、そんな気持ちを思い出した。




　月つき緒おの歌声。アザミの歌声。茉まつ莉りの歌声。彼方かなたの歌声。よもぎの歌声。

　それぞれの歌声が、それぞれの感動を届けている。

　観客達も、その覚えやすいシンプルなメロディを一緒に口ずさんでみたいと、歌詞は分からずとも身体からだを揺らしながら鼻歌を歌っている。

　その時、ぶつん、と音がして、スピーカーから聞こえていた曲が急に消えた。

　突然のアクシデントに驚おどろいて目を丸くする観客達。どうした？　何かトラブルか？　と少しずつざわめきが広がっていく。

　ここで櫻さくらは、ようやく我に返った。

　放送席のイガグリを振り返る。イガグリは両手で大きくバツ印を作る。

　これから盛り上がるというところで機材トラブルとは、なんと不運なのか！

　イガグリの作った曲は、ここから少しずつ盛り上がっていく。

　この次のパートは、タイミング的に月緒が歌えない。しかし、櫻の歌唱力ではそこの盛り上がりを無む駄だにしてしまう。




　この機材トラブルは、それを最大限に盛り上げるために櫻が考えた演出だ。




　これから盛り上がるというところで、機材トラブルで曲が流れなくなってしまう。さぁ困ったどうしよう、と舞台上で混乱する月緒と櫻。

　そこへ、客席にいるアザミ達が歌い出す。

　それを見て、櫻は舞台を下りてマイクを差し出す。

　そしてアザミ達がそこのパートを歌い終わる時、櫻がタイミングよく一年一組の生徒達に合図を出し、合唱が始まる……

　これが、櫻が作った本来の計画だった。

　つまり、本来はここからがアザミ達の出番だったのである。

　だが、自分のパートを歌えなかった櫻さくらをフォローするため、アザミ達は自ら舞台へ上がり、櫻の代わりに歌った。

　では？

　だとすれば？

　彼女達に続いて歌うべきなのは誰だれか？

　舞台上にいて、まだ一度も歌っていないのは？




　彼方かなたが差し出すマイクを、櫻が受け取った。

　いくらなんでも、ここで自分が歌わないのでは情けなさ過ぎると思った。

　そして何よりも。

（俺おれも一緒に、歌いたい）

　そう思った。





あなたの手　触れた温ぬくもりを






　本来ここを歌うはずだったよもぎが、櫻と一緒に歌う。





抱だきしめる　零こぼさないように






　本来ここを歌うはずだった茉まつ莉りが、櫻と一緒に歌う。





私の手　繫つながる全すべてを






　本来ここを歌うはずだったアザミが、櫻と一緒に歌う。





この胸に刻んで






　本来ここを歌うはずだった彼方が、櫻と一緒に歌う。

　タイミングを計り、櫻は客席に向かって１、２、３、４回手を振る。

　待ってました、とばかりに息を吸い込む、一年一組の生徒達。

　そして──





今　声をひとつに






　一いつ斉せいに歌い出すと同時に、櫻さくらは後ろから聞こえてきたヴァイオリンの音に驚おどろいて振り向いた。

「……………………え？」





私が聞いた　全すべての声を






　舞台に立つ櫻達の後ろには、いつの間にか、ヴァイオリン、チェロ、フルート、ハープのアンサンブル……鬼灯ほおずきカルテットがスタンバイしていた。





今　音をひとつに






　ヴァイオリンにチェロの低音が重なり、フルートが囀さえずり、ハープのピチカートが踊る。

　何が起きているのか、櫻は理解出来ない。





あなたが触れた　全ての音　重ね






　全音符だったヴァイオリンとチェロが八分音符の刻みとなり、ヴァイオリンはさらに一六分へ。ハープは美しいグリッサンドを奏かなで、急激に上昇する演奏のボルテージ。

　次のパートに入ると同時、ヴァイオリンはその音色を一オクターブ上げる。

　そして同時に、一年一組の生徒達が、いつの間にかその手にしていた数十個ものクラッカーを夜空に向かって一斉に打ち鳴らした。





さあ　声をひとつに

一緒に歌おう　あなたの歌を






　合唱が続く中、櫻はまだ呆ぼう然ぜんとしている。

　いつから鬼灯カルテットはスタンバイしていたのか？　何な故ぜクラスメイト達はクラッカーを用意していたのか？　そして、何故、月つき緒おやアザミ達は全く驚いていないのか？

　合唱するクラスメイト達を見る櫻。やはり驚いているような様子はない。ただただ楽しそうに歌っている。

　そのすぐ隣となりで。

　琴こと宮みや遙はるかが、笑っていた。

　遙は右手でピストルの形を作り、櫻の胸をめがけ──

「バン」

　引き金を引いた。





重ねて届けよう

全すべての音が　光る雪となって






　急に櫻さくらは、大声で笑い出したくなった。

　けれど、クラスメイトが。アザミが。茉まつ莉りが。よもぎが。彼方かなたが。

　そして月つき緒おが、初めて見せる満面の笑顔で、こんなにも櫻を呼んでいる。




　いいから、一緒に歌おうよ！




　──と。

　そして櫻は、遙はるかから喰くらった弾丸にたっぷりと仕込まれていた毒を全て吐き出すように、大声で歌い出した。





今　私の手のひらに

ふわりと舞い降りた

そう　かけがえのない

今までとこれからの

喜びを

悲しみを

切なさを

愛いとしさを

はじめてを

さよならを

歌声を

届けよう

遠い明日のあなたが

想おもいを馳はせる

未来の今へ






　ヴァイオリンの音が、余よ韻いんを残して消えた。

　今日、最も大きく温かい拍手と歓声が、校庭を包んだ。

　櫻と遙の目が合い、遙は一つだけ残っていたクラッカーを、ぱん、と鳴らした。

　その音が引き金になったかのように、夜空で花火が始まった。




　　　　　三





午後七時【神楽かぐら舞台、花火と告白】






「何から話したらいいかな……」

「全部、琴こと宮みや先せん輩ぱいの仕し業わざだろ？」

「全部、って事はないよ。クラッカーは、私」

「クラッカーが、早さ乙女おとめ？」

「うん。最初はね、琴宮先輩がコンタクトを取ってきたんだ」

「彼方かなた経由だろ」

「よく分かったね。それで、みんなで相あい上がみ君の事を騙だまさないかって」

「機材トラブルとかあの辺は、全部先輩に漏もれてたのか？」

「うん……ごめん」

「ははっ。謝らなくていいよ。で？　そこから鬼灯ほおずきカルテットに？」

「前の生徒会長の田辺たなべ先輩が仲介してくれたって」

「あの人、本当に何者なんだ……」

「それで、私もアイデアを出したんだ。クラッカーを鳴らさないかって」

「少し早乙女のイメージが変わったよ」

「……悪い方に？」

「親しみやすくなった」

「なら、いいけど」

「クラスの奴やつらもみんな知ってたのか？」

「うん。演奏とクラッカーのタイミング合わせたかったし」

「じゃあほんとに、騙されたのは俺おれだけって事か」

「相上君を騙すなんて、このくらいしないと無理だと思ったから」

「でも、何でそこまで？」

「え？」

「何て言うか……早乙女が俺を騙すためにそこまでするってのが、なんか」

「だって相上君、私に言ったじゃないか」

「？」

「俺を感動させてくれないか、って」

「……まさか、それだけで？」

「そうだよ」

「びっくりした」

「……感動、出来た？」

「……そうだな。出来たよ。正直、震ふるえるくらい感動した」

「なら、良かった……私、ずっと相あい上がみ君にお礼がしたかったから」

「お礼？」

「かんざし。学校につけてこられるようにしてくれて」

「……あんなの、実績作りさ」

「相上君にはそうでも、私は本当に嬉うれしかったから」

「そうか。なら、良かった」

「それに、今回の事も、こっちからお礼しないと」

「どうして？」

「歌って楽しいなぁって、また思えたから」

「うん。歌って楽しいな」

「相上君も楽しかった？　お礼に、なったかな」

「十分だ。最高だった」

「……なんだかやっと、負い目がなくなったよ」

「そんなもの感じる必要なかったのに」

「うん……でも、私の気が済まないって問題だったから」

「それなら仕方ないな」

「……私ね、決めてた事があるんだ」

「なんだ？」

「相上君にお礼が出来たら、ちょっと、勇気を出そうかと思って」

「勇気か。いいな」

「相上君」

「うん？」

「相上櫻さくら君」

「……はい」

「よかったら、私と……」

「…………」

「……………………これからも、友達でいてほしい」

「……ああ。もちろん」

「ほんとに？」

「ほんとだ」

「そっか。ふふっ」




「よかった」




　──それは。

　花火と、告白と。

　小さな小さな、流れ星の話。













　　　エピローグ








午後八時【生徒会室、手のひら】






　校庭では、焼くべ送りの炎の周りで獅し子しの舞い別れが行われている。

　焼べ送りというのは、祭りに使った木材などをその日の内に燃やし、その炎で木材などにこびりついた神霊の欠片かけらを送り帰す事である。

　その光景を、明かりもつけずに真っ暗な生徒会室から見下ろす人影が二つ。

「大成功と言って良いいんじゃないですか？　おめでとうございます、琴こと宮みや先せん輩ぱい」

「うん、ありがとう」

　二人して窓枠に腰掛けて、ぼんやりと校庭を見下ろしながら、ゆっくりと言葉を交わす。

「相あい上がみ君のおかげよ」

「先輩が頑張ったからですよ」

　二人にしては珍しく、その発言に裏はない。素直に、本心で互いを讃たたえている。

「スマイルリンク、お見事だったわ。まさかあそこまで上う手まくいくなんて」

「あれは自分でも驚おどろきました。ま、先輩の方がお見事でしたけどね」

「ふふ。綺き麗れいに騙だまされてくれたわね」

「ええもう、完かん璧ぺきに」

　満足そうに笑う遙はるか。

　しかし互いに視線を合わせていないため、櫻さくらが全く悔くやしそうな顔をしていない事に、遙は気付けない。

「賭かけは私の勝ちかしら？」

「先輩、賭けの文もん言ごんは正しく解釈しましょう。今回の俺おれと先輩の賭けは、俺が先輩を騙せば俺の勝ちで、騙せなかったら先輩の勝ちです。別に、先輩が俺を騙しても先輩の勝ちにはならないんですよ？」

「まぁ、それはそうね。でも結局、相上君は私を騙せなかったじゃない？」

　月明かりに、櫻の薄ら笑いが浮かび上がる。

「言いましたよ、先輩」

「何を……？」

「クラス企画も、個別企画も、先輩との勝負も……全部、完全に、俺が勝ってみせるって」

　そしてやっと、遙が櫻に視線を向ける。

「勝ったのは、俺おれです」

「……私が、騙だまされてるって言いたいのかしら？」

「はい」

「聞かせてくれる？」

「先せん輩ぱいは、俺を騙したんじゃありません。俺が、先輩に俺を騙させたんです」

　沈黙。

「……ちょっと、よく分からないんだけど」

「……俺も言っててよく分かりませんでした」

　仕切り直しに一つ咳せき払ばらい。櫻さくらは一つずつ、ゆっくりと種明かしを始めた。




「まず、琴こと宮みや先輩は生徒会長としてこの学園祭を成功させたかった。だから企画の人気投票を導入して、生徒達に本気を出させようと思った」

「当然先輩は、生徒ポイントを集めてる俺が殊こと更さら本気を出す事を期待してたんでしょう。そして俺は二つの企画を考えました。スマイルリンクと、歌です」

「基本、先輩は傍ぼう観かんしていれば良かった。誰だれが優勝しようが、学園祭が盛り上がればそれで良かったんです。そうすれば、副賞のポイントくらいすぐに挽ばん回かい出来る。要するにこれは、俺達が頑張れば頑張る程ほど先輩の利益になる、そういうゲームだった」

「そこで俺は、先輩に賭かけを持ちかけました。学園祭の最中に俺が先輩を騙せたら俺の勝ち、騙せなかったら先輩の勝ち。そういう賭けです」

「これで先輩は、俺の企画を傍観する訳にはいかなくなった。なんせ片方のスマイルリンクはそれこそ人を騙す企画。もう一つの歌の方も、何やらこそこそと怪しい動きをしている。さぞかし情報が欲しかった事でしょう」

「そこで俺は、先輩に分かるように彼方かなた達と繫つながりました。そうすれば、きっと先輩は彼方から情報を得ようとする」

「だから俺は、彼方に言っておいたんですよ」




「個別企画の情報を全て先輩にリークしろってね」




「そして先輩は俺の思おも惑わく通り、彼方から個別企画の機材トラブルや合唱の仕掛けを知り、これでもう騙されないと思った」

「でも、俺は信じてました。先輩は、絶対にそこでは終わらないって。俺の計画を知ったら、それに便乗して企画を盛り上げながら俺を騙そうとするって」

「つまり先輩は──俺に騙されて、俺を騙してしまったんです」




「……なるほど、ね」

　遙はるかが笑う。

「それで私の負け、か……」

　勝負に負けたにしては、晴れ晴れとした笑顔で。

「……先せん輩ぱい。これは本心で言うんですが……本当に、お見事でした。俺おれの期待を遥はるかに上回ってくれましたよ。噓うそじゃないです。感動しました。心の底から感謝してます」

　いつもの櫻さくらなら、どうだ参ったか、と勝ち誇るところである。

　しかし──どこか疲れたような遙の表情を見て、今は素直になろうと、そう思った。

「先輩が、ふらふらになって倒れそうになるくらい頑張ってたのを、俺は知ってます。そんな先輩だから、きっと利用出来るものは全すべて利用して、全力を尽くして学園祭を盛り上げてくれる。そう、信じてました」

　いつもの遙なら、また調子の良いい事を、と鼻で笑うところである。

　しかし──何な故ぜか泣き出しそうな櫻の表情を見て、今は素直に聞こうと、そう思った。

「学園祭は、成功ですよ」

　それでいて、屈託のない笑顔でそんな事を言われ、遙は再び視線を校庭へ落とす。

「お疲れ様でした……生徒会長」

　そして、櫻が口にしたその一言で。

　遙の中で、今の今まで何かを抑えていた堤てい防ぼうが、壊れた。

「……参りました」

　肩を竦すくめて、遙は両手を上げた。

　予想外のその仕草に、櫻が戸惑いの表情を浮かべる。

「……今、相あい上がみ君にそんな事、言われちゃったらなぁ……」

「……どうか、したんですか？」

「ん……」

　焼くべ送りの炎をぼんやり眺ながめる遙。

　燃え盛る炎を見ていると、何故だか少し落ち着くような気がして。

「ちょっとだけね、生徒会長になった事、後こう悔かいしたわ」

「……詳しく聞いても？」

「むしろ、聞いてほしいかも」

　そして今度は、遙がゆっくりと語り始めた。




「生徒会長ってさ、立場上全部の企画の詳細を知ってなきゃいけないじゃない？」

「喫茶店とかお化け屋敷なら別に構わないんだけど、問題はサプライズ系の企画。今回はホントに、相上君のクラスのスマイルリンクよね」

「私ね、一つもスマイルリンクやってないの。だって、仕掛けを全部知ってるんだからね。せいぜい騙だまされてる人を横から見て笑うくらい」

「時間を止めたでしょ？　あれもここから見てたんだけど、すごかった。まさかあんなに上う手まくいくなんて思わなかった。だから思ったの。もし私が何も知らないで騙されたら、ものすごく楽しかったんだろうなって」

「だからさっきは、綺き麗れいに騙されたから、悔くやしいよりちょっと嬉うれしかったりして」

「私が悔しかったのは、相あい上がみ君の個別企画。まぁ、相上君を綺麗に騙せたから、あれはあれで楽しくはあったんだけど」

「相上君、彼方かなた達に声をかけたじゃない？　あれって、私と相上君の関係上、私には絶対声かけられないのよね。私が相上君に仕返ししたくなるように、わざと分かり易やすく私を仲間外れにしたんでしょ？」

「それはね、分かるの。分かるんだ」

「でもね」

「舞台の下で、一緒に歌ってるみんなを見てさ」

「もし私が、生徒会長じゃなかったらなぁって」

「悔しくて」

「……ううん、違うかな。悔しかったんじゃなくて」

「本当は、私も」

「……舞台の上で、一緒に歌いたかったの」




　つまり。

　遙はるかは、寂しかったのだ。

　腹黒くても、狡ずる賢がしこくても、所しよ詮せん高校二年の女の子である。

　友達が仲良く騒いでいる時に、その中に入れない事が。

　寂しくない訳が、ない。




　ふっと、櫻さくらが笑った。

「一緒だったじゃないですか」

「…………」

「最後の、みんなの拍手と歓声を聞いたでしょう？　笑顔を見たでしょう？」

「……………………」

「俺おれだけじゃ出来なかった。先せん輩ぱいだけでも出来なかった。あれは、俺達がみんなで一緒に仕掛けた、スマイルリンクですよ」

「…………………………………………」




　時刻は午後八時半。

　神輿みこしも帰ってしまい、校庭では焼くべ送りの炎だけが寂しげに赤々と燃えている。

　校庭のスピーカーから、オクラホマミキサーが流れ始めた。

　ぱらぱらと、炎の周りに人が集まって踊り始める。

　親衛隊が、全員で無理矢理アザミと踊ろうとして転んでいる。

　彦ひこ星ぼしが、差し出した手を茉まつ莉りにぺしんと叩たたかれている。

　陣じん内ないが、何も言わずによもぎと手を取り合っている。

　明あき芳よしが、満面の笑顔の芽明めいあに振り回されている。

　夏か凪なぎが、遙はるかを見つけられずに仕方なく彼方かなたに声をかけている。

　豊ゆたかが、上う手まく踊れずに夕ゆう楓かの厳しい指導を受けている。

　そして月つき緒おと武たけ雄おが、ぎこちなく一緒に踊っている。

　みんなが踊っている。

　そんな様子を、櫻さくらと遙は黙って見下ろしている。




「先せん輩ぱい……一緒に、踊りますか？」

「いや」

「……踊ってくれませんか？」

「いや」

「…………」

　すっかりふてくされてしまった遙に、櫻は溜ため息いきをつく。

「……今回先輩は賭かけに負けた訳ですから、夏休みの分と合わせて、俺おれは先輩に二回命令出来るんですよね」

「…………」

「そのうちの一つを、今使います」

「……………………」

「一緒に、踊って下さい。命令です」

「…………………………………………」

　苦笑いで手を差し伸べる櫻。

　顔を背そむけたまま、目を合わせようとしない遙。

　そのまましばらく、どちらも動こうとしない。

　しかしやがて、目を合わせようとはしないままにも、やっと遙が手を伸ばす。

　櫻はその手を取り、踊り出すのではなく、歩き出す。




「行きましょう、みんなのところに」

「……うん」




　第一回穂ほ尾お付づき学園祭、夜。

　それは、二人の手のひらが初めて触れ合った夜だった。


終わり
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　　　　　後書き




　例えば、前提条件として世界で最も大きい数の事を『Ｍ』としましょう。

　そうすると、『Ｍ＋１』とする事で最大の数よりも１大きい数が作れます。

　最大の数より大きいという事は、それが最大の数という事です。

　となると、最大の数はＭな訳ですから、次の等式が成り立ちます。




　M=M+1




　これは無限を表す公式です。

　半角五文字。容量にして僅わずか５バイト。

　この有限の文字列が、しかし確かに無限を表しています。ＭはＭより一つ大きいのだから、Ｍはどこまでも大きくなり続け、そこに果てはありません。

『有限で無限を表す』

　これが、人類が手に入れた知恵なのだと思います。

　この知恵を武器に、想像力の翼つばさを広げれば、人は『宇宙の果て』にすら辿たどり着けるような気がしてくるのです。

　無限の宇宙を、人の脳に落とし込む方法。

　その手段として、一つには、小説があるのでしょう。




　こんにちは、乙おと野の四よ方も字じです。おかげ様で無事四冊目を出させて頂けました。

　作中の『重ねてゆく音』は自作曲です。よろしければニコニコ動画で検索してみて下さい。

　また、本作のメインである『スマイルリンク』は、アメリカの『Improv Everywhere』やカナダの『Just For Laughs』などを参考にしています。気になった方はぜひ探してみて下さい。楽しい企画が盛りだくさんですよ。

　いつもの事ですが、担当さん、絵師さん、校こう閲えつさん他ほかたくさんの方々に大変お世話になりました。特に学園祭編という事で、登場人物達の衣い裳しようチェンジに関して絵師さんには格別のお力添えを頂いております。かわいい！　みんなかわいいなぁ！

　そして、四巻までお付き合い下さっている読者様方。本当にありがとうございます！

　次はミニッツとは違う作品になると思いますが、ミニッツもこれで終わりと決まった訳ではありませんので、新作共々応援して下さると嬉うれしいです。

　それでは、またお会い出来ますように！


乙野四方字　拝
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乙おと野の四よ方も字じ

大分県豊後大野市出身、在住の新人作家。石油ファンヒーターのスイッチを入れると約40秒後に「びーっ、ぼん」と音がして点火するのですが、その40秒の間にスイッチを入れた事をすっかり忘れ、毎回毎回その音に驚いています。

[image: ]




イラスト／ゆーげん

東京都在住、イラストレーター。　もうすぐ１巻から１年ですね。ミニッツを通して色々と勉強になる１年でした。ありがとうございます。……もう１年だと…？
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ミニッツ4




～スマイルリンクの歌うた姫ひめ～








乙おと野の四よ方も字じ
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